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資料 No.１



平 成 １ ７ 年 度 平 成 １ ６ 年 度

当 初 予 算 額
（ Ａ ）

国 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源
当 初 予 算 額
（ Ｂ ）

一 般 会 計

494,625,236 92,156,856 75,207,000 79,886,240 247,375,140 500,381,040 98.8

特 別 会 計

18,818,426 1,152,788 3,093,756 14,571,882 27,507,415 68.4

企 業 会 計

34,471,864 1,715,096 3,891,000 28,865,768 41,797,300 82.5

計

547,915,526 95,024,740 82,191,756 123,323,890 247,375,140 569,685,755 96.2

（ 参 考 ）

年度 平 成 １ ７ 年 度

会計区分
当 初 予 算 額
（ Ａ ）

当初予算（Ｂ） ９月現計（Ｃ） １２月現計（Ｄ） （Ａ）/（Ｂ）×100 （Ａ）/（Ｃ）×100
（ Ａ ） / （ Ｄ ）

×100

一 般 会 計 494,625,236 500,381,040 554,360,910 559,713,557 98.8 89.2 88.4

特 別 会 計 18,818,426 27,507,415 29,743,794 29,743,794 68.4 63.3 63.3

企 業 会 計 34,471,864 41,797,300 42,105,525 41,678,428 82.5 81.9 82.7

計 547,915,526 569,685,755 626,210,229 631,135,779 96.2 87.5 86.8

平 成 １ ６ 年 度 伸 率

平 成 １ ７ 年 度 当 初 予 算 案

（ 単 位 ： 千 円 、 ％ ）

会 計 区 分
財 源 内 訳

（Ａ）/（Ｂ）×100

（ 単 位 ： 千 円 、 ％ ）
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一 般 会 計

（ 1 ） 歳 入 （ 款 別 内 訳 ） 　　　　　 （単位：千円，％）

区　分

（ 12月現計予算額(D) ） （ A/D×100 ）

款　別 当 初 予 算 額 (A) 構成比 当 初 予 算 額 (B) 構成比 ９月現計予算額（C） 構成比 A/B×100 A/C×100

（ 91,935,391 ） （ 16.4 ） （ 102.8 ）

（ 1 ） 県 税 94,490,861 19.1 91,488,657 18.3 91,935,391 16.6 103.3 102.8

地方消費税 （ 17,728,000 ） （ 3.2 ） （ 88.7 ）

（ 2 ） 清 算 金 15,719,000 3.2 17,728,000 3.5 17,728,000 3.2 88.7 88.7

（ 3,613,719 ） （ 0.6 ） （ 183.1 ）

（ 3 ） 地方譲与税 6,616,100 1.3 3,613,719 0.7 3,613,719 0.7 183.1 183.1

地 方 特 例 （ 2,428,000 ） （ 0.4 ） （ 214.1 ）

（ 4 ） 交 付 金 5,199,179 1.1 2,428,000 0.5 2,428,000 0.4 214.1 214.1

（ 130,119,310 ） （ 23.3 ） （ 96.1 ）

（ 5 ） 地方交付税 125,000,000 25.3 128,000,000 25.6 130,118,810 23.5 97.7 96.1

交通安全対策 （ 350,000 ） （ 0.1 ） （ 100.0 ）

（ 6 ） 特別交付金 350,000 0.1 350,000 0.1 350,000 0.1 100.0 100.0

分担金および （ 5,857,701 ） （ 1.0 ） （ 95.5 ）

（ 7 ） 負 担 金 5,595,989 1.1 5,886,572 1.2 5,868,528 1.1 95.1 95.4

使用料および （ 7,980,653 ） （ 1.4 ） （ 94.8 ）

（ 8 ） 手 数 料 7,566,541 1.5 7,930,404 1.6 7,980,653 1.4 95.4 94.8

（ 126,789,626 ） （ 22.7 ） （ 72.7 ）

（ 9 ） 国庫支出金 92,156,856 18.6 93,286,181 18.6 123,296,822 22.2 98.8 74.7

（ 1,394,482 ） （ 0.3 ） （ 70.9 ）

（ 10 ） 財 産 収 入 988,833 0.2 928,553 0.2 1,394,482 0.2 106.5 70.9

（ 1,095,400 ） （ 0.2 ） （ 78.9 ）

（ 11 ） 寄 附 金 864,483 0.2 1,093,400 0.2 1,095,400 0.2 79.1 78.9

（ 22,776,578 ） （ 4.1 ） （ 83.6 ）

（ 12 ） 繰 入 金 19,031,373 3.8 22,694,428 4.5 23,061,110 4.2 83.9 82.5

（ 3,316,546 ） （ 0.6 ） （ 30.2 ）

（ 13 ） 繰 越 金 1,000,000 0.2 1,000,000 0.2 3,316,546 0.6 100.0 30.2

（ 51,190,084 ） （ 9.1 ） （ 87.6 ）

（ 14 ） 諸 収 入 44,839,021 9.1 47,589,126 9.5 51,158,382 9.2 94.2 87.6

（ 93,138,067 ） （ 16.6 ） （ 80.7 ）

（ 15 ） 県 債 75,207,000 15.2 76,364,000 15.3 91,015,067 16.4 98.5 82.6

（ 50,452,000 ） （ 9.0 ） （ 92.5 ）

通 常 分 46,656,000 9.4 48,032,000 9.6 48,329,000 8.7 97.1 96.5

福 井 豪 雨 （ 14,108,067 ） （ 2.5 ） （ 46.4 ）

災 害 対 策 6,551,000 1.3 14,108,067 2.5 皆増 46.4

臨 時 財 政 （ 28,578,000 ） （ 5.1 ） （ 77.0 ）

対 策 債 22,000,000 4.5 28,332,000 5.7 28,578,000 5.2 77.7 77.0

（ 559,713,557 ） （ 100.0 ） （ 88.4 ）

合 計 494,625,236 100.0 500,381,040 100.0 554,360,910 100.0 98.8 89.2

予　　　算　　　案　　　総　　　括　　　表

1

平 成 1 7 年 度 平 成 1 6 年 度 前 年 度 予 算 対 比
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（ 2 ） 歳 出 （ 款 別 内 訳 ）            （単位：千円，％）

区　分

（ 12月現計予算額(D) ） ( A/D×100 )

款　別 当 初 予 算 額 (A) 構成比 当 初 予 算 額 (B) 構成比 ９月現計予算額(C) 構成比 A/B×100 A/C×100

（ 1,150,692 ） （ 0.2 ） （ 99.5 ）

（ 1 ） 議 会 費 1,145,371 0.2 1,163,567 0.2 1,163,567 0.2 98.4 98.4

（ 38,899,876 ） （ 7.0 ） （ 91.9 ）

（ 2 ） 総 務 費 35,735,612 7.2 38,185,172 7.6 38,911,960 7.0 93.6 91.8

（ 27,992,560 ） （ 5.0 ） （ 105.2 ）

（ 3 ） 民 生 費 29,436,303 6.0 26,866,375 5.4 28,152,423 5.1 109.6 104.6

（ 22,180,421 ） （ 4.0 ） （ 88.7 ）

（ 4 ） 衛 生 費 19,682,408 4.0 22,045,231 4.4 22,215,166 4.0 89.3 88.6

（ 3,401,548 ） （ 0.6 ） （ 45.5 ）

（ 5 ） 労 働 費 1,546,849 0.3 3,300,702 0.7 3,418,890 0.6 46.9 45.2

（ 49,408,542 ） （ 8.8 ） （ 92.8 ）

（ 6 ） 農林水産費 45,838,744 9.3 47,272,685 9.5 48,901,611 8.8 97.0 93.7

（ 48,873,165 ） （ 8.7 ） （ 85.4 ）

（ 7 ） 商 工 費 41,741,710 8.4 45,172,476 9.0 48,883,469 8.8 92.4 85.4

（ 104,495,562 ） （ 18.7 ） （ 90.0 ）

（ 8 ） 土 木 費 94,097,928 19.0 88,540,026 17.7 104,508,899 18.9 106.3 90.0

（ 23,189,793 ） （ 4.1 ） （ 101.6 ）

（ 9 ） 警 察 費 23,570,804 4.8 23,262,203 4.6 23,357,251 4.2 101.3 100.9

（ 96,730,509 ） （ 17.3 ） （ 99.4 ）

（ 10 ） 教 育 費 96,165,312 19.4 96,590,829 19.3 96,801,292 17.5 99.6 99.3

（ 39,344,295 ） （ 7.0 ） （ 23.1 ）

（ 11 ） 災害復旧費 9,077,223 1.8 3,935,180 0.8 33,999,788 6.1 230.7 26.7

（ 80,148,057 ） （ 14.3 ） （ 92.8 ）

（ 12 ） 公 債 費 74,408,993 15.1 80,148,057 16.0 80,148,057 14.5 92.8 92.8

（ 23,798,537 ） （ 4.3 ） （ 92.8 ）

（ 13 ） 諸 支 出 金 22,077,979 4.5 23,798,537 4.8 23,798,537 4.3 92.8 92.8

（ 100,000 ） （ 0.0 ） （ 100.0 ）

（ 14 ） 予 備 費 100,000 0.0 100,000 0.0 100,000 0.0 100.0 100.0

（ 559,713,557 ） （ 100.0 ） （ 88.4 ）

合 計 494,625,236 100.0 500,381,040 100.0 554,360,910 100.0 98.8 89.2

平 成 １ 7 年 度 平 成 １ 6 年 度 前 年 度 予 算 対 比

－３－



（ 3 ） 歳 出 （ 性 質 別 内 訳 ） （単位：千円，％）

区　分

（ 12月現計予算額(D) ） （ A/D×100）

性質別 当 初 予 算 額 (A) 構成比 当 初 予 算 額 (B) 構成比 ９月現計予算額(C) 構成比 A/B×100 A/C×100

（ 227,421,487 ） （ 40.6 ） （ 96.9 ）

220,403,226 44.6 228,014,069 45.6 228,104,510 41.2 96.7 96.6

（ 128,859,558 ） （ 23.0 ） （ 98.7 ）

人 件 費 127,175,495 25.7 129,542,581 25.9 129,542,581 23.4 98.2 98.2

（ 18,448,847 ） （ 3.3 ） （ 102.0 ）

扶 助 費 18,819,830 3.8 18,358,406 3.7 18,448,847 3.3 102.5 102.0

（ 80,113,082 ） （ 14.3 ） （ 92.9 ）

公 債 費 74,407,901 15.1 80,113,082 16.0 80,113,082 14.5 92.9 92.9

（ 189,444,023 ） （ 33.9 ） （ 76.5 ）

144,957,824 29.3 135,310,678 27.0 183,470,784 33.1 107.1 79.0

（ 83,683,854 ） （ 15.0 ） （ 88.3 ）

公 共 事 業 73,902,762 14.9 69,498,252 13.9 83,099,654 15.0 106.3 88.9

（ 4,470,000 ） （ 0.8 ） （ 83.0 ）

補 助 事 業 3,710,360 0.8 4,329,862 0.8 4,470,000 0.8 85.7 83.0

（ 52,077,292 ） （ 9.3 ） （ 93.9 ）

単 独 事 業 48,916,103 9.9 48,369,447 9.7 52,032,760 9.4 101.1 94.0

国直轄事業 （ 9,338,398 ） （ 1.7 ） （ 92.2 ）

負 担 金 8,611,318 1.7 8,674,054 1.7 9,338,398 1.7 99.3 92.2

（ 451,632 ） （ 0.1 ） （ 121.5 ）

受 託 事 業 548,858 0.1 425,331 0.1 451,632 0.1 129.0 121.5

（ 39,422,847 ） （ 7.0 ） （ 23.5 ）

災害復旧事業 9,268,423 1.9 4,013,732 0.8 34,078,340 6.1 230.9 27.2

（ 142,848,047 ） （ 25.5 ） （ 90.5 ）

129,264,186 26.1 137,056,293 27.4 142,785,616 25.7 94.3 90.5

（ 20,742,517 ） （ 3.7 ） （ 93.8 ）

物 件 費 19,454,237 3.9 20,238,272 4.0 20,732,517 3.7 96.1 93.8

（ 1,734,092 ） （ 0.3 ） （ 99.0 ）

維持補修費 1,717,391 0.4 1,667,075 0.3 1,713,395 0.3 103.0 100.2

（ 57,857,125 ） （ 10.3 ） （ 91.5 ）

補 助 費 等 52,962,449 10.7 55,747,327 11.1 57,825,391 10.4 95.0 91.6

（ 44,649,839 ） （ 8.0 ） （ 87.2 ）

貸付金出資金 38,924,197 7.9 41,766,755 8.4 44,649,839 8.1 93.2 87.2

（ 8,965,165 ） （ 1.6 ） （ 72.9 ）

繰 出 金 6,536,381 1.3 8,738,755 1.8 8,965,165 1.6 74.8 72.9

（ 8,799,309 ） （ 1.6 ） （ 108.8 ）

積 立 金 9,569,531 1.9 8,798,109 1.8 8,799,309 1.6 108.8 108.8

（ 100,000 ） （ 0.0 ） （ 100.0 ）

予 備 費 100,000 0.0 100,000 0.0 100,000 0.0 100.0 100.0

（ 559,713,557 ） （ 100.0 ） （ 88.4 ）

合 計 494,625,236 100.0 500,381,040 100.0 554,360,910 100.0 98.8 89.2

その他行政経費

平 成 １ 7 年 度 平 成 １ 6 年 度 前 年 度 予 算 対 比

義 務 的 経 費

投 資 的 経 費

－４－



（ 4 ） 歳 出 （ 公 共 事 業 内 訳 ） （単位：千円，％）

（ 12月現計予算額（D） ） （ A/D×100 ）

当 初 予 算 額 （ A ） 構成比 当 初 予 算 額 （ B ） 構成比 ９月現計予算額（C） 構成比 A/B×100 A/C×100

（ 53,225,862 ） （ 63.6 ） （ 87.6 ）

46,631,976 63.1 40,947,110 58.9 53,175,862 64.0 113.9 87.7

（ 11,493,717 ） （ 13.7 ） （ 91.9 ）

道 路 事 業 費 10,568,000 14.3 12,330,829 17.8 11,493,717 13.8 85.7 91.9

（ 4,685,431 ） （ 5.6 ） （ 41.8 ）

街 路 事 業 費 1,957,089 2.6 4,812,096 6.9 4,685,431 5.6 40.7 41.8

（ 7,771,031 ） （ 9.3 ） （ 142.2 ）

河 川 事 業 費 11,052,146 15.0 6,646,054 9.6 7,771,031 9.4 166.3 142.2

河 川 総 合 （ 5,499,535 ） （ 6.6 ） （ 110.9 ）

開 発 事 業 費 6,100,043 8.2 5,836,000 8.4 5,499,535 6.6 104.5 110.9

（ 7,387,250 ） （ 8.8 ） （ 126.6 ）

砂 防 事 業 費 9,351,200 12.7 7,255,310 10.4 7,387,250 8.9 128.9 126.6

（ 1,201,000 ） （ 1.4 ） （ 87.8 ）

海 岸 事 業 費 1,054,000 1.4 1,121,950 1.6 1,201,000 1.4 93.9 87.8

（ 1,469,500 ） （ 1.8 ） （ 88.6 ）

港 湾 事 業 費 1,302,000 1.8 1,398,400 2.0 1,469,500 1.8 93.1 88.6

（ 249,000 ） （ 0.3 ） （ 111.4 ）

公 園 事 業 費 277,450 0.4 247,000 0.4 249,000 0.3 112.3 111.4

住 宅 建 設 （ 1,160,518 ） （ 1.4 ） （ 114.1 ）

事 業 費 1,324,532 1.8 1,201,904 1.7 1,160,518 1.4 110.2 114.1

災 害 関 連 （ 12,308,880 ） （ 14.7 ） （ 29.6 ）

事 業 費 3,645,516 4.9 97,567 0.1 12,258,880 14.8 3,736.4 29.7

（ 30,457,992 ） （ 36.4 ） （ 88.4 ）

26,937,452 36.4 28,551,142 41.1 29,923,792 36.0 94.3 90.0

大 型 魚 礁 （ 200,240 ） （ 0.3 ） （ 99.1 ）

設 置 事 業 費 198,410 0.3 201,740 0.3 200,240 0.2 98.3 99.1

県 営 漁 港 （ 2,040,000 ） （ 2.4 ） （ 91.4 ）

事 業 費 1,864,000 2.5 2,040,000 2.9 2,040,000 2.5 91.4 91.4

市 町 村 営 （ 796,624 ） （ 1.0 ） （ 88.4 ）

漁 港 事 業 費 703,852 0.9 796,624 1.2 796,624 1.0 88.4 88.4

（ 1,879,587 ） （ 2.2 ） （ 92.9 ）

造 林 事 業 費 1,745,312 2.4 1,837,171 2.6 1,837,171 2.2 95.0 95.0

（ 1,582,345 ） （ 1.9 ） （ 93.4 ）

林 道 事 業 費 1,477,352 2.0 1,555,595 2.2 1,582,345 1.9 95.0 93.4

（ 4,355,251 ） （ 5.2 ） （ 70.0 ）

治 山 事 業 費 3,050,416 4.1 2,973,452 4.3 3,863,467 4.6 102.6 79.0

土 地 改 良 （ 12,264,500 ） （ 14.7 ） （ 88.9 ）

事 業 費 10,907,244 14.7 12,337,656 17.8 12,264,500 14.8 88.4 88.9

かんがい排水 （ 6,455,304 ） （ 7.7 ） （ 77.4 ）

事 業 費 4,996,011 6.8 6,610,566 9.6 6,455,304 7.8 75.6 77.4

農 道 （ 3,097,615 ） （ 3.7 ） （ 82.2 ）

事 業 費 2,546,035 3.4 2,998,400 4.4 3,097,615 3.7 84.9 82.2

農 村 総 合 （ 5,886,860 ） （ 7.0 ） （ 88.2 ）

整 備 事 業 費 5,190,883 7.0 5,790,604 8.3 5,886,860 7.1 89.6 88.2

農 地 防 災 （ 871,585 ） （ 1.0 ） （ 123.8 ）

事 業 費 1,078,983 1.5 424,200 0.6 871,585 1.0 254.4 123.8

（ 581,000 ） （ 0.7 ） （ 124.1 ）

海 岸 事 業 費 721,000 1.0 594,100 0.9 581,000 0.7 121.4 124.1

（ ） （ ） （ 皆増 ）

333,334 0.5 皆増 皆増

（ 83,683,854 ） （ 100.0 ） （ 88.3 ）

合 計 73,902,762 100.0 69,498,252 100.0 83,099,654 100.0 106.3 88.9

建 設 事 業 費

北 陸 新 幹 線

平 成 １ 6 年 度 前 年 度 予 算 対 比

土 木 関 係

農 林 水 産 関 係

平 成 １ 7 年 度
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（ 5 ） 歳 出 （ 県 単 事 業 内 訳 ） （単位：千円，％）

（ 12月現計予算額（D） ） （ A/D×100 ）

当 初 予 算 額 （ A ） 構 成 比 当 初 予 算 額 （ B ） 構 成 比 ９月現計予算額（C ） 構 成 比 A/B×100 A/C×100

（ 10,041,591 ） （ 18.9 ） （ 88.7 ）

8,901,892 17.8 10,041,591 20.3 10,041,591 18.9 88.7 88.7

（ 8,435,563 ） （ 15.9 ） （ 89.1 ）

道 路 事 業 費 7,512,743 15.0 8,435,563 17.0 8,435,563 15.9 89.1 89.1

（ 162,494 ） （ 0.3 ） （ 93.9 ）

街 路 事 業 費 152,638 0.3 162,494 0.3 162,494 0.3 93.9 93.9

（ 738,621 ） （ 1.4 ） （ 90.2 ）

河 川 事 業 費 665,940 1.3 738,621 1.5 738,621 1.4 90.2 90.2

河 川 総 合 （ 180,000 ） （ 0.3 ） （ 85.0 ）

開 発 事 業 費 153,000 0.3 180,000 0.4 180,000 0.3 85.0 85.0

（ 363,044 ） （ 0.7 ） （ 77.3 ）

砂 防 事 業 費 280,781 0.6 363,044 0.8 363,044 0.7 77.3 77.3

（ 41,500 ） （ 0.1 ） （ 68.0 ）

港 湾 事 業 費 28,240 0.1 41,500 0.1 41,500 0.1 68.0 68.0

（ 3,000 ） （ 0.0 ） （ 100.0 ）

海 岸 事 業 費 3,000 0.0 3,000 0.0 3,000 0.0 100.0 100.0

（ 117,369 ） （ 0.2 ） （ 89.9 ）

下水道事業費 105,550 0.2 117,369 0.2 117,369 0.2 89.9 89.9

（ 656,242 ） （ 1.2 ） （ 90.0 ）

590,610 1.2 656,242 1.3 656,242 1.2 90.0 90.0

県 営 漁 港 （ 61,825 ） （ 0.1 ） （ 99.5 ）

事 業 費 61,530 0.1 61,825 0.1 61,825 0.1 99.5 99.5

市 町 村 営 （ 17,510 ） （ 0.0 ） （ 52.9 ）

漁 港 事 業 費 9,270 0.0 17,510 0.0 17,510 0.0 52.9 52.9

（ 273,662 ） （ 0.5 ） （ 90.0 ）

林 道 事 業 費 246,295 0.5 273,662 0.6 273,662 0.5 90.0 90.0

（ 51,950 ） （ 0.1 ） （ 90.0 ）

治 山 事 業 費 46,750 0.1 51,950 0.1 51,950 0.1 90.0 90.0

土 地 改 良 （ 244,636 ） （ 0.5 ） （ 89.2 ）

事 業 費 218,165 0.5 244,636 0.5 244,636 0.5 89.2 89.2

（ 6,659 ） （ 0.0 ） （ 129.1 ）

海 岸 事 業 費 8,600 0.0 6,659 0.0 6,659 0.0 129.1 129.1

（ 4,040,642 ） （ 7.6 ） （ 90.0 ）

3,636,577 7.2 4,040,642 8.2 4,040,642 7.6 90.0 90.0

（ 7,113,000 ） （ 13.4 ） （ 111.0 ）

7,895,000 15.8 6,165,000 12.5 7,113,000 13.4 128.1 111.0

（ 314,000 ） （ 0.6 ） （ 178.7 ）

561,000 1.1 314,000 0.6 314,000 0.6 178.7 178.7

（ 415,522 ） （ 0.8 ） （ 93.3 ）

387,869 0.8 415,522 0.8 415,522 0.8 93.3 93.3

（ 925,071 ） （ 1.7 ） （ 82.8 ）

765,859 1.5 831,864 1.7 915,539 1.7 92.1 83.7

（ 28,571,224 ） （ 53.7 ） （ 91.6 ）

26,177,296 52.3 25,904,586 52.3 28,536,224 53.7 101.1 91.7

（ 52,077,292 ） （ 97.9 ） （ 93.9 ）

48,916,103 97.7 48,369,447 97.7 52,032,760 97.9 101.1 94.0

（ 1,118,670 ） （ 2.1 ） （ 102.1 ）

1,142,342 2.3 1,118,670 2.3 1,118,670 2.1 102.1 102.1

（ 53,195,962 ） （ 100.0 ） （ 94.1 ）

50,058,445 100.0 49,488,117 100.0 53,151,430 100.0 101.2 94.2

（ 11,816,503 ） （ 22.2 ） （ 90.0 ）

①＋②＋③ 10,634,844 21.3 11,816,503 23.9 11,816,503 22.2 90.0 90.0

平 成 16 年 度 前 年 度 予 算 対 比

緊 急 農 道

整 備 事 業 費

土 木 関 係 ①

農 林 水 産 関 係 ②

平 成 17 年 度

地 方 特 定 事 業 費

緊 急 地 方 道 路

整 備 事 業 費

緊 急 林 道

維 持 補 修 費 ③

整 備 事 業 費

公 共 つ ぎ た し

県 単 事 業 再 計

そ の 他

投 資 的 経 費

県 単 事 業 計

土 木 事 業

合 計

－６－



2 特 別 会 計

平 成 17 年 度

（ 12月現計予算額(Ｄ) ） （
Ａ / Ｄ

×100 ）

会 計 名 当 初 予 算 額 ( Ａ ) 当 初 予 算 額 ( Ｂ ) ９月現計予算額(Ｃ) Ａ / Ｂ ×100 Ａ/Ｃ×100

（ 256,548 ） （ 97.5 ）

用 品 等 集 中 管 理 事 業 250,007 256,548 256,548 97.5 97.5

（ 365,588 ） （ 10.5 ）

災 害 救 助 基 金 38,436 703 365,588 5,467.4 10.5

（ 153,022 ） （ 75.4 ）

母子寡婦福祉資金貸付金 115,329 124,185 153,022 92.9 75.4

（ 9,414,878 ） （ 37.5 ）

中小企業支援資金貸付金 3,534,776 7,623,951 9,414,878 46.4 37.5

（ 180,005 ） （ 100.6 ）

農 業 改 良 資 金 貸 付 金 181,036 180,005 180,005 100.6 100.6

（ 101,389 ） （ 100.0 ）

沿岸漁業改善資金貸付金 101,357 101,389 101,389 100.0 100.0

（ 109,454 ） （ 41.9 ）

林 業 改 善 資 金 貸 付 金 45,854 57,724 109,454 79.4 41.9

（ 582,037 ） （ 17.3 ）

県 有 林 事 業 100,801 582,037 582,037 17.3 17.3

（ 4,678,164 ） （ 64.6 ）

用 地 先 行 取 得 事 業 3,019,943 4,678,164 4,678,164 64.6 64.6

（ 407,819 ） （ 60.7 ）

駐 車 場 整 備 事 業 247,403 407,819 407,819 60.7 60.7

（ 4,762,818 ） （ 52.1 ）

港 湾 整 備 事 業 2,482,560 4,762,818 4,762,818 52.1 52.1

（ 3,241,127 ） （ 103.6 ）

下 水 道 事 業 3,358,552 3,241,127 3,241,127 103.6 103.6

（ 5,490,945 ） （ 97.3 ）

証 紙 5,342,372 5,490,945 5,490,945 97.3 97.3

（ 29,743,794 ） （ 63.3 ）

合 計 18,818,426 27,507,415 29,743,794 68.4 63.3

3 企 業 会 計

平 成 17 年 度

（ 12月現計予算額(Ｄ) ） （
Ａ / Ｄ

×100 ）

会 計 名 当 初 予 算 額 ( Ａ ) 当 初 予 算 額 ( Ｂ ) ９月現計予算額(Ｃ) Ａ / Ｂ ×100 Ａ/Ｃ×100

（ 25,313,933 ） （ 91.1 ）

病 院 23,049,459 25,696,822 25,712,628 89.7 89.6

（ 2,551,155 ） （ 101.2 ）

電 気 2,581,990 2,314,630 2,557,439 111.6 101.0

（ 575,575 ） （ 116.3 ）

臨 海 工 業 用 地 等 造 成 669,599 552,491 591,795 121.2 113.1

（ 792,350 ） （ 106.8 ）

工 業 用 水 道 846,392 797,112 797,112 106.2 106.2

（ 11,822,023 ） （ 56.7 ）

水 道 用 水 供 給 6,703,622 11,822,142 11,822,142 56.7 56.7

（ 623,392 ） （ 99.6 ）

臨 海 下 水 道 620,802 614,103 624,409 101.1 99.4

（ 41,678,428 ） （ 82.7 ）

合 計 34,471,864 41,797,300 42,105,525 82.5 81.9

（ 単 位 千 円 ， ％ ）

（ 単 位 千 円 ， ％ ）

平 成 16 年 度 前 年 度 予 算 対 比

平 成 16 年 度 前 年 度 予 算 対 比

－７－



歳入歳出予算款別構成表 （一般会計）

歳　　入

歳　　出

総　　額

494,625,236

（100.0）

一般財源

県　税

247,375,140
(50.1) 

94,490,861
(19.1) 　

自主財源

190,096,101
(38.4) 

依存財源

304,529,135
(61.6) 

125,000,000
(25.3) 

特定財源
247,250,096
(49.9)

国庫支出金
92,156,856
(18.6) 

県　債

地
　方
　　交
　　 付
　　　税

75,207,000
(15.2)　　 

諸収入

44,839,021
(9.1) 

   地  方  譲  与  税
6,616,100 (1.3)
地方特例交付金
5,199,179 (1.1)
交通安全対策特別交付金
350,000 (0.1)

使用料および手数料
7,566,541 (1.5)
財　産　収　入
988,833 (0.2)
寄　　附　　金
864,483 (0.2)
繰　　越　　金
1,000,000 (0.2)

繰　　入　　金
19,031,373 (3.8)

   災 害  復  旧  費
9,077,223 (1.8)

地方消費税清算金
15,719,000 (3.2)

議 会 費　1,145,371 (0.2)

分担金および負担金
5,595,989 (1.1)

総　　額

494,625,236

（100.0）

警 察 費

公　債　費
74,408,993
(15.1)　 

総　務　費
35,735,612
(7.2) 　 民 生 費

29,436,303
　(6.0) 　 

商 工 費
41,741,710
　(8.4) 　 

労 働 費　1,546,849 (0.3) 　 

衛 生 費　19,682,408 (4.0) 　 

23,570,804 (4.8)　

教　育　費
96,165,312
(19.4)　 

土　木　費
94,097,928
(19.0)　 

農林水産費
45,838,744
(9.3)　 

諸支出金   22,077,979 (4.5)
予  備 費      100,000 (0.0)

（単位：千円、％）

－８－



性質別歳出予算構成表 （一般会計）

義務的経費
220,403,226
　(44.6) 

貸付金出資金
 38,924,197
 　(7.9) 人 件 費

127,175,495
　  (25.7) 

 物件費
19,454,237
　 (3.9) 

74,407,901
　  (15.1) 

投資的経費
144,957,824
　(29.3) 

単独事業
 48,916,103
　　(9.9) 

公  共  事  業
73,902,762 (14.9) 

その他行政経費
129,264,186
　(26.1) 

公　債　費

補助費等

52,962,449
(10.7)　 

扶　　 助 　　費
18,819,830 (3.8)

災 害 復 旧 事 業
9,268,423 (1.9)

補　助　事　業 
3,710,360 (0.8)

繰　　出　　金 
6,536,381 (1.3)

積 立 金　9,569,531 (1.9)
予 備 費  　100,000 (0.0)

国直轄事業負担金
8,611,318 (1.7)

維  持  補  修  費
1,717,391 (0.4)

総　　額

494,625,236

（100.0）

（単位：千円、％）

受　託　事　業
548,858 (0.1)

－９－



付 表 

平成１７年度の「三位一体の改革」の影響について 

 

Ⅰ 地方全体 
 

 ○税源移譲に結びつく国庫補助負担金の改革 
 

国庫補助負担金１１，２３９億円を廃止 → 税源移譲１１，１６０億円 

 

   (主なもの) 

  ・義務教育費国庫負担金（暫定） ４，２５０億円 → 税源移譲予定特例交付金 

                                ４，２５０億円 

  ・国民健康保険国庫負担     ５，４４９億円 

     ※国民健康保険財政調整交付金（新たに県負担を導入） 

     ※国民健康保険負担金（県負担 1/4 → 3/4）    → 所得譲与税 

  ・公営住宅家賃収入等補助      ３２０億円       ６，９１０億円 

  ・農業・漁業近代化資金利子補給金   ４４億円 

   など       計     ６，９８９億円 

 

 

 

Ⅱ 本県への影響 
 

 ○税源移譲に結びつく国庫補助負担金の改革 
 

国庫補助負担金の廃止による負担増６０．６億円 → 税源移譲６２．４億円 

 

   (主なもの) 

・義務教育費国庫負担金（暫定）  ３２．６億円 → 税源移譲予定特例交付金 

３２．６億円 

  ・国民健康保険関係         ２７．１億円 

     ※国民健康保険財政調整交付金    ２０．０億円 

     ※国民健康保険負担金     ７．１億円     → 所得譲与税２９．８億円 

  ・公営住宅家賃収入等補助      ０．１億円 

  ・農業・漁業近代化資金利子補給金  ０．２億円 

   など  ５９事業  計      ２８．０億円 

 

 

 

 

                －１０－ 
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平成１７年度当初予算案発表要旨
　　　　　　
Ⅰ　平成１７年度当初予算の重点課題

  ○　産業の活性化
・農業の振興など産業対策
・観光誘客の促進（ビジットふくい）
・エネルギー研究開発拠点化計画の推進

  ○　未来を託す子どもの育成
・少子化対策
・子どもの安全・安心

  ○　高速交通体系整備の具体的促進
  ○　危機対策の強化
・災害に強い県土づくり
・有事への対応と治安の回復

  ○　健康長寿（ふくいブランド）
  ○　文化の振興、特に国民文化祭・ふくい２００５の開催

Ⅱ　予算編成の工夫

　○　政策議論の実施
　○　部局を超えた仕事の推進
　○　職員提案型予算外事業の実施
　○　県民とのパートナーシップ
○　政策形成過程からの県民参加

Ⅲ　平成１７年度当初予算の規模

　　一　般　会　計　　４，９４６億２５百万円余

　　特　別　会　計　　　　１８８億１８百万円余
　　企　業　会　計　　　　３４４億７１百万円余

　　　　　　計　　　　５，４７９億１５百万円余

※『福井元気宣言』のビジョンを実現するための「新世紀政策推進枠
事業」として、一般財源６５億円を措置

資料 No.２
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Ⅳ　主要施策

○産業の活性化

  ・農業の振興など産業対策

　（自立する農業の推進）

　　　Ｐ１３「○新坂井北部丘陵地農業経営体育成モデル事業」

　　　Ｐ１３「○新坂井北部丘陵地農業経営体育成基盤整備支援事業」

　　　Ｐ１４「○新農業者経営夢プラン支援事業」

　　　Ｐ１４「○新新規園芸産地形成事業」

Ｐ１４「○拡高収益園芸品目緊急育成事業」

　　　Ｐ１４「○新やる気のある園芸産地づくり支援事業」

　　　Ｐ１４「○新地域農業支援員設置事業」

　　　Ｐ１５「いきいき女性・熟年農業者活動支援事業」

　　　Ｐ１８「○新間伐促進緊急特別対策事業」

Ｐ１８「○新間伐材供給拡大事業」

　　　Ｐ１７「○新『ふくいの森とつながる家づくり』推進事業」

　（「健康長寿の福井米・福井野菜」の販路拡大）

　　　Ｐ８　「○新ふくいの『食』インターネット通信販売実践事業」

　　　Ｐ８　「○新  '０５食博覧会・大阪出展事業」

　　　Ｐ８　「○新新品種『イクヒカリ』販売推進事業」

　（食育の推進）

　　　Ｐ２９「○新元気いきいき福井をつくる食育推進事業」
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  （「挑戦（チャレンジ）ふくい」の推進）

       別添資料４のとおり

・ 観光誘客の促進（ビジットふくい）

　（観光地の活性化）

      Ｐ４５「○新観光プロデューサー設置事業」

Ｐ４５「○新観光地・民宿集積地域活性化支援モデル事業」

Ｐ４６「○拡「ビジットふくい」観光客誘致拡大事業」

　

  （くつろぎの空間）

Ｐ４６「○新産業活性化支援資金貸付金（国際観光基盤整備分）」

  （観光の人づくり）

Ｐ４６「○新通訳ボランティアガイド育成事業」

  （対象をしぼったアプローチ）

Ｐ４７「『学びの旅』誘致事業」

Ｐ４７「○拡東アジア観光客誘致促進事業」

  ・エネルギー研究開発拠点化計画の推進

Ｐ３７「○新エネルギー研究開発拠点化推進体制整備事業」
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○未来を託す子どもの育成

  ・少子化対策 　　

　　　Ｐ２１「○新子育てマイスター地域活動推進事業」

Ｐ２３「○拡すみずみ子育てサポート事業」

Ｐ２２「○新子育て支援職場づくり推進事業」

Ｐ２２「○新企業の父親子育て奨励事業」

Ｐ２２「○新中小企業育成資金貸付金（企業の父親子育て奨励分）」

20　Ｐ２２「○新勤労者ライフプラン資金貸付金（育児・介護休業生活

         資金貸付金）」

Ｐ２５「○新若者出会い交流応援事業」

  ・子どもの安全・安心

　　　Ｐ５３「○新子ども安心３万人作戦」

Ｐ２３「○新２４時間・３６５日児童相談事業」

Ｐ２３「○新地域ぐるみ児童虐待防止体制整備事業」

Ｐ２３「○新育児不安解消サポート事業」

　　　Ｐ３０「○新自動体外式除細動器（ＡＥＤ）普及事業」

Ｐ２２「○新♯８０００子ども医療電話相談事業」

Ｐ３２「○新地域療育拠点設置事業」

Ｐ５２「○新小・中学校耐震化促進事業」

Ｐ５１「○新木造住宅耐震診断促進事業」
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○高速交通体系整備の具体的促進

　（北陸新幹線）

　　Ｐ３７「○新北陸新幹線建設事業」

　（高速道路）

　　Ｐ３８「舞鶴若狭自動車道整備推進事業」

Ｐ３８「中部縦貫自動車道整備推進事業」

　（地域交通ネットワーク）

　　Ｐ３８「○新越前加賀海岸道路（仮称）調査事業」

　　Ｐ３９「○新福井鉄道低床化補助事業」

　　Ｐ３９「○新福井鉄道・えちぜん鉄道相互乗入れ支援事業」

　　Ｐ３９「○新直流化ネットワークにぎわいの駅支援事業」

Ｐ３９「敦賀・関西新快速直通化事業」

　

　（敦賀港・福井港の活性化）

　　Ｐ４０「○新県内港湾貨物集荷推進事業」

○危機対策の強化

  ・災害に強い県土づくり

（災害ボランティア活動の推進）

　　　Ｐ４１「○新災害ボランティア講師派遣事業」

　　　Ｐ４１「○新災害ボランティア活動マニュアル作成事業」
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Ｐ４２「災害ボランティア活動支援事業」

（生活再建支援、災害復旧の促進、再度災害の防止）

　55Ｐ５９「被災者住宅再建補助金」

　　Ｐ５９「被災者住宅再建資金無利子貸付事業」

　　Ｐ６０「伝統的工芸品産地活性化緊急支援事業」

　Ｐ６０「河川激甚災害対策特別緊急事業」

Ｐ６１「河川等災害復旧助成事業」

　　Ｐ６１「○新砂防激甚災害対策特別緊急事業」

　　Ｐ６１「○新治山激甚災害対策特別緊急事業」

・ 有事への対応と治安の回復

（有事の対応）

Ｐ５１「○新福井県国民保護計画推進事業」

（治安の回復）

　　　Ｐ５３「『身近な知能犯罪』抑止事業」

　　　Ｐ５３「○新犯罪に強いまちづくり推進事業」

　　　Ｐ５３「臨時交番相談員配置事業」

　　　Ｐ５４「○新ふくいマイタウン・パトロール隊育成・支援事業」

　　　Ｐ５２「○新交通安全スピードダウン運動事業」

　　　Ｐ５２「○新『ストップ・ザ・交差点事故』重点支援事業」

　　　Ｐ５３「○新『見せる』反射材普及活動事業」
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○健康長寿（ふくいブランド）

　（健康長寿ふくい推進機構）

Ｐ１３「○新農林水産業者等提案型共同研究事業」

　　Ｐ４４「○新県立大学健康長寿研究拠点化事業」

　　Ｐ２８「○拡県民参加による県立大学地域貢献研究推進事業」

 Ｐ４５「○新健康長寿バイスクル事業」

　（全国に向けた情報発信の強化）

　　Ｐ４３「○新ふくいブランド大使活動支援事業」

　　Ｐ４３「○新ふくいの情報発信強化事業」

　　Ｐ４３「○新第二の故郷ふくい定住促進事業」

　（アニバーサリーの活用）

　　　Ｐ７1　「○新眼鏡産地１００周年記念事業」

　　Ｐ４４ 「○新アニバーサリー（周年）を活用した情報発信研究事業」

○文化の振興、特に国民文化祭・ふくい２００５の開催

　　　Ｐ５５「第２０回国民文化祭・ふくい２００５開催事業」

　　Ｐ５４「○新ふくい漢字学習推進事業」

　　Ｐ５０「○新福井の伝統的民家普及促進事業」

　　Ｐ５１「○新福井の景観づくり推進事業」
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主  要  事  業 

福井豪雨災害対策事業 

 

 

 

 

福  井  県 

資料 No.３ 



 

   
目     次

 主 要 事 業  

 Ⅰ 元気な産業 ･････ 1

  １ 経済対策の緊急発動 ･････ 1

    ◇ 経済対策の発動 ･････ 1

  ２ ものづくり・新産業創出 ･････ 3

    ◇ 新技術開発による産業の高付加価値化 ･････ 3

    ◇ やる気のある企業や創業に対する強力なバックアップ ･････ 5

    ◇ 人づくり ･････ 9

    ◇ 新たな販路開拓 ･････ 9

    ◇ 先端産業の誘致 ･････ 10

  ３ 福井の豊かさを支える農林水産業 ･････ 12

    ◇ 農業 ･････ 12

    ◇ 林業 ･････ 17

    ◇ 水産業 ･････ 19

 Ⅱ 元気な社会 ･････ 21

  ４ 女性の元気が福井の元気 ･････ 21

    ◇ 女性の持つ優れた感性を県政に反映 ･････ 21

    ◇ 女性の起業や経営革新を支援 ･････ 21

    ◇ 子育てと自己実現のための活動が両立できる環境づくり ･････ 21

  ５ 未来を託す人づくり ･････ 26

  ６ 活き活きやさしい福井づくり ･････ 30

    ◇ 元気百歳プロジェクト ･････ 30

    ◇ 一人ひとりの命が輝く福祉 ･････ 31

 Ⅲ 元気な県土 ･････ 37

  ７ 原子力は県民の立場に立って ･････ 37

  ８ 福井は列島のまん中-より近くより便利に- ･････ 37

 Ⅳ 元気な県政 ･････ 41

  ９ 新しい福井県政府の樹立 ･････ 41

    ◇ フレンドシップ ･････ 41

    ◇ パートナーシップ ･････ 42

  10 夢あるふるさとづくり ･････ 43

    ◇ ふくいブランドの創造 ･････ 43

    ◇ ビジット“ふくい”の推進 ･････ 45

    ◇ 公共施設等の利便性向上 ･････ 47

    ◇ 環境保全 ･････ 48

    ◇ まちづくり ･････ 50

    ◇ 安全・安心 ･････ 51

    ◇ 文化 ･････ 54

    ◇ IT ･････ 55

 新世紀政策推進枠事業  ･････ 57

 福井豪雨災害対策事業  ･････ 58

  総括 ･････ 58

  １ 被災を受けた方々の生活支援・住宅支援 ･････ 59

  ２ 産業の再生 ･････ 60

  ３ 社会基盤の早期復旧 ･････ 60

  ４ 再度災害の防止 ･････ 60

 職員提案型予算外事業  ･････ 63

 



 

 

 
 
 

 
 
 

～ 事業内容の見方について ～ 

 

 

 

１．事業名称の先頭に 

 

 「」とあるのは、１７年度の新規事業です。 

 

 「」とあるのは、１７年度において事業内容の拡充を行った事業です。 

 

 

２．事業名称の後に 

 
 チャレンジふくい  

 
とあるのは、「挑 戦

チャレンジ

ふくい －福井県経済社会活性化プラン－」を具体化する 

ために実施する事業です。 

 
 県民参加  

 

とあるのは、広く意見を募集し、県民の皆さまに予算編成過程に参加していた 

だいた事業です。 

 

 電源  

 

とあるのは、本県等の提案により使途が弾力化した国の電源交付金・補助金を 

有効に活用して実施する事業です。 

 

 
 
 

 



 

 
 

Ⅰ 元 気 な 産 業 

 

 

１ 経済対策の緊急発動 

 

 

◇経済対策の発動 

 

 〈経済社会活性化プランの推進〉 

 

 福井県経済社会活性化戦略会議事業（総務部） ★ 2,760

 経済界・労働界・学識経験者で構成する「福井県経済社会活性化戦略会議」において、

平成１５年１２月に策定した「挑戦ふくい－福井県経済社会活性化プラン－」の推進状況

等について、意見交換を行います。 

委員数 １０名程度 

(2,760)

 

 

〈１５，０００人の雇用創出〉 

 

 福井県労働状況調査事業（総務部） 21,958

  雇用創出プラン等各種雇用施策の立案等に活用するため、四半期毎の就業状況を調査し

ます。 

   調査期日 毎月末日 

   調査対象 県内に居住する１５歳以上の世帯員（約２，１００人） 

   調査内容 完全失業率等の就業状態、フリーターの実態 

(21,958)

 

 

 若者就職支援センター（ジョブカフェ）運営事業（産業労働部）  チャレンジふくい  ★ 17,126

  若者のための就職に関する悩み事の相談から、求人情報の提供、国の公共職業安定所と

連携した就職のあっせんまで、若者の就職をワンストップでサポートします。 

(16,630)

 

 

 Ｕターン情報センター等機能強化事業（産業労働部）  チャレンジふくい   県民参加  4,600

  平成１７年４月から、福井県Ｕターン情報センターを県民会館から福井商工会議所ビル

に移転し、同ビルにあるジョブカフェとの連携を図りながら、ワンストップサービス化を

実現して機能強化を図ります。 

事業内容 無料職業紹介業務の実施 

     ホームページの機能強化（インターネット上での求職・求人の登録） 

(4,600)

 

 

 高校生就職支援事業（教育庁）  チャレンジふくい  ★ 8,500

 高校生の職業選択能力の育成や就労意識の向上を行うことにより、就職後の早期離職の

防止を図ります。 

  対 象 校 職業学科・総合学科設置校１８校 

  事業内容 地域の事業主等による講演会 

       民間企業への就業体験 

       就職企業への教員訪問 等 

(8,500)

           

 

予 算 額 
（単位：千円）

（  ) 内は一般財源 

（内部資料にのみ記載） 

★印は１６年度に

掲載した事業 
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 離転職者等能力開発推進事業（デュアルシステム分）（産業労働部）  チャレンジふくい  ★ 5,292

  産業技術専門学院において、講義と企業実習が一体となった職業訓練（デュアルシステ

ム）を実施し、企業の即戦力ニーズに対応できる人材を育成します。 

 
 

(0)

 再就職支援セミナー・早期就職面接会開催事業（産業労働部）  チャレンジふくい  ★ 3,150

 雇用のミスマッチの解消を図り早期就職を促進するため、中高年者を対象として、再就

職支援セミナーと就職面接会を開催します。 

   開催場所 県内６会場（延べ５００人参加予定） 

(3,150)

 

 

 緊急地域雇用促進奨励金（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 7,800

 緊急地域雇用創出特別基金事業の雇用者を、同事業の受託事業主が正式雇用した場合、

奨励金を支給することにより、短期間の臨時的雇用を安定した継続雇用につなげていきま

す。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   奨 励 金 一般労働者 １人当たり３０万円 

        短時間労働者 １人当たり１５万円 

(7,800)

 

 

 コールセンター産業人材育成事業（産業労働部） チャレンジふくい    電源  10,600

  誘致したコールセンターへの就業促進と新たな誘致につなげるため、民間業者に委託し

て、学生や離職者等を対象に研修を実施します。 

事業内容 コールセンターへの就職セミナー 年 ７回（延べ３５０人受講予定） 

コールセンター入門講座     年１０回（延べ２００人受講予定） 

(0)
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２ ものづくり・新産業創出 

 

 

◇新技術開発による産業の高付加価値化 

 

〈産学官共同研究企業数を倍増〉 

 

 福井県産力強化事業（産業労働部）  チャレンジふくい  ★ 2,000

 本県ものづくり産業の競争力を強化するため、県内の産学官の代表者で構成する「福井

県産力戦略本部」が中心となり、県内の企業、大学、産業支援機関および行政が足なみを

そろえ、最先端技術開発や産学官共同研究を推進します。 

（2,000）

 
 
 元気企業創出産学官パートナーシップ推進事業（産業労働部）  チャレンジふくい  ★ 2,700

 県が年間２００社以上の企業を訪問し、共同研究の提案を行うとともに、講演会、発表

会を実施することにより、産学官共同研究企業数の倍増を目指します。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

(2,700)

 

 

 ふくい産学官共同研究推進総合事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 89,300

 先端的な技術開発を行う産学官共同研究に加えて、県内個々の企業や企業グループが大

学等と共同で取り組む幅広い分野での研究に対し補助を行うことで、新技術の開発を促進

します。 

重点５分野での戦略的な産学官共同研究（２件） 

実施主体 産業支援センター 

補 助 率 国１／２、県１／２（補助限度額 ９００万円） 

企業が中心となって行う産学官共同研究 

実施主体 県内企業を含む産学官共同研究グループ（１４件程度） 

補 助 率 １／２（補助限度額 ５００万円） 

工業技術センターと企業等との共同研究（１３件程度） 

事業内容 企業ニーズに対応した共同研究の実施 

          工業技術センターが持つ技術シーズの製品化共同研究の実施 

(89,300)

 
 
 知的財産セミナー開催事業（産業労働部） チャレンジふくい  2,000

  特許出願件数の増加を図るため、県内企業の経営者や実務者等を対象としたセミナーを

開催します。 

事業期間 １７年度～１９年度 

   開催回数 年３回（延べ３００人参加予定） 

(2,000)

 
 
 ふくい産力強化国際特許出願経費補助事業（産業労働部） チャレンジふくい  12,000

 県内企業の国際的な事業展開を支援するため、優れた技術を有する県内企業等（６件程

度）に対して、国際特許出願に要する経費の一部を助成します。 

事業期間 １７年度～１９年度 

補 助 率 １／２（補助限度額 １５０万円） 

(12,000)
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 産学官連携による「メイドインふくいソフト」開発支援事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 16,400

 産学官連携による福井発の独自のソフトの研究、開発を行うグループに対して支援を行

い、本県ＩＴ関連産業の活性化を図ります。 

事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 産学官連携による研究グループ（１０件程度） 

         新たに開発グループ（２件程度）を追加 

補 助 率 １／２（補助限度額 研究グループ３０万円、開発グループ５００万円） 

(16,400)

 

 

〈最先端技術開発を通じて地域産業を活性化〉 

 

 工業技術センター次世代ものづくり技術研究事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 93,241

 本県が有する産業活性化に有望な「炭素繊維開繊技術」「難加工金属材料加工技術」「レ

ーザ技術」をもとに、先端的ものづくり技術の研究開発を行います。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

(0)

 

 

 地域科学技術振興研究事業（産業労働部）★ 322,214

 本県で成長が期待される分野を中心に、複数の試験研究機関の連携による研究事業を実

施することにより、本県の科学技術の振興を図ります。 

   事業内容 継続研究 ２９テーマ（カーボンナノチューブの量産技術研究 など） 

        新規研究  ４テーマ（バフンウニの資源回復対策の研究 など） 

(0)

 

 

 早期事業化促進技術開発補助金（産業労働部）  チャレンジふくい  ★ 35,200

 産学官共同研究の成果や特許等を活用し、３年以内に事業化を見込むことのできる実用

化技術開発に要する経費の一部を助成し、新製品の開発および早期事業化展開を促進しま

す。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 県内企業または企業グループ（７件程度） 

   補 助 率 １／２（補助限度額 ５００万円） 

(35,200)

 
 

 先端技術事業化アドバイザー事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 2,150

  世界的な技術シーズ・ニーズ等に精通した研究者や企業等の有識者をアドバイザーとし

て委嘱し、研究開発や市場動向に関する情報交換や助言・提言を受けることにより、先端

技術の早期事業化を促進します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

(2,150)

 

 

〈付加価値の高い新商品の開発販売を支援〉 

 

 商品ブランド力育成による新市場開拓事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 8,000

  商品を効果的にＰＲするロゴやパッケージなどを、商品開発の専門家の指導によって見

直すことで、類似商品との差別化を図り、市場での競争力を高めていきます。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 商品ブランドの確立に意欲的な県内中小製造事業者（７件程度） 

   補 助 率 １／２（補助限度額 １００万円） 

(8,000)
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 新商品創出デザイン活用普及事業（産業労働部）  チャレンジふくい   ★ 11,800

  デザインを活用した付加価値の高い新商品開発に取り組む県内企業に対して、デザイナ

ーを仲介し、その経費を助成します。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

   実施主体 デザインの優れた新商品開発に意欲的な中小企業（５件程度） 

   補 助 率 １／２（補助限度額 １８０万円） 

(11,800)

 

 

 繊維産業自立化支援事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 80,160

 中小繊維製造事業者等が、これまでの下請け賃加工形態から脱却し、自ら商品企画・開

発等を行い、市場に近いところで自ら販売を行うなどの自立化に向けた取組みに対して助

成します。 

   事業期間 １６年度～１９年度 

   実施主体 県内繊維製造中小企業（１１件程度） 

新たに繊維関連団体等（４件程度）を追加 

補 助 率 １／２（補助限度額 ５００万円、繊維関連団体は１，０００万円） 

(80,160)

 
 
 ファッション新市場開拓事業（産業労働部） チャレンジふくい   県民参加  6,000

  ＹＯＳＡＫＯＩ祭の参加チームの衣装に着目し、本県繊維製品の優秀さを全国にＰＲす

るとともに、新市場開拓を推進します。 

事業期間 １７年度～１９年度 

   実施主体 ふくいファッションイベント実行委員会（県、５市、繊維団体で構成） 

事業内容 全国のＹＯＳＡＫＯＩチームから衣装のデザイン画を募集 

入賞２０作品について県内デザイナーと企業が衣装制作 

入賞２０チームをモデルとした公開審査会を開催 

(6,000)

 

 

 伝統工芸品産業企業活性化支援事業（産業労働部） チャレンジふくい   県民参加  5,000

  本県の伝統工芸品産業の活性化を図るため、企業または企業グループが実施する大都市

圏での展示会開催などの販路開拓事業や、市場ニーズ調査事業に対して支援します。 

   事業期間 １７年度～１９年度 
   実施主体 伝統工芸品を製造する中小企業または中小企業グループ（５件程度） 
   補 助 率 １／２（補助限度額 １００万円） 

(5,000)

 

 

◇やる気のある企業や創業に対する強力なバックアップ 

 

〈５０００の新規創業を達成〉 

 

 新規創業支援事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 11,236

 創業予定者に対して、産業支援センターの新事業コーディネーター等が集中的にアドバ

イスを行い、意欲ある創業予定者の事業化を支援します。 
(5,618)

 

 

 創業支援体制連携強化事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 2,833

 創業相談窓口を土日に開設するなど、創業支援強化に向けた商工会議所の新たな取組み

に対して助成を行い、新規創業を促進します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 福井県商工会議所連合会 

   補 助 率 １／２ 

(2,833)
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 地域助け合いビジネス起業化支援事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 2,254

  地域住民が中心となって介護や保育など地域の課題をビジネスとして解決しようとする

取組みを支援し、地域の活性化とサービス産業の振興を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 県、産業支援センター 

(2,254)

 

 

 わくわく商店街づくり促進事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 1,290

 個々の商店が魅力的な商品やサービスを提供する「１店１品運動」の取組みを促進し、

商店街の活性化と県内商業者の競争力強化を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 商店街振興組合等 

   補 助 率 国１／２ 県１／２ 

(645)

 
 
 商店街魅力向上支援事業（産業労働部） チャレンジふくい    県民参加  400,000

  県の無利子貸付金により、商店街の元気を取り戻すための基金を産業支援センターにお

いて造成し、市町村とも連携しながら実効性のある商店街活動を支援します。 
   助成対象事業 空き店舗対策、商店街ブランド商品開発など 
   補 助 率  １／２（商品開発、店舗改装等は１／３） 
   補助限度額  １事業当たり３００万円 

   基金積立金  １７年度 ４億円 、 １８年度 １１億円 

(0)

 

 

 先進的サービス業成功事例提供事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 2,540

  県内外の先進的なサービス業に関する成功事例や事業手法に関する情報を県内に広く提

供し、サービス業の新たな事業展開を支援します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 産業支援センター 

(1,270)

 

 

 県立図書館サービス向上事業（教育庁） 1,330

 起業を目指す人などを支援するために、県立図書館内に「産業支援コーナー」を設置し、

産業関連の図書・雑誌を中心に分野別に整理・集約するとともに、無料でビジネス情報の

検索が可能な商用データベースを新たに導入します。 

(17,266)

 

 

〈産業支援センターの充実〉 

 

 産業支援センタープロジェクトマネージャー等設置事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 23,977

 専門的見地から企業経営に助言を行い、企業の成長を支援するプロジェクトマネージャ

ー等を、産業支援センターに設置します。 
(12,589)

 

 
 産業支援機関機能強化事業（産業労働部） チャレンジふくい  17,266

 県内企業に対するサービスを一層強化するため、(財)福井県産業支援センター、(財)福

井県中小企業産業大学校および(財)福井県デザインセンターを統合し、情報ネットワーク

の整備等を行います。 

(17,266)
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〈制度融資による創業支援〉 

 
 開業特別支援資金貸付金（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 250,000

 創業予定者等に対して無担保で、第三者保証人を要せず、かつ、大規模な資金を融資し

ます。また、産業支援センターが事業計画の策定支援や経営全般にわたるフォローアップ

を行い、新規創業者の前向きな取組みを強力に支援します。 

   貸付限度額 １億円 

   資金使途 設備資金および運転資金 

   融資期間 １０年以内（据置３年以内） 

   保 証 料 全額補給 

   貸 付 枠 １５億円 

(0)

 
 
 意欲ある企業支援資金貸付金（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 250,000

 新たな分野や販路の開拓などにチャレンジする中小企業に対する支援の強化を図るた

め、創業後１年以上を経過した独自性とやる気のある中小企業者に対して、無担保で融資

します。 

   貸付限度額 ５，０００万円 

   資金使途 事業計画に基づく新規事業資金 

   融資期間 ７年以内（据置１年以内） 

   貸 付 枠 １０億円 

(0)

 

 

 産業活性化支援資金貸付金（地域助け合いビジネス支援分）（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 120,000

  地域助け合いビジネスの事業展開に必要な資金を、中小企業者以外のグループ等に融資

し、新たな雇用機会の創出、地域経済の活性化を支援します。 

貸付限度額 ３，０００万円 

   資金使途 設備資金および運転資金 

   融資期間 設備資金 １０年以内（据置１年以内） 

         運転資金  ７年以内（据置１年以内） 

保 証 料 １／２補給 

   貸 付 枠 ３億円 

(0)

 

 

〈ふくい南青山２９１の機能拡充〉 

 
 福井県ビジネス支援センター運営事業（産業労働部） チャレンジふくい  45,412

  「ふくい南青山２９１」の運営業務を、公募により民間事業者へ委託し、業務の効率化

を図ります。 
(45,412)

 
 
〈眼鏡産地１００周年〉 

 
 眼鏡産地１００周年記念事業（産業労働部） チャレンジふくい  14,000

  本県で眼鏡枠の生産が始まってから１００周年を迎えることを記念し、眼鏡産地｢福井｣

を県内外にＰＲします。 

眼鏡産地１００周年ギャラリー（歴史博物館で開催） 
  実施主体 県 
眼鏡産業１００年のあゆみ展（めがね会館で開催） 
１００周年アニバーサリーコンペ、眼鏡小売店研修･交流等 

実施主体 (社)福井県眼鏡協会 

  補 助 率 １／２（補助限度額 ７００万円） 

(14,000)
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〈県産品の売込み〉 

 

 福井発「都市圏朝市」支援事業（農林水産部） チャレンジふくい  ★ 2,450

  都市圏において県産農林水産物の販売活動を行う「ふくい朝市」を定期的に開催し、都

市部の消費者ニーズを踏まえた生産対策と継続的な販路開拓を図ることを支援します。 

   事業期間 １６年度～１７年度 

   事業内容 大阪府内の量販店等において開催（年３回） 

        生産者等の出展に対する支援 

(2,450)

 

 

 ふくいの「食」インターネット通信販売実践事業（農林水産部） チャレンジふくい   県民参加  4,650

  インターネットによる情報発信および販路開拓に意欲のある生産者等を支援するため、

インターネット物産展を開催します。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   事業内容 インターネット通信販売研修会の開催（嶺北、嶺南各３回） 

        インターネット物産展の開催（２回） 

(4,650)

 

 

 '０５食博覧会・大阪出展事業（農林水産部） チャレンジふくい  5,850

  大阪で４年ごとに開催される「’０５食博覧会・大阪」に県が出展し、本県が誇る「越前

おろしそば」を主とした県特産品の販売と併せて、｢健康長寿福井｣のＰＲを行います。 

開催期間 ４月２８日～５月８日 

   開催場所 インテックス大阪 

   事業内容 越前おろしそばの手打ち実演・調理・飲食販売 

        パネル展示等による越前おろしそばの紹介 

１１月開催予定の「日本そば博覧会」への誘客ＰＲ 

(5,850)

 

 

 「越前おろしそば」情報発信事業（農林水産部） チャレンジふくい  8,000

  「越前おろしそば」のブランドを確立するため、日本そば博覧会の開催経費等に対し助

成します。 

   実施主体 福井そばルネッサンス推進実行委員会 

   事業内容 日本そば博覧会開催（１１月５日～７日 県産業会館） 

        福井手打ちそば入門講座（「ふくい南青山２９１」で開催） 

(8,000)

 

 

 新品種「イクヒカリ」販売推進事業（農林水産部） チャレンジふくい   県民参加  11,000

  平成１６年度に品種登録された新品種「イクヒカリ」の販売促進を図るため、小売業者

に対し試食販売等の経費を助成します。 

事業期間 １７年度 

   実施主体 県、経済連 

   補 助 率 １／２   

(11,000)

 

 

 大都市圏販路開拓強化事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 9,414

  大都市圏の企業等に人脈を持つ本県出身者等をアドバイザーに委嘱し、県内中小企業の

ための受注情報収集や新たな取引先の開拓を行い、都市圏での販路の拡大を図ります。 

 実施主体 産業支援センター 

(4,842)
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 ベンチャー企業等へのチャレンジ発注推進事業（産業労働部） チャレンジふくい  352

  ベンチャー企業や経営革新を目指す県内中小企業者の開発した製品等の購入を促進する

とともに、必要なものについては県自らが購入し、受注企業の信用力を高めるなど、販路

開拓を支援します。 

(352)

 
 

◇人づくり 

 

〈ビジネススクールの開設〉 

 

 県立大学ビジネススクール開設準備事業（総務部） チャレンジふくい  ★ 5,500

  平成１８年度に県立大学にビジネススクールを開設するための準備を行います。 

事業内容 開設等準備会の開催、入学者募集・選抜、広報等 

(5,500)

 

 

 県立大学ビジネススクール（短期課程）開設事業（総務部） チャレンジふくい  ★ 2,500

  県立大学にビジネススクールを開設するための第一歩として、事例研究など実践的な方

式の短期課程（６か月）を開講します。 

   開講時期 前期・後期各１コース 

   開講場所 県立大学福井キャンパス、小浜キャンパス等 

(1,612)

 
 

〈科学学術の顕彰〉 

 

 福井県科学学術顕彰事業（総務部） 52,621

  県内篤志家からの寄付金により福井県科学学術顕彰基金を創設し、科学技術の開発や学

術研究において特に顕著な業績を挙げ、産業振興、地域活性化、住民福祉の向上に貢献し

たと認められる人を顕彰します。 

   表彰内容 毎年２人以内（賞金１００万円） 

(500)

 

 

◇新たな販路開拓 

 

〈東アジア・マーケット開拓戦略の実施〉 

 

 繊維・眼鏡産業海外マーケット開拓支援事業（産業労働部） ★ 15,000

 繊維・眼鏡関連中小企業等が行う海外展示商談会への出展等を支援し、繊維・眼鏡製品

のさらなる需要拡大と販路開拓を図ります。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

   実施主体 繊維・眼鏡関連中小企業または企業グループ（１５件程度） 

   補 助 率 １／２（補助限度額 １００万円） 

(15,000)

 

 

 繊維製品東アジア販路開拓支援事業（産業労働部） ★ 4,121

  国際的展示会であるインターテキスタイル上海への出展を支援し、福井県産繊維製品の

ＰＲと販路開拓を推進します。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

(4,121)
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 福井米東アジア市場販路開拓事業（農林水産部） チャレンジふくい  700

  東アジア市場における福井米の販路開拓を図るため、試食販売等による販売推進を支援

します。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   実施主体 県、経済連 

   補 助 率 国１／２（実施主体１／２） 

   事業内容 試食販売キャンペーンの実施、アドバイザー招聘 

        米の輸出に係る販売推進奨励金 

(100)

 

 

〈県海外事務所機能の再構築と上海事務所の充実強化〉 

 
 東アジア海外事務所機能強化事業（総務部） チャレンジふくい  ★ 4,668

  上海事務所にビジネスコーディネーターおよび経済顧問を配置し、法律や商慣習に関す

る相談対応、取引先紹介等を行い、本県企業の販路開拓等の取組みを支援します。 

(4,668)

 

 

◇先端産業の誘致 

 

〈大胆な企業誘致の展開〉 

 

 企業誘致アタック５００推進事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 2,648

  本県への企業立地をより一層促進するため、年間延べ５００社に対する企業誘致活動を

展開します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   事業内容 立地する可能性が高い企業への訪問等 

(2,648)

 

 

 企業立地促進補助金（産業労働部） ★ 2,161,186

 本県への企業立地を促進するため、土地の取得費や造成費などに対して補助を行い、本

県の産業構造の高度化と雇用機会の拡大を図ります。 

事業期間 １３年度～１７年度 

対象業種 先端技術産業、一般製造業、情報サービス業、試験研究所 

(2,161,186)

 

 

 産業団地整備事業補助金（産業労働部） 電源  ★ 133,900

  市町村が行う産業団地の造成に対して補助を行い、地域産業の活性化と雇用機会の拡大

を図ります。 

   事業期間 １６年度～１７年度 

   実施主体 三方町 

   補 助 率 ２／３以内 

(0)

 

 

 誘致企業支援補助金（産業労働部） 電源  ★ 11,034

 企業誘致をより積極的に推進するため、新たな県外からの進出企業に対し、従来からの

補助制度（企業立地促進補助金）と併せ、事業活動費等を対象とした補助を行います。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

(0)
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 立地企業関係強化事業（産業労働部） チャレンジふくい  1,000

  県と市町村が協力し、県内に既に立地している企業との意見交換の場を設け、立地企業

に対して増設や関連企業の誘致を促し、県内産業の継続的な発展・活性化を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

(1,000)
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３ 福井の豊かさを支える農林水産業 

 

 

◇農業 

 

〈農業生産法人数・認定農業者数を１．５倍に〉 

 

 新規就農サポート事業（農林水産部） チャレンジふくい  ★ 19,851

  次代を担う農業者を確保するため、優良農家での研修や奨励金の交付等により新規就農

者の育成、確保を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 県、市町村 

   補 助 率 県１／２ （市町村１／２） 

        県１／４ （市町村１／４ 就農者１／２） 

   事業内容 新規就農者農家等受入研修支援事業（県） 

        新規就農者経営支援事業（市町村） 

        ・新規就農研修奨励金 

        ・就農開始小農具等整備奨励金 

        新規就農者住宅確保支援事業（市町村） 

(19,851)

 

 

 新規就農者（園芸認定就農者）機械等リース事業（農林水産部） チャレンジふくい  27,000

  新規就農者に対して機械等のリース事業を行う(財)福井県農業公社に対し助成します。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   実施主体 県農業公社 

   補 助 率 県１／３ （市町村１／３ 県農業公社１／３ リース料収入） 

(27,000)

 

 

 ふくいアグリスクール開催事業（農林水産部） チャレンジふくい  ★ 2,580

  農業に意欲と夢を持った若者等が現在の職業に従事しながら就農のための基礎知識や技

術を習得できるようにするとともに、新たに実践研修を希望する者には専門の講師による

指導を行います。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   事業内容 入門コース 座学講義、農家視察・実習 

        実践コース 園芸振興センターを利用した実践研修、宿泊費助成 

(1,620)

 

 

 生産組織高度化支援事業（農林水産部） ★ 8,000

  機械共同利用組織や受託組織等が高度な経営体である協業組織や農業法人となるよう、 

経営分析や経営相談を行います。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   事業内容 組織形態の高度化を目指す生産組織の認定 

        組織形態の高度化に向けた支援活動の実施 

(8,000)
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〈地域における生産組織を育成し、農業経営の低コスト化の推進と品質向上に向けた支援〉 

 

 坂井北部丘陵地農業経営体育成モデル事業（農林水産部） チャレンジふくい   県民参加  68,000

  坂井北部丘陵地における園芸振興を図るため、同地で新規に企業的農業経営を目指す農

業生産法人の施設整備等に対して助成します。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   実施主体 新規参入する農業生産法人または農業者で組織する団体 

   補 助 率 企業的経営を目指すための調査・研修等のソフト事業 

県１／２ （実施主体１／２） 

        施設等の整備事業  

        県１／３ （市町１／６ 実施主体１／２） 

(68,000)

 

 

 坂井北部丘陵地農業経営体育成基盤整備支援事業（農林水産部） チャレンジふくい   県民参加  14,000

  坂井北部丘陵地に企業的農業経営を目指す農業生産法人の参入を促すため、基盤整備を

行う市町に対し助成します。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   実施主体 あわら市、三国町 

   補 助 率 １／２ 

(14,000)

 

 

 村落広域営農支援事業（農林水産部） チャレンジふくい  ★ 89,901

  集落農業を基本としつつ、集落を超えた新たな地域営農体制、更には旧村単位等の広域

的な営農体制を整備し、生産性の高い水田農業の確立を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 県、市町村、農業協同組合、営農集団等 

   補 助 率 １／２、１／３ 

   事業内容 推進事業          

        組織育成事業    

        地区条件整備事業  

(89,901)

 

 

 米政策改革円滑推進事業（農林水産部） チャレンジふくい  ★ 66,800

  大麦、大豆の高品質生産および生産配分への対応として加工用米の作付けを推進するこ

とにより、需要に応じたものづくりと安定した経営体の育成を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 農業者、営農集団 

   補 助 率 県１／２ （市町村１／２） 

   事業内容 大麦・大豆品質向上奨励事業 

        加工用米推進事業 

(66,800)

 

 

 農林水産業者等提案型共同研究事業（農林水産部） チャレンジふくい  5,000

  県の試験研究機関が農林水産業者の技術開発を支援するため、試験研究に取り組むとと

もに、農林水産関係試験場と大学・民間企業等との共同研究により、「健康長寿の福井米・

福井野菜」等健康長寿食品の開発に取り組みます。 

   事業期間 １７年度～１８年度 

   事業内容 農林水産業者の施設を活用した共同試験研究 ５試験研究機関 

        民間企業等の施設を活用した共同研究    ２課題 

(3,000)
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 農業者経営夢プラン支援事業（農林水産部） チャレンジふくい   県民参加  10,075

  家業から企業への経営発展を促進するため、農産物加工品の開発等モデルとなる新しい

取組みを行う認定農業者等に対し助成します。 

   事業期間 １７年度～２０年度（新規採択は１９年度まで） 

   補 助 率 １／２（補助限度額 ５００万円） 

(10,075)

 

 

 地域農業支援員設置事業(農林水産部) 5,300

  直売所に出荷する農家に対し、安全安心を中心とした栽培技術向上のための現地指導を

行うため、農業改良普及事業等に１０年以上従事した経験豊かな地域農業支援員を設置し

ます。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   事業内容 地域農業支援員 ５０人の設置 

指導内容 伝統野菜など特色ある農産物の栽培技術 

        安全安心な農作物生産のための農薬適正使用         

(5,300)

 

 

 新規園芸産地形成事業（農林水産部） チャレンジふくい  20,700

  高収益園芸品目による園芸農家の所得向上を図るため、既存品目の高度化や新たな「健

康長寿の福井野菜」等の創出と普及用モデル展示圃の設置を行います。 

  事業期間 １７年度～１９年度 

   事業内容 新品目の選定、試作圃の設置 

        既存品目の経営モデル圃の設置 

（高糖度ミディトマト、クリスマスイチゴ、日本一早いナシ） 

        求評・販売戦略検討 

(20,700)

 

 

 やる気のある園芸産地づくり支援事業（農林水産部） 100,000

  営農集団育成および産地再生のための施設整備を行う営農集団に対し助成します。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   補 助 率 １／２、１／３ 

(100,000)

 

 

 高収益園芸品目緊急育成事業（農林水産部） チャレンジふくい  ★ 80,400

 高収益園芸品目として高糖度ミディトマト、クリスマスイチゴに新たに日本一早いナシ

を加え、生産のために必要な設備整備に対して支援を行います。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 県、市町村、農業協同組合、営農集団 

   補 助 率 １／２ 

(80,400)

 
 
 直播による稲作経営規模拡大事業（農林水産部）★ 26,400

  省力・低コストの直播栽培を普及拡大させることにより、稲作農家の経営規模拡大を図

ります。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   実施主体 県、認定農業者、農業生産法人等 

   補 助 率 １／４ 

   事業内容 県指導推進事業 

        経営規模拡大奨励事業 

(80,400)
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 若狭牛生産施設整備事業（農林水産部） ★ 7,000

  畜舎および省力的機械等の整備に対し補助を行い、若狭牛の生産拡大を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 畜産農家等 

   補 助 率 １／２、１／３ 

(7,000)

 

 

〈熟年農業者のグループ化を促進〉〈女性農業グループの育成、女性の感性を活かした農業経営の推進〉 

 

 いきいき女性・熟年農業者活動支援事業（農林水産部） チャレンジふくい  ★ 22,800

  女性や熟年農業者のグループを育成するとともに、商品開発や簡易な施設等整備、空き

店舗を利用した販売促進活動に対し支援を行い、農業の活性化を図ります。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 県、市町村、農業協同組合、女性・熟年農業者グループ 

   補 助 率 １／２、１／３ 

(20,800)

 
 
〈福井型食生活の提案、地産地消および県産食材給食を強力に推進〉 

 
 ふくい食の安全・安心推進事業（福祉環境部） ★ 1,150

  生産者から製造、流通、消費者および行政関係者で構成する「ふくい食の安全・安心会

議」を開催し、県民が一体となって食の安全・安心を確保します。 

   事業内容 食に関係する幅広い県民の意見交換会の実施 

        食の安全・安心の普及啓発のためのフォーラムの開催 

(1,150)

 

 

 福井型食生活推進事業（農林水産部） ★ 19,250

  福井型食生活の定着に向けて、生産者、消費者、教育・保健関係者が連携して情報の提

供と意識啓発を行い、福井の地産地消運動を推進します。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 県、市町村等 

   補 助 率 国１／２（実施主体１／２） 

        県１／２（実施主体１／２） 

(9,524)

 

 

 地場産学校給食推進事業（農林水産部） ★ 9,880

  生産者の顔が見える安全で安心な食材を使った地場産学校給食を推進します。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 県、市町村、農林水産業の生産者組織・団体 

   補 助 率 １／２ 

（実施校 １６年度１２７校） 

(7,080)
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〈生産者の顔が見えるシステムの確立〉 

 

 福井県産農林水産物トレーサビリティ確立推進事業（農林水産部） ★ 42,577

  県産農林水産物の生産から流通、消費に至るまでの生産履歴情報を消費者に提供する体

制整備を推進します。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 県、市町村、農業協同組合等 

   補 助 率 １／２ 

(40,805)

 

 

 ＪＡＳ法に基づく食品表示適正化事業（農林水産部） ★ 2,750

  ＪＡＳ法に基づく食品表示制度の充実強化のため、表示ウオッチャーの設置等による県

内食料品店の調査・指導を行い、制度の普及啓発に努めます。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

(1,375)

 

 

 顔の見える福井県産農林水産物販売促進事業（農林水産部） ★ 47,455

  県産農林水産物における安全・安心の取り組みについて、積極的なＰＲを行うことによ

り販売促進を図ります。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 県、経済連、若狭牛流通促進協議会等 

   補 助 率 １／２ 

(47,455)

 

 
〈環境調和型農業の普及促進と流通体制の整備〉 

 

 環境調和型農業ふくいモデル育成事業（農林水産部） ★ 10,850

  環境調和型農業に取り組む知事認定のエコファーマーをグループ化し、研修会等を実施

するとともに、新たな生産方式の導入に必要な生産資材や病害虫の防除に対して支援を行

います。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 県、モデル集団 

   補 助 率 １／２ 

(9,450)

 
 
〈鳥獣被害対策の強化〉 

 

 鳥獣害のない里づくり推進事業（部局連携：福祉環境部・農林水産部） ★ 93,008

  県下一斉の有害鳥獣防除・駆除や電気柵の整備拡充を図り、イノシシから「里地・里山

線」を防御し、農林業被害の拡大を防止するとともに、有害鳥獣の生息密度の高い地域な

どの重点的な防除指導や専門家育成により県内の鳥獣害防止体制の強化を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 県、市町村、各市町村鳥獣害対策協議会 

   事業内容 広域一斉防除・駆除、電気柵、捕獲檻の設置 

有害鳥獣分布等の情報収集・分析 

野生鳥獣被害防除推進員、駆除隊員の養成 

(87,228)
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〈「エコ・ツーリズム」、「グリーン・ツーリズム」の推進〉 

 

 地域ぐるみ体験交流支援事業（農林水産部） ★ 3,830

  都市と農山漁村の交流拡大による地域の活性化を図るため、地域ぐるみの活動や体験交

流施設の連携等を推進します。 

   事業期間 １４年度～１８年度 

   実施主体 県、市町村 

   補 助 率 国１／２（実施主体１／２） 

(465)

 
 

 武生西部「人とメダカの元気な里づくり」推進事業（福祉環境部） チャレンジふくい  3,752

 アベサンショウウオの生息地でもあり全国的に高い評価を受けている武生市西部地域の

里地里山について、地域住民が主体となる保全活用およびエコ・ツーリズムの取組みを進

めていきます。 
 事業期間 １７年度～２０年度 

  事業内容 希少野生生物保全監視員の養成 
   地元小中学生を対象とした希少野生生物保全のための環境教育の実施 

    地元主導のエコ・ツーリズム（エコキャンプ）の企画・実施 

(3,752)

 

 

 名水を活かした地域づくり推進事業（福祉環境部） チャレンジふくい  5,000

 本県の豊かな水資源を全国へアピールするため、名水を活かした地域づくりを支援します。 
  事業期間 １７年度～２０年度 
  実施主体 市町村、地域住民、経済団体、事業者等で構成する地域グループ 

事業内容 湧水地の整備、水を活かした産業の振興、誘客の促進、情報発信 
  補 助 率 １／２（補助限度額 ５００万円） 

(5,000)

 

 
◇林業 

 
〈県産材の利用率を５０％以上に〉 

 

 「ふくいの森とつながる家づくり」推進事業（農林水産部） チャレンジふくい  7,279

  住宅分野での県産材利用率を高めるため、県産材住宅を供給するシステムの構築や住宅

部材の製品開発を推進します。 

事業期間 １７年度～１９年度 

   実施主体 県、協業体等 

   補 助 率 国１／２（実施主体１／２） 

   事業内容 システムを構築した協業体が実施する施主の募集 

県産材住宅の建築広報等に対する助成 

        県産スギ材を用いた壁材の開発 

        県産スギ材を用いた横架材天然乾燥の実証 

(904)
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 間伐促進緊急特別対策事業（農林水産部） 18,000

  間伐の実施が比較的遅れている高齢級の森林整備に対して、重点的に支援します。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   実施主体 森林所有者等 

   補 助 率 県３／１０ （市町村１／１０ 実施主体６／１０） 

(18,000)

 

 

 間伐材供給拡大事業（農林水産部） 2,641

  県産材利用率と間伐材利用率の拡大のため、未利用間伐材の搬出に必要な条件の調査を

実施します。 

   事業期間 １７年度 

   事業内容 未利用間伐材の搬出経費算出のための実証実験 

        未利用間伐材の販売可能率調査 

(2,641)

 

 

 良質住宅普及促進事業（土木部） ★ 184,000

  法律により良質であると認められた住宅で県産材を５０％以上使用する住宅を新築また

は購入する者に対して補助を行います。 

   補 助 額 一戸当たり４０万円 

（克雪住宅、二世帯住宅等の場合は４０万円上乗せ） 

(184,000)

 

 

 安心と満足の福井材ふれあい事業（農林水産部） ★ 10,735

  福井材と県外産乾燥材との価格差を補てんし、生産量を増やすことで中期的なコストダ

ウンを図り、福井材を使った木造建築を増やします。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 県、福井材生産認定業者 

   補 助 額 ７，０００円／ｍ3 

(10,560)

 

 

 木とのふれあい環境づくり推進事業（農林水産部） ★ 10,000

  福祉施設や教育施設への県産材の活用や、イベントでの県産材を用いたＰＲ製品の頒布

などを支援することにより、県産材の需要拡大を推進します。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 市町村、各種法人等 

   補 助 率 １／２ 

(10,000)
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〈意欲のある林業者を支援〉 

 

 ふくいの森ビジネス活性化事業（農林水産部） チャレンジふくい  ★ 20,700

  低コストで山から市場へ木材が流れる体制を整備するため、抜き伐りによる伐採活動を

積極的に行う森林所有者のグループ化や低コストで伐採搬出を行う事業者グループを育成

します。  

   事業期間 １６年度～１９年度 

   実施主体 県、福井県木材市場素材生産組合 

   補 助 額 作業路 １，０００円／ｍ定額 

   事業内容 施業活性化グループ育成事業   

        森づくり隊結成支援事業     

        伐採搬出用作業路開設支援事業  

(16,350)

 
 
〈マツクイムシ被害防除を推進〉 

 

 松くい虫等被害総合対策事業（農林水産部） ★ 139,634

  松くい虫等による被害の蔓延を防止するため、今回新たに保全対象から概ね２ｋｍの範

囲内の倒木危険箇所において枯損木を伐採するなど総合的な対策を実施し、森林資源の保

全を図ります。 

   事業内容 駆除事業 １６，３７６㎡ 伐倒駆除、枯損木処理 

        予防事業    ８８２ha 薬剤散布、樹幹注入 

(96,982)

 

 

◇水産業 

 

〈「漁業者の顔が見える」流通システムの確立〉 

 

 がんばる海業(うみぎょう)支援事業（農林水産部） チャレンジふくい  ★ 7,004

  地域の意欲ある漁業者の活動や組織強化を支援し、起業に向けた取組みに助成するとと

もに、次代を担う小中学生に体験漁業を通じて漁業への理解を深めさせ、意欲と能力のあ

る担い手を育成します。 

   事業期間 １５年度～１９年度 

   実施主体 福井県漁業協同組合連合会、福井県漁業就業者確保育成センター 

   補 助 率 国１／２ 県１／２ 

        県１／２（実施主体１／２） 

(5,752)

 

 

 産地ふくい水産流通機能強化事業（農林水産部） ★ 2,381

  県産水産物（養殖魚）のトレーサビリティシステムの導入のための検討会や研修会を開

催するとともに、また、学校給食への県産水産物の導入に向けた取組みを推進します。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

   実施主体 県、福井県漁業協同組合連合会 

   補 助 率 国１／２、１／３（実施主体１／２、２／３） 

(142)
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〈「越前がに」などのブランドを育成、水産物の高付加価値化〉 

 

 栽培漁業自立支援事業（農林水産部） チャレンジふくい   県民参加  6,283

  漁業者が自立した栽培漁業を推進するため、地域ごとの魚種の選択やコスト削減策の検

討に対し支援するとともに、種苗放流事業に対し助成します。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   実施主体 漁業協同組合等 

   補 助 率 県１／３ （市町村１／３ 実施主体１／３） 

(6,283)

 

 

 環境配慮型漁場保全事業（農林水産部） 8,693

  良好な漁場環境を確保するため、沿岸漁場の環境保全や環境に配慮した魚礁整備に対し

助成します。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   実施主体 漁業協同組合等 

   補 助 率 １／３ 

(8,693)

 

 

 ふくい生まれのアユ増産事業（農林水産部） ★ 10,000

  栽培漁業センター等の既存施設を活用した県産アユの増産体制を確立し、福井生まれ、

福井育ちの「ふくいアユ」の地域ブランドを確立することにより、内水面漁業の振興を図

ります。 

   事業期間 １６年度～２０年度 

(10,000)

 

 

 安全でおいしい若狭ふぐ高品質化事業（農林水産部） ★ 6,700

  「若狭ふぐ」のブランドとしての地位を確立し市場価格を高めるため、現在の市場が求

めている「安全でおいしい」トラフグの養殖技術を開発し、高品質化を図ります。 

   事業期間 １６年度～１９年度 

   実施主体 県、福井県かん水養魚協会 

   補 助 率 国１／２ 県１／４（実施主体１／４） 

(3,283)
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Ⅱ 元 気 な 社 会 

 

 

４ 女性の元気が福井の元気 

 

 

◇女性の持つ優れた感性を県政に反映 

 

 福井女性会議開催事業(総務部) ★   1,664

  県内の女性を広く募り、県政の様々な課題について意見や提言を求め、女性の持つ優れ

た感性や発想を県政に反映させます。 

   対 象 者 県内在住の２０歳以上の女性 ５０名程度（一般公募） 

(1,664)

 

 

 男女共同参画海外調査派遣事業（県民生活部） ★ 3,787

 自主企画により男女共同参画に関する海外調査を行うグループに助成するとともに、諸

外国有識者を含めたシンポジウムを開催し、本県における男女共同参画社会の形成を強力

に進めます。 

事業期間 １６年度～１８年度 

実施主体 男女共同参画海外調査派遣事業実行委員会 

事業内容 海外調査に要する経費の助成（補助率１／２ 上限６０万円×２ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

グローバル政策対話福井会議の開催（内閣府と共催） 

(3,787)

 

 

◇女性の起業や経営革新を支援 

 

 女性企業家支援事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 2,000

  女性が創業や経営革新に取り組みやすい環境を整備するため、女性企業家のための相談

窓口を設置するとともに、女性の異業種交流会を開催します。 

   実施主体 産業支援センター 

(1,000)

 

 

◇子育てと自己実現のための活動が両立できる環境づくり 

 

〈活き活きとした子育て環境づくり〉 

 

 子育てマイスター地域活動推進事業（福祉環境部） 県民参加   電源  2,531

  子育てに関わりのある有資格者（保育士、教師、保健師等）を子育てマイスターとして

認定、登録するとともに、子育て中の親が地域で気軽に集える場を提供します。 

   実施主体 県、市町村 

   事業内容 子育てマイスターによるラジオ番組での育児アドバイスの実施 

        児童館や公民館等で乳幼児と保護者が集える場を提供し、子育てマイス 

ターを活用する市町村の事業に対する助成 等 

   補 助 率 １／２ 

(1,487)

予 算 額 
（単位：千円）
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 子育てメール相談推進事業（福祉環境部） 1,670

 県の携帯電話用ホームページからメールで子育て相談が行えるようにし、子育て中の親

がいつでも気軽に相談できる環境を整備します。 

(1,670)

 

 

 ♯ ８０００子ども医療電話相談事業（福祉環境部） 県民参加  14,524

 病児を抱えた保護者の不安を解消するため、毎日、夜間（１９時から２４時まで）に全

国統一の小児医療電話相談用短縮番号「♯(シャープ)８０００」で気軽に小児科医に相談

できる体制を整備します。 

(7,264)

 

 

〈子育てを支援する労働環境の整備〉 

 

 子育て支援職場づくり推進事業（産業労働部） チャレンジふくい   県民参加  9,100

 労働者が育児休業等を取得しやすく、働きながら子育てしやすい環境を整備するため、

育児休業制度やフレックスタイム制の導入を図る企業等に対し、子育て支援奨励金を支給

するとともに普及啓発に努めます。 

(9,100)

 

 

 企業の父親子育て奨励事業（部局連携：福祉環境部・産業労働部） チャレンジふくい  7,438

  子育て中の男性社員を支援する取組みを行っている企業を表彰し、父親が子育てに参画

しやすい環境づくりを推進します。 

   表彰企業への特典 中小企業育成資金(一般)特別枠の創設（保証料を全額補給）等 

(7,438)

 

 

 
中小企業育成資金貸付金（企業の父親子育て奨励分） チャレンジふくい  

★（部局連携：福祉環境部・産業労働部） 
40,000

  中小企業育成資金(一般)に保証料を全額補給する特別枠を創設し、子育て中の男性社員

を支援する取組みで表彰を受けた企業を支援します。 

貸付限度額 ８，０００万円 

   資金使途 設備資金および運転資金 

   融資期間 設備資金 ７年以内（据置１年以内） 

         運転資金 ５年以内（据置６か月以内） 

保 証 料 全額補給 

   貸 付 枠 ４億円 

(0)

 

 

 
勤労者ライフプラン資金貸付金（育児・介護休業生活資金貸付金） チャレンジふくい  

（産業労働部）  
50,000

 育児・介護休業期間中の生活資金を低利で融資し、育児・介護休業の利用促進を図ります。 

   貸付限度額 １００万円 

   資金使途 育児・介護休業期間中の生活資金 

   融資期間 ５年以内（据置休業期間中かつ１年６か月以内） 

  貸 付 枠 ７，５００万円 

(0)
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〈子どもへの虐待を防ぐ環境づくり〉 

 

 地域ぐるみ児童虐待防止体制整備事業（福祉環境部） 県民参加  4,790

  児童虐待防止の関係機関による連絡会議を設けるとともに、地域協力員の養成 

（１，８００人）等により、近年増加傾向にある児童虐待の防止および早期発見・早期 

対応に取り組みます。 

(2,456)

 

 

 ２４時間・３６５日児童相談事業（福祉環境部） 県民参加  7,934

  総合福祉相談所に、夜間、休日も児童相談を受け付ける専任職員を配置し、２４時間 

３６５日相談に対応できる体制を整備します。 
(5,046)

 

 

 育児不安解消サポート事業（福祉環境部） 2,124

 子育てに関する強い不安や悩みを持つ親を対象に、精神科医等専門家によるグループワ

ークを実施し、虐待を未然に防止します。 

(2,124)

 

 

〈幼稚園・保育園での預かり保育やきめこまかな子育てサービスを充実〉 

 

 私立幼稚園低年齢児受入サポート事業（総務部） 県民参加  12,000

  私立幼稚園が実施する低年齢児に配慮した施設・設備の整備に対し補助し、低年齢児の

受入れ環境の充実を図ります。 

   実施主体 低年齢児を受け入れる私立幼稚園の設置者 

   補助対象 軟クッション床材への張替え、トイレ改修等施設・設備の整備 

  補 助 率 １／３ （補助限度額 ４０万円） 

(12,000)

 

 

 特定保育事業（福祉環境部） ★ 4,661

 保育所に入所していない児童の保護者が、パートタイム労働などで一時的に養育困難と

なった場合、月単位で必要な日時に児童の保育が受けられるようにします。 

実施主体 市町村（保育所に委託） 

補 助 率 国１／２ 県１／４（市町村１／４） 

(1,554)

 

 

 すみずみ子育てサポート事業（福祉環境部） チャレンジふくい   電源  ★ 5,385

  病気、冠婚葬祭などで一時的に子育てに対する支援が必要となった場合、保育サービス、

家事代行サービス、保育所等への送迎などＮＰＯ等が行うきめこまかな子育てサービスに

対する経費の助成を拡充して実施します。 

                現行制度          拡充内容 

   実施主体   市町村 市町村社会福祉協議会   保育士、保健師等の個人が市 

ＮＰＯ等に委託    → 町村社会福祉協議会に登録し

て実施する場合を追加 

   補助対象時間 利用時間１日当たり４時間まで → ８時間までに延長 

   補助対象額  利用料金３５０円／時間    → 利用料金に加え、 

（補助率１／２）        保険料(年額)４００円／人 

                 （補助率１０／１０）を補助 

(0)
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〈児童館・児童センター等の整備を促進、放課後児童クラブを育成・充実〉 

 

 こども家族館（仮称）整備事業（福祉環境部） 電源  ★ 132,311

  嶺南地域に「こども家族館（仮称）」を整備します。 

   事業期間 １７年度～２０年度 

   整備場所 大飯町成海 

   事業内容 １７年度 基本設計、実施設計 

(40,440)

 

 

 保育所施設整備費補助金（福祉環境部） ★ 42,821

  公立および私立の保育所の改築に要する経費に助成し、入所児童の福祉向上を図ります。 

   実施主体   市町村、社会福祉法人等 

対象保育所数 ３施設 

   補 助 率   国１／２ 県１／４（設置者１／４） 

(23,944)

 

 

 放課後児童クラブ育成事業（福祉環境部） チャレンジふくい  ★ 119,489

  昼間保護者のいない家庭の小学校低学年児童に遊び場等を提供するため、地域で運営さ

れる児童クラブに対し助成を行い、児童の健全育成を図ります。 

   実施主体 市町村 

補 助 率 標準児童クラブ 国１／３ 県１／３（市町村１／３） 

     ミニ児童クラブ 県１／２（市町村１／２） 

(66,219)

 

 

〈「まちなかキッズルーム」（休憩室・授乳室）を100か所設置〉 

 

 まちなかキッズルーム設置促進事業（福祉環境部） ★ 35,000

  乳幼児連れの利用者が見込まれる施設において、授乳施設やおむつの交換設備等の整備

を促進し、家族がいつでも気軽に外出できる環境をつくります。 

   実施主体 県、市町村 

   整備箇所数 県施設 １０か所 市町村・民間施設 １５か所 

   補 助 率 市町村有施設 県１／２（市町村１／２） 

         民間施設   県１／２（市町村１／４ 事業者１／４） 

(35,000)

 

 

〈「病児デイケア」を全市に設置〉 

 

 病児デイケア促進事業（福祉環境部） チャレンジふくい   電源  ★ 8,621

  病気治療中で集団保育が困難な児童を病院等で一時的に預かるサービスの実施に必要な

経費に助成し、病児デイケアの充実を図ります。 

   実施主体 市町村（病院等に委託） 

   補 助 率 県１／２ （市町村１／２） 

(0)

 

 

 病児デイケア施設整備事業（福祉環境部）★ 8,910

  病児デイケア施設の整備費に対し助成し、その設置を促進します。 

   実施主体  病院等 

      対象施設数 ３か所 

   補 助 率  国１／３ 県１／３（設置者１／３） 

(4,455)
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〈小児救急・周産期医療ネットワークの整備〉 

 

 小児救急医療支援事業（福祉環境部） ★ 4,727

  小児医療について、病院の輪番制による夜間救急医療体制を確立し、急な入院加療が必

要な子どもに対して的確な治療が行える体制を整備します。 

   実施主体 市町村 

   補 助 率 国１／３ 県１／３（市町村１／３） 

(2,408)

 

 

 周産期医療体制運営事業（福祉環境部） ★ 162,044

 危険性の高い妊娠や出産における安全性を確保するために、高度専門的な医療を提供し

ます。 

   事業内容 総合周産期母子医療センターの運営 

        周産期医療協議会の開催 

        周産期医療情報ネットワークの運営 

(147,207)

 

 

〈子育て家庭等の経済負担を軽減〉 

 

 不妊治療費助成事業（福祉環境部） ★ 10,113

 不妊治療を受けたい夫婦の経済的負担を軽減するため、治療費の一部を助成します。 

   助成対象 体外受精および顕微授精に要する検査費および治療費 

   助 成 額 治療費の一部（年額１０万円限度） 

   助成期間 ４年間（国の制度 ２年間 本県独自制度として２年延長） 

(5,057)

 

 

〈若者の結婚対策の充実〉 

 

 若者出会い交流応援事業（福祉環境部） 4,652

  自然な形で男女の出会い・交流ができる場を提供する市町村の事業を支援するとともに、

結婚相談事業を充実させ、結婚を希望する若者を応援します。 

   実施主体 県、市町村 

   補 助 率 １／２ 

(4,652)

 

 

〈配偶者からの暴力を容認しない社会づくり〉 

 

 
配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画（仮称）策定事業 

（県民生活部） 
1,000

 「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画（仮称）」を策定し、暴力防

止および被害者保護等に関する基本的な方針ならびに施策の方向性を明確にすることによ

り、配偶者からの暴力を容認しない社会の実現を目指します。 

(1,000)
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５ 未来を託す人づくり 

 

 

◇未来を託す人づくり 

 

〈高校生の学力全国１０位以内の実現〉 

 

 

 

 

 

 教員指導力向上事業（教育庁） ★ 1,118

 大手予備校講師を招き、教員を対象に実践的な研修会を開催し、高校教員の教科指導力

の向上を図ります。 

   事業内容  教科指導法、入試問題の分析方法等の研修 

(1,118)

 

 

 高校生学力向上推進支援事業（教育庁） ★ 15,000

  学習合宿の実施や、大学のオープンキャンパスへの参加など各高校独自の企画による学

力向上のための取組みに対し、重点校と努力校を指定して支援します。 

   対 象 校  普通科、総合学科設置校１８校 

(15,000)

 

 

 高校生学力診断テスト実施事業（教育庁） ★ 1,600

 生徒一人ひとりの基礎学力に応じた学習指導を行うための基礎学力診断テストや、大学

入試センター試験会場でのプレテストを実施します。    

(1,600)

 

 

〈３０人学級編成の導入〉 

 

 元気福井っ子笑顔プラン事業（教育庁） ★ 617,178

  小学校３～５年においては、ティーム・ティーチングや少人数での指導を強化するとと

もに、小学校６年から中学校３年においては、少人数学級編制の段階的な導入を進め、き

め細かな教育体制の充実を目指します。 

   配置教員数 ８７人 

(617,178)

 高等学校学力向上教員配置事業（教育庁） ★ 140,000

 県立高等学校に教科指導および進路指導の中核となる指導的教員を配置し、教科指導力

の向上、生徒個々に応じた進路指導の充実および学習時間の確保等を図ります。 

   配置教員数 ２０人 

(140,000)

 中高一貫教育推進教員配置事業（教育庁） ★ 56,752

  中高６年間の計画的・継続的な教育課程の編成や指導方法の工夫、中高の交流活動の研

究などを行うために教員を配置し、本県にふさわしい中高一貫教育を推進します。 
   対 象 校  金津高校、丹生高校、美方高校、武生高校池田分校 
   配置教員数 ８人 

(56,752)
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 低学年学校生活サポート推進事業（教育庁） 県民参加  211,062

  小学校１、２年において、児童の学校生活を支援するため、非常勤講師を配置するほか、

ボランティアの導入を引き続き推進して、きめ細かな教育体制の充実を図ります。 

   配 置 数 非常勤講師１００人 

(211,062)

 

 

〈きめこまかな教育体制の充実〉 

 

 学級特別サポート事業（教育庁） 27,738

 

注意欠陥・多動性障害などにより特別な支援を必要とする児童・生徒に対して、ティーム

ティーチング等による指導を行います。 

  配 置 数 非常勤講師20人  

 

 

(27,738)

 私立高等学校魅力アップ推進事業（総務部） チャレンジふくい  ★ 300,000

  私立高等学校の特色ある教育の推進や開かれた学校づくりに係る事項に着目し、取組み

に応じて加算補助することにより、各校の魅力アップを推進します。 

   特色教育推進加算 

  多様な学科等の設置、部活動・ボランティア活動の充実等に着目して加算 

   開かれた学校づくり推進加算 

     教育内容、財務状況などの情報公開等に着目して加算 

(300,000)

 

 

 県立学校リフレッシュ事業（教育庁） 電源  ★ 1,748,622

  電源立地交付金も活用することにより、県立学校の改築・リフレッシュ工事等の一層の

促進を図り、県立学校の快適な学習環境を整備します。 
   事業内容 ４校の施設整備、実習用設備整備 等 

(390,646)

 

 

 県立高等学校冷房設備設置促進事業（教育庁） ★ 36,225

  県立高校において、ＰＴＡ等による教室への冷房設備の設置と併せ、必要となる諸施設

を整備し、生徒の学習意欲の向上を図ります。 

   対 象 校 福井商業、武生商業、若狭東高    

(225)

 

 

 県立大学法人化準備事業（総務部） 11,300

 平成１９年４月までに県立大学の法人化を行うため、監査法人の助言等を得ながら新た

な会計制度構築等の準備に着手します。 
(11,300)

 

 

 県立大学生物資源学部における教育水準向上事業（総務部） 914

  県立大学生物資源学部の教育プログラムについて、平成２０年度にＪＡＢＥＥ（日本技

術者教育認定機構）の認定審査を受けるため、カリキュラムの充実等を行います。 
(914)
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 県民参加による県立大学地域貢献研究推進事業（総務部） ★ 30,581

  県の行政施策や地域社会のニーズを反映した特色ある研究に対して、県民等で構成する

委員会の意見を踏まえ奨励研究費を交付し、その成果を地域社会に還元します。新規枠の 

概ね１／２について「健康長寿」を研究テーマとします。 

   交 付 額 １件１００万円以内 

(30,581)

 

 

 県立大学授業改善活動（ファカルティ・ディベロップメント）実施事業（総務部） ★ 2,695

  大学間競争が激化する中、県立大学において質の高い教育を提供するため、学生、教員

の参加による授業の改善を行います。 

   事業内容 学外講師による研修会の開催、学生による授業評価等 

(2,695)

 

 
 ボランティア体験「ユースチャレンジャー隊」事業（県民生活部） ★ 7,000

 青少年がボランティア活動を通して、心のよりどころと達成感を得られるよう、ボラン

ティアリーダーを中心に各地域で清掃活動などの社会貢献活動を展開し、健全な青少年の

育成を図ります。 

事業内容 地域ボランティアリーダーの選定 

青少年ボランティアの募集およびボランティア活動の実施 

（県内７地区で実施） 

(7,000)

 
 
 青少年非行防止・マナーアップ推進事業（県民生活部） ★ 3,155

 少年非行を抑止するために、県下一斉の街頭補導活動、公共交通機関でのマナー指導お

よび県内主要ショッピングセンター等での非行防止キャンペーンを実施します。 

実施主体 県 

協力機関 青少年愛護センター、学校、警察 

公共交通機関、青少年育成福井県民会議、青少年育成市町村民会議 等 

(3,155)

 

 

〈英語などの会話力養成〉 

 

 英会話力向上事業（教育庁） ★ 2,185

 小・中・高等学校における英会話力向上のための取組みを推進し、児童・生徒の英会話

能力を育成します。 

  事業期間 １５年度～１８年度 

   対 象 校 小・中・高等学校 ２３校 

(285)

 

 

〈「福井型コミュニティ・スクール」を全市町村に創設〉 

 

 「福井型コミュニティ・スクール」推進事業（教育庁） ★ 4,145

  家庭・地域との連携による新しいタイプの学校づくりのため、モデル校を指定して、本

県にふさわしい「福井型コミュニティ・スクール」のあり方を研究し、県下に普及します。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   対 象 校 小・中学校  １４校 

(4,145)
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〈食育の推進〉 

 

 
元気いきいき福井をつくる食育推進事業 

（部局連携：福祉環境部・農林水産部・教育庁） チャレンジふくい   県民参加  
42,564

  「健康長寿」の基本であるふくいの食文化や食習慣について、家庭・地域・学校が連携

して、食や農の体験を重視した食育を推進することにより、豊かな心と健康な身体の育成

を図ります。 

   事業内容 食育ボランティアの養成 

食育活動マニュアルの作成  

        栄養教諭の配置 

県産農産物を活用した学校給食での食育推進 等 

(24,655)
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６ 活き活きやさしい福井づくり 

 

 

◇元気百歳プロジェクト 

 

〈がん検診の徹底〉 

 

 元気長生きがん予防推進事業（福祉環境部） ★ 12,131

 がん検診の有効性を普及啓発するとともに、乳がん検診のための機器を整備し、がん検

診の受診率向上を図ります。 

(4,547)

 

 

〈「健康寿命」の引き上げ〉 

 

 高齢者の体力づくり研修・普及事業（福祉環境部） ★ 1,455

  高齢者が個人に応じた健康づくり活動を実践できるように、老人クラブ連合会が行うリ

ーダー養成研修等を支援します。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 (財)福井県老人クラブ連合会 

   補 助 率 国１／２ 県１／２ 

(728)

 

 

 日本まんなか共和国健康いきいき交流フェア開催事業（福祉環境部） 2,671

  より多くの高齢者にスポーツに親しむ機会を提供するため、滋賀県、岐阜県、三重県と

ともに健康交流スポーツフェスティバルを開催します。 

   開催期日 １０月２８日、２９日 

   開催場所 滋賀県 

(2,671)

 

 

 セルフケアの健口（けんこう）づくり事業（福祉環境部） ★ 6,048

   県民の歯の健康づくりを推進するため、子どもから高齢者まで各ライフステージに応じ

た歯と口の健康づくりに取り組みます。 

   事業内容 事業所および市町村に出向いての歯科健診指導 

        歯科医療従事者研修会の開催 等 

(0)

 

 

 へき地の医師確保対策事業（福祉環境部） 県民参加  12,483

  地域医療に意欲のある医師を公募し、県立病院等において２年間の総合医養成研修を行

った後、県内のへき地診療所に派遣します。 

(11,281)

 

 

 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）普及事業（福祉環境部） 県民参加  25,860

 県民の心室細動等による突然死を減少させるため、県立学校や多数の県民が利用する県

有施設にＡＥＤを整備するとともに、ＡＥＤの取扱い講習会等を行います。 

   整備箇所 県立学校 ４６か所 

スポーツ・文化施設等 １９か所 

(1,116)
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 公立小浜病院救命救急・健診機能整備支援事業（福祉環境部） 電源  228,000

  公立小浜病院の再整備に対し、救命救急センターおよび健診部門の整備に要する経費に

対し助成します。 

   補助期間 １７年度～２１年度 

(185,000)

 

 

〈県立病院の再整備〉 

 

 県立病院建設事業（第二期建設工事）（福祉環境部） 1,766,983

 こころの医療センター病棟（精神病棟）の建設を行います。 

   事業期間  １６年度～１８年度 

   建設事業費 約７１億円 

   構  造  鉄筋コンクリート造 地上４階 地下１階  

   延床面積  １５,９６７㎡ 

(0)

 

 

 県立病院建設事業（立体駐車場ＰＦＩ事業）（福祉環境部） 16,634

  県立病院立体駐車場について、ＰＦＩ方式により整備するため、実施方針の策定・公表、

ＰＦＩ事業の選定等必要な手続きを行います。 

   事業内容 アドバイザーの委託（委託期間１７年度～１８年度） 

        ＰＦＩ事業審査委員会の設置 

   ※ＰＦＩ 公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力および技術的能力を

活用して行う新しい手法 

(8,317)

 

 

 県立病院関連施設再整備事業（福祉環境部・教育庁） 2,609,403

  県立病院の再整備に伴い、小児療育センター、看護専門学校、福井東養護学校および 

特殊教育センターを一体的に再整備します。 

   事業期間  １６年度～１８年度 

  建設事業費 約７６億円 

   構  造  鉄骨鉄筋コンクリート造 地上５階 地下２階 

   延床面積  １９，７４９㎡ 

事業内容  建設工事、テレビ受信障害対策工事 

(598,211)

 

 

 

◇一人ひとりの命が輝く福祉 

 

〈障害者が安心でき、夢を持てる社会づくり〉 

 

 授産施設経営ノウハウ向上事業（福祉環境部） 県民参加   電源  4,074

  平成１７年４月に設立予定の福井県セルプ振興センター（仮称）への支援や授産施設へ

のアドバイザーの派遣等により、授産施設で働く障害者の経済的自立を支援します。 

   事業内容 マーケティング研修会の開催 

商品開発アドバイザー等の派遣 等 

(0)
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 地域療育拠点設置事業（福祉環境部） 県民参加   電源  13,500

  小児療育センターから遠距離の奥越、丹南、嶺南地域において、身近な医療機関で療育

が受けられるよう、小児療育体制を整備します。 

   事業内容 拠点病院での小児療育の実施 

       小児療育センターの医師、理学療法士等の定期巡回による拠点病院への 

支援 

(2,258)

 

 

 

 

 

 

 障害者自立活動促進事業（福祉環境部） ★ 1,650

  障害者の自立を促進するため、障害者自らが企画した自立活動計画の実現に資する自立

支援施設や企業等での実践活動を支援します。 

助成対象 実践活動のため、県外の施設、企業等を訪ねる旅費 

   補 助 率 ２／３（補助限度額 １０万円） 

(1,650)

 

 

 

 若越ひかりの村・清水養護学校冷暖房設備整備事業（福祉環境部） 電源  110,000

  福井県心身障害者コロニー若越ひかりの村および清水養護学校の冷暖房設備を再整備し

ます。 

(0)

 

 障害児夏休み等生活支援事業（福祉環境部） 電源  ★ 3,178

  夏休み等長期休暇中に障害児の日中介護を行う民間団体等に助成し、障害児および保護

者が安心して生活できるよう、支援体制を充実します。 

   実施主体 市町村（民間のサービス提供団体等に委託） 

   補 助 率 県１／２（市町村１／２）  

(0)

 障害者地域生活推進特別モデル事業（福祉環境部） ★ 11,250

  心身等に障害のある方が施設から地域生活へ円滑に移行できるよう、市町村が実施する

生活支援体制向上のためのモデル事業を支援します。 

   実施主体 市町村 

   補 助 率 国１／２ 県１／４（市町村１／４） 

   事業内容 地域生活推進員、ケアマネージャーの配置等 

(3,750)

 知的障害者グループホーム支援事業（福祉環境部） 電源  ★ 24,375

 知的障害者グループホームが行う安全対策設備等の整備に対し助成し、グループホーム

の設置を促進します。 

   実施主体 障害者グループホームを運営する社会福祉法人 

   助成対象 スプリンクラー等の安全対策設備の設置費 

        共同生活用備品の購入費 

   補 助 率 ３／４ 

(0)
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〈ＮＰＯ、ボランティアや地域ｺﾐｭﾆﾃｨと連携して、地域全体で高齢者、障害者等を支える体制を整備〉 

 

 高齢者在宅生活相談・支援事業（福祉環境部） 6,510

 在宅生活が困難な高齢者の在宅生活を継続可能とするため、相談支援体制を整備する市

町村に対し補助します。 

   実施主体 市町村（４圏域内で各１市町村をモデル市町村として指定） 

   補 助 率 国１／２ 県１／４（市町村１／４） 

(2,170)

 

 

 介護予防・リハビリ推進人材養成事業（福祉環境部） チャレンジふくい   県民参加  19,984

  介護予防に関する人材を養成し、高齢者の介護環境を整備します。 

   事業内容 介護予防マネージャー（１８０人）、介護予防サービス従事者（６００人）の養成 

        相談窓口の設置 

介護予防・リハビリ施設への指導・支援 等 

(9,992)

 

 

 いきいき支え合い地域づくり事業（福祉環境部） ★ 4,500

 市町村地域福祉計画に基づき、地域が主体となって行う高齢者、障害者および子どもた

ちを支えるための仕組みづくりを支援し、地域福祉を推進します。 

  事業期間 １６年度～１９年度 

   実施主体 市町村 

   補 助 率 県１／２（市町村１／２） 

(4,500)

 

 

 福祉ボランティア活動の場づくり支援事業（福祉環境部） ★ 6,100

 市町村が行うボランティア団体の活動の場の確保に対して助成を行い、ボランティア活

動の一層の推進を図ります。 

   実施主体 市町村 

   補 助 率 国１／３ 県１／３（市町村１／３） 

(3,050)

 

 

 福祉の地域づくり推進支援事業（福祉環境部） ★ 2,803

 住民の主体的参加による様々な地域福祉活動が一層活発に展開されるよう、ボランティ

ア団体の代表者等による実践発表交流会の開催や地域福祉活動を担うリーダーの養成研修

を行います。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

(1,402)

 

 

 地域福祉推進拠点施設整備事業補助金（福祉環境部） 電源  ★ 273,851

 地域のニーズに応じた福祉活動の拠点施設の整備に対し助成し、地域福祉の向上を図り

ます。 

   実施主体 市町村 

   対象施設 上中町福祉・保健総合拠点施設（仮称） 

   補 助 率 １／２  

(0)
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 精神科救急医療システム整備事業（福祉環境部） ★ 23,481

  緊急な医療を必要とする精神障害者等に対し、昼夜一貫した医療が適切に提供できるよ

う、輪番制による２４時間受け入れ体制を整備します。 

   実施時間  毎日 １７：００～翌日９：００ 休日昼間 ９：００～１７：００ 

   指定病院数 嶺北地区－県立病院ほか６病院 

 嶺南地区－公立小浜病院ほか３病院 

(11,741)

 

 

 こころのケア推進事業（福祉環境部） ★ 3,900

  様々なストレスが原因となって、精神障害や「ひきこもり」が年々増加していることか

ら、県精神保健福祉センターにおいて早期発見・早期治療を目的とした指導事業を行い、

県民の心の健康づくりを促進します。 

   指導内容 ストレスチェック、ストレスセミナー、ひきこもりグループ療法 等 

(3,900)

 

 

〈障害者が健常者とともに暮らすまちづくり〉 

 

 第５０回記念日本身体障害者福祉大会ふくい大会開催支援事業（福祉環境部） 9,600

  第５０回記念日本身体障害者福祉大会ふくい大会の開催費の一部を助成するとともに障

害者のための設備を整備します。 

   開催期間 ５月２５日～２７日 

   会  場 県民健康センター、サンドーム福井 ほか 

整備内容 オストメイト(人工肛門・人工膀胱保有者)対応トイレを整備 

(9,600)

 

 

 民間施設バリアフリー整備事業（福祉環境部） ★ 25,000

  不特定多数の人が利用する民間施設（商業施設、交通施設、宿泊施設）のバリアフリー

整備に対して支援を行い、福祉のまちづくりを進めます。 

   実施主体 民間事業者 

補 助 率 県１／２ 市町村１／４（設置者１／４） 

   整備内容 段差解消、玄関の自動ドア化、障害者用駐車場、 

        障害者トイレ、点字ブロック、バリアフリー客室 

(25,000)
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 ユニバーサル・デザインのまちづくり推進事業（福祉環境部） －

 各部局で行う人にやさしいまちづくりに関する施策が、より効果を発揮するよう、相互

に調整することにより、障害者、高齢者、幼児を含むすべての県民にとって、安全で暮ら

しやすいユニバーサル・デザイン（万人向け設計）のまちづくりを推進します。 
 

<関連した事業による主な取組み> 
 歩行者の視点に立った施策 

・人にやさしい歩行空間形成事業（土木部） 
・安心で明るい子どもの道整備事業（土木部） 
・あんしん歩行エリア整備事業（土木部・警察本部） 
・横断歩道ユニバーサル・デザイン化事業（警察本部） 

 雪対策に関する施策 
・歩道除雪モデル事業（土木部） 

 子どもの安全・安心のための施策 
・まちなかキッズルーム設置促進事業（福祉環境部） 
・子ども安心３万人作戦（県民生活部・教育庁・警察本部） 
・ふくいマイタウン・パトロール隊育成・支援事業（県民生活部・警察本部） 
・地域ぐるみ児童虐待防止体制整備事業（福祉環境部） 

 公共交通機関に関する施策 
・生活バス路線確保対策事業（県民生活部） 
・新世紀ふくい生活交通活性化支援事業（県民生活部） 

 建築物に関する施策 
・民間施設バリアフリー整備事業（福祉環境部） 
・障害者や高齢者にやさしいまちづくり推進事業（福祉環境部） 
・バリアフリーのこころ育成事業（福祉環境部） 

(－)

 

 

 横断歩道ユニバーサル・デザイン化事業（警察本部） ★ 1,162

  視覚障害者が安全に交差点を横断できるように、横断歩道に誘導点字ブロックを設置し

ます。 
   設置場所 福井駅周辺の主要交差点（２交差点） 

(1,162)

 

 

 障害者等のユニバーサル・デザイン推進事業（福祉環境部） ★ 1,450

 障害者等が利用しやすいよう配慮された施設で特に優れた公益的施設や、バリアフリー

を積極的に進めている団体等を表彰し、広く紹介することにより、障害者等のためのユニ

バーサル・デザインの普及を促進します。 

   事業内容 優良施設・団体等の表彰 

        優良事例集の作成、配布 

(725)

 

 

〈｢待機者ゼロ県」を実現〉 

 

 老人福祉施設整備事業補助金（福祉環境部） ★ 762,022

  介護保険の円滑な運営と地域の老人福祉の向上を図るため、各種老人福祉施設の整備に

助成します。 

   実施主体 社会福祉法人等 

   対象施設 特別養護老人ホーム等 ４か所  

補 助 率 国２／３ 県１／３ 

(276,747)

35



 

 

 

 

〈福祉サービスの質の向上〉 

 

 福祉サービス第三者評価推進事業（福祉環境部） 3,527

 福祉サービス事業者に対する第三者評価制度の平成１８年度からの導入に向け、評価機

関の認証要件、評価基準等の策定、評価機関の認証等を行います。 
(1,764)

 

 

 介護サービスの情報開示の標準化モデル事業（福祉環境部） 2,058

 介護サービスの情報開示制度の平成１８年度からの導入に向け、調査員の養成およびモ

デル調査を行い、情報を開示する仕組みを整備します。 
(1,029)
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Ⅲ 元 気 な 県 土 

 

 

７ 原子力は県民の立場に立って 

 

 

◇原子力は県民の立場に立って 

 

〈原子力関連技術を活用した地域産業の振興〉 

 

 エネルギー研究開発拠点化推進体制整備事業（総務部） チャレンジふくい   県民参加  4,429

  本県を、原子力を中心としたエネルギーの総合的な研究開発拠点地域とするため、産学

官が連携した取組みを推進します。 

   事業内容 「エネルギー研究開発拠点化推進会議（仮称）」の設置 

        若狭湾エネルギー研究センターにエネルギー研究開発拠点化推進組織 

を設置するための支援（施設改修） 

 

 <参考>平成１７年度文部科学省予算（エネルギー研究開発拠点化計画関連） 

    ・原子力関連業務従事者研修補助 

    ・「ふげん」を中心とした廃止措置研究開発等   計 １９億１千万円 

(0)

 

 

 

 

８ 福井は列島のまん中-より近くより便利に- 

 

 

◇福井は列島のまん中 

 

〈北陸新幹線の早期全線建設に向けた整備促進〉 

 

 北陸新幹線建設事業（県民生活部） ★ 338,615

 ３０数年に及ぶ県内一丸となった運動が実を結び、１６年末の政府・与党申合せにより

北陸新幹線の福井駅部の認可と新幹線本体予算による着工が決定されたことを受けて、 

１７年度から福井駅部の建設工事に着工します。 

  事業期間 １７年度～２０年度 

  事業内容 福井駅部整備 

  事 業 費 １０億円（１７年度） 

負担割合 国２／３ 県１／３（うち１割は福井市負担の予定） 

(68,048)

 

 

 北陸新幹線建設促進事業（県民生活部） ★ 28,433

 1日も早い福井での開業と敦賀までの整備促進に向けて、国および関係機関へのさらな

る働きかけおよび県民総ぐるみでの運動を盛り上げるための広報活動を行います。 

(68,048)

 

予 算 額 
（単位：千円）
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〈舞鶴若狭自動車道の敦賀からの着工と早期全線開通、中部縦貫自動車道の整備促進〉 

 

 舞鶴若狭自動車道整備推進事業（土木部） ★ 301,000

  舞鶴若狭自動車道（小浜西～敦賀間）の早期全線整備に向けて、用地交渉、測量等を行

います。 

   事業主体 県（日本道路公団から受託） 

(0)

 

 

 中部縦貫自動車道整備推進事業（土木部） ★ 9,740

  中部縦貫自動車道永平寺大野道路の早期完成に向けて、用地交渉等を行います。 

   事業主体 県（国土交通省から受託） 

(0)

 

 

〈交通ネットワークとして不可欠な地域の道路網の整備〉 

 

 越前加賀海岸道路（仮称）調査事業（土木部） 10,000

  小松空港から東尋坊へのアクセスを改善する観光道路の整備の可能性について調査し

ます。 

(10,000)

 

 

〈地域公共交通機関の活性化と鉄道、バス等の地域交通網の確保〉 

 

 新世紀ふくい生活交通活性化支援事業（県民生活部） ★ 35,000

  「新世紀ふくい生活交通ビジョン」に基づき、市町村や広域生活交通活性化協議会が実

施する公共交通機関の利便性を高めるための施設整備や地域ごとの課題に応じた調査・実

験、利用促進のための取組みを支援します。 

   実施主体 市町村、広域生活交通活性化協議会 

   補 助 率 １／２ 

(35,000)

 
 
 福井都市圏総合都市交通体系調査事業（土木部） ★ 90,000

  嶺北地域で交通実態調査を行い、都市圏交通の課題を分析し、都市交通体系整備の方向

性を策定します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   事業内容 交通実態調査、データ整備 

(30,000)
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〈福井鉄道、えちぜん鉄道の活性化〉 

 

 福井鉄道低床化補助事業（県民生活部） 県民参加  75,504

  低床車両への更新に対し、国、沿線３市とともに支援を行うことにより、福井鉄道の安

全性、利便性の向上を図ります。 

   事業期間 １７年度～１８年度 

   補 助 率 ＬＲＶ（超低床式路面電車）、ホーム切り下げ 

(国１／４) 県１４／３６ (市７／３６ 事業者１／６) 

 小型車両 

          (国１／３) 県１０／２７ (市５／２７ 事業者１／９) 

   事業内容 小型軽量車両の導入 

１７年度 ＬＲＶ２両・小型車両８両 

１８年度 小型車両１０両 

         低床化に伴う１７駅のホームの切り下げ 

(75,504)

 

 

 福井鉄道・えちぜん鉄道相互乗り入れ支援事業（県民生活部） 8,085

  交通結節機能の強化を図り、利便性向上による電車の利用促進を図るため、福井鉄道と

えちぜん鉄道の相互乗り入れに向けた施設整備に助成します。 

   事業期間 １７年度～１８年度 

事業内容 田原町駅等における鉄道施設の設計 

(8,085)

 

 

 えちぜん鉄道高架化支援事業（県民生活部） 21,062

  福井駅周辺の連続立体交差事業により高架化するえちぜん鉄道に対し、県と市町村の合

意に基づき、高架化工事等にかかる事業者負担金の一部を補助します。 

   補助対象 福井駅高架施設の詳細設計、埋蔵文化財調査等に係る負担金 

   補 助 率 県２／３ （市町村１／３ 直接えちぜん鉄道へ補助） 

(21,062)

 

 

〈嶺南地域の鉄道網の充実〉 

 

 敦賀・関西新快速直通化事業（県民生活部） ★ 2,618,500

  ＪＲ北陸線および湖西線における敦賀までの直流化工事についてＪＲ西日本に助成し、

関西方面からの新快速電車の直接乗り入れを可能にします。 

事業期間 １５年度～１８年度 

(0)

 

 

 直流化ネットワークにぎわいの駅支援事業（県民生活部） 電源  49,606

  敦賀までの直流化にあわせ嶺南地域の駅のにぎわいを創出するため、市町村が行う駅お

よび駅周辺の整備に対し助成します。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   補 助 率 １／２ 

事業内容 ＪＲ小浜線若狭高浜駅の駅舎改築、駅前広場整備等 

(0)
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〈福井空港の利活用促進等〉 

 

 空港利活用推進事業（土木部） ★ 3,396

  「福井空港利活用推進計画」に基づき、チャーター便の試験運航等を行います。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   事業内容 コミューター便に向けた試験運航（片道２回） 

観光チャーター便（片道1回） 

エアポートセールス 等 

(3,396)

 
 
 空港振興委託事業（土木部） 5,455

  福井空港に関する広報啓発活動を行うとともに、遊覧飛行の活性化を図ります。 

事業内容 スカイフェスの開催 

小型機の体験飛行会 

○新遊覧飛行活性化事業（搭乗者１人当たり１，０００円を遊覧飛行事

業者に対し補助） 

(5,455)

 
 
〈敦賀港、福井港の活性化〉 

 

 県内港湾貨物集荷推進事業（産業労働部） チャレンジふくい   県民参加  13,756

  敦賀港および福井港を利用して輸出入を行う企業に対して、貨物量に応じて助成するこ

とにより、両港の活性化を図ります。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   補 助 率 １／２（補助限度額 ３０万円） 

(8,156)
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Ⅳ 元 気 な 県 政 

 

 

９ 新しい福井県政府の樹立 

 

 

◇フレンドシップ 

 

〈市町村合併の自主的取組みを支援し、地域コミュニティの文化や機能を強化〉 

 

 市町村合併支援事業（総務部） ★ 811,700

  合併を行う市町村に対し、財政支援を行います。 

市町村合併準備支援事業補助金 

法定合併協議会が行う合併協議会経費に対し補助 

補 助 率 １０／１０ （補助限度額 年５００万円） 

   市町村合併電算システム等整備事業補助金 

     合併協議会構成市町村が行う電算システム等の整備事業に対し補助 

補 助 率 ２／３   （補助限度額 ２，０００万円） 

   市町村合併特別交付金 

     合併後の市町村建設計画に基づくまちづくり事業に対し支援 

      交 付 額 ５億円＋（関係市町村数－２）×１億円 

(811,700)

 

 

〈災害ボランティア活動の推進〉  

 

 災害ボランティア全国フォーラム開催事業（県民生活部） 1,665

  福井豪雨での災害ボランティアの活動成果を全国に発信し、今後の活動に役立てるため

全国フォーラムを開催します。 

   テ ー マ 「福井豪雨災害から１年を経て（仮題）」 

(1,665)

 

 

 災害ボランティア講師派遣事業（県民生活部） 県民参加  434

  災害ボランティア活動の知識や経験が豊富な人を「災害ボランティア講師」に委嘱し、

青少年団体、公民館、学校、企業等が行う研修会に講師として派遣することにより、災害

ボランティア活動に対する県民の理解を深めます。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   派遣回数 年３０回程度 

(0)

 

 

 災害ボランティア活動マニュアル作成事業（県民生活部） 県民参加  1,370

  地震や水害などに対応できる災害ボランティア活動マニュアルを作成し、県内および全

国で活用してもらうことにより、円滑な災害ボランティア活動を推進します。 

   事業内容 新潟県中越地震等のボランティア活動の状況調査 

        ボランティアセンターの設置・運営方法、ボランティアの活動内容や  

注意事項等をまとめたマニュアルの作成 

(0)

 

予 算 額 
（単位：千円）
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 災害ボランティア活動支援事業（県民生活部）  10,330

  県内外で発生した災害に伴って県民が行う災害ボランティア活動に対し、ボランティア

基金を活用し必要な活動経費を支援します。 

   事業内容 災害ボランティア活動経費の支援（ボランティアセンター設置、資機材 

        購入、移動経費等） 

        災害模擬訓練の実施 

        福井県災害ボランティアセンター連絡会の開催 

(203)

 

 

 災害ボランティア活動推進事業（県民生活部） 1,478

  今後の災害に対応するため、福井豪雨での災害ボランティア活動のノウハウを活かした

研修会を開催し、県内および全国で活躍するボランティアを養成します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   事業内容 ブロック別研修会の開催（奥越、南越地区） 

        リーダー塾の開催（全国のボランティア対象） 

(0)

 

 

◇パートナーシップ 

 

〈県民の県政参加の推進〉 

 

 住民参加型ミニ市場公募債の発行（総務部）           －

  本県で初めて県民に対して公募する県債を発行し、県と県民のパートナーシップのもと

で県政を進めます。 

対象事業  県債購入という形で、県民が「ふるさとに誇りを持てる」地域づくり 

を進めていると感じる事業 

発行予定額 １７年度 約３億円（北陸新幹線建設促進事業) 

(811,700)
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１０ 夢あるふるさとづくり 

 

 

◇ふくいブランドの創造 

 

〈ふくいブランドの発信〉 

 

 地域ブランド創造活動推進事業（総務部） チャレンジふくい  ★ 51,055

 地域のグループ等が、地域資源を組み合わせ、付加価値とストーリー性を高めながら、

ビジネスとして継続可能な取組みを行い、全国レベルで情報発信していく活動に対して、

支援していきます。 

   事業期間 １６年度～１９年度 

   事業主体 地域住民、経済団体等から構成される５グループ以内 

補 助 率 １／２（補助限度額 １，０００万円） 

(51,055)

 

 

 ふくいブランド大使活動支援事業（総務部） チャレンジふくい   県民参加  12,604

 県内外に「ふくいファン」を広げるために、大使間の交流・情報交換を進め、大使同

士が連携した自発的ＰＲ活動を支援します。 

事業内容 大使の募集・登録等 

活動報告会の開催 

        会報誌、ホームページの作成 

ふくいブランドアドバイザーの設置（東京、大阪） 

自主的ＰＲ活動への支援 

   大使の登録状況 １，１８３名（１７年1月３１日現在） 

(12,604)

 

 

 ふくいの情報発信強化事業（総務部）  チャレンジふくい  4,108

 本県の情報が首都圏・関西圏のマスコミ等を通じて全国により多く発信されるよう、情

報収集・発信体制の整備を進めます。 

   事業内容 県外事務所職員等によるマスコミ訪問を頻繁に実施 

東京事務所に情報発信専任職員を配置 

        電子メールを活用した県内関係機関からの情報収集 

マスコミ関係者を集めた交流会の開催等 

(4,108)

 

 

 第二の故郷ふくい定住促進事業－あなたの田舎に立候補します。－(総務部)  チャレンジふくい  225

 都市圏に居住する定年退職後の世代（アクティブシニア）等に、第二の故郷として本県

での定住を促すため、県のホームページでの定住関係情報を充実するとともに、市町村の

定住希望者受入れ機運を醸成します。 

   事業内容 「福井県Ｕターン情報センター」のホームページに定住関係情報を充実 

        定住を進めるための庁内横断の勉強会の開催 

        先進地の関係者等を招いた市町村担当者勉強会の開催 

(225)
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 コシヒカリのふるさと・福井全国発信事業（農林水産部） チャレンジふくい  ★ 1,000

 

 

 

 全国の水稲作付け日本一であるコシヒカリの発祥の地である福井県を、「コシヒカリの

ふるさと」として全国に発信します。 

   事業内容 コシヒカリ系統品種の栽培展示 

        田植え・刈取りの体験と食べくらべ 

        「コシヒカリのふるさと・福井」のＰＲ貢献者の表彰 

 
 

(1,000)

 農山村ふるさと活性化対策事業（農林水産部） チャレンジふくい  ★ 38,500

 

 

 

 農山村地域の豊かな自然や農林水産物などの地域資源を有効に活かすため、地域の自主

性、独創性に基づく振興施策を支援し、地域ブランドづくりを促進します。 

   事業期間 １６年度～１９年度 

   事業主体 市町村、農業者団体等 

   補 助 率 １／２ 

(38,500)

 

 

 アニバーサリー(周年)を活用した情報発信研究事業（総務部）  チャレンジふくい  －

 本県ゆかりの偉人や出来事の周年（没後、生誕等）を活用し、全国への情報発信や県民

の誇りの醸成を図るための方策を庁内で研究します。 

   事業内容 継体天皇即位１５００年（平成１９年）に向けた記念事業の企画 

        今後、岡倉天心や佐久間艇長等周年を迎える偉人や出来事に関する情報 

の収集整理、具体的な情報発信策を検討 

(－)

 

 

〈「健康長寿ふくい」の推進〉 

 

 「健康長寿な福井」イメージ発信事業（総務部） チャレンジふくい  10,560

 東京、大阪、名古屋などの三大都市圏等において「健康長寿な福井」の情報を発信し、

本県の健康長寿イメージの定着を図ります。 

   事業内容 ポスターの作成とＰＲ（電車内窓上の長期掲出など） 

(10,560)

 

 

 県立大学健康長寿研究拠点化事業（総務部） チャレンジふくい  2,050

  県立大学に「健康長寿研究推進機構（仮称）」を設置し、健康長寿に関する研究を組織

的・横断的に推進するとともに、研究成果を積極的に発信します。 

   事業内容 健康長寿シンポジウム開催、健康長寿ブック（県立大学叢書）発行 

        情報誌発行等 

(2,050)
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 健康長寿バイスクル事業（総務部）  チャレンジふくい  1,510

  安全快適なまちなか走行空間の整備と県民が自転車に親しめる環境づくりを進めると 

ともに、健康に優れた乗り物としての県民の自転車利用を促進します。 

   事業内容 ホームページ、広報による自転車利用の喚起 
        健康長寿バイスクル大会の開催 

自転車利用促進のためのフォーラム（公開トーク）開催 
 
  <関連した事業による主な取組み> 
     安全快適なまちなか走行空間の整備 

・段差や起伏、障害物のない通行しやすい歩道の整備（土木部・警察本部） 
・路側帯の拡幅、事故防止のための道路表示の改善（土木部・警察本部） 
・身近な生活道路での自転車、歩行者専用道路の検討（土木部・警察本部） 
・レール＆サイクルライド等の取組み（県民生活部） 

     自転車に親しめる環境の整備 
・大規模自転車道の利用促進（土木部） 
・河川敷・堤防など公共用地等の自転車道への活用（農林水産部・土木部） 
・サイクルイベントの開催促進（各部局） 
・子供が安全に自転車を乗り回せる機会の増大（各部局） 
・他地域（石川県、北近畿）とのサイクルツーリズム交流（総務部・各部局） 

     自転車利用の普及拡大 
・市町村、関係団体等と連携した自転車利用普及のＰＲ（総務部・各部局） 
・事業所等における自転車通勤の拡大（総務部・福祉環境部） 
・自転車反射材貼付、「自転車ヒヤリマップ」作成（県民生活部） 

(1,510)

 

 

◇ビジット“ふくい”の推進 

 

〈観光地の活性化〉 

 

 観光地・民宿集積地域活性化支援モデル事業（産業労働部） チャレンジふくい   県民参加  120,253

 観光地活性化プランを公募し、意欲的でかつ優れたプランを作成した地域団体等（２件

程度）の取組みを支援します。 

事業主体 市町村、地域の任意団体（市町村や事業者、住民等で組織する団体） 

補 助 率 ４／１０以内（補助限度額 ６，０００万円、補助期間３年間） 

(120,253)

 

 

 観光プロデューサー設置事業（産業労働部） チャレンジふくい  10,790

  民間の優秀な観光専門家を「観光プロデューサー」として(社)福井県観光連盟に配置し、

新しい観光コースの開発や観光事業者への助言等を行い、本県への観光客の誘致拡大を図

ります。 

(10,790)

 

 

 観光デジタル画像配信事業（産業労働部） チャレンジふくい  18,000

 本県の豊かな自然や景観、歴史、文化、伝統芸能などのデジタル画像を、広く一般の方に

ご利用いただくため、インターネットによる提供を開始します。 

(18,000)
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 観光土産品活性化支援事業（産業労働部） チャレンジふくい  7,885

 本県の代表的土産品を開発・改良する土産品製造業者の取組み等を支援します。 

  事業内容 土産品の開発・改良に関する研究会の開催 

       土産品の開発・改良に対する助成（５件程度） 

        （補助率 １／２、補助限度額 ５０万円） 

        菓子土産品を全国にＰＲするイベントの開催 

(7,885)

 

 

 「ビジットふくい」観光客誘致拡大事業（産業労働部） チャレンジふくい  50,000

 県が推奨する観光地への観光客誘致拡大を図るため、旅行業者に対し送客の実績に応じ

て助成します。 

平成１７年度からは助成対象とする旅行業者数を拡大し、新しい旅行商品を数多く生み

出していきます。 

   助成対象 県内で宿泊し、県内を主としたコースで、主要観光地または地域の魅力 

づくりに意欲的に取り組む観光地を２か所以上含む旅行商品 

(50,000)

 

 

 ＪＲタイアップ観光客誘致事業（産業労働部） チャレンジふくい  12,500

 ＪＲ西日本とタイアップして、新たな視点を取り入れた旅行商品を企画し、県外からの

観光客の誘致を拡大します。 

(12,500)

 

 

〈くつろぎ空間の創造〉 

 

 産業活性化支援資金貸付金（国際観光基盤整備分）（産業労働部） チャレンジふくい  300,000

  旅館業を営む中小企業者に対し、外国人観光客の受け入れに必要な設備更新等の資金を

融資します。 

貸付限度額 １億５，０００万円 

   資金使途 設備資金および運転資金 

   融資期間 設備資金 １０年以内（据置１年以内） 

         運転資金  ７年以内（据置１年以内） 

保 証 料 １／２補給 

   貸 付 枠 ７億５，０００万円 

(0)

 

 

〈観光の人づくり〉 

 

 観光ボランティアガイド「語り部」育成支援事業（産業労働部） チャレンジふくい  1,799

  福井県観光ボランティアガイド連絡協議会が実施する「語り部」コンテストなど、「語

り部」の資質向上や指導者育成を図る取組みを支援します。 

(1,799)

 

 

 通訳ボランティアガイド育成事業（産業労働部） チャレンジふくい   県民参加  1,600

 外国人観光客にきめこまかな観光情報を提供するため、通訳ボランティアガイドの研修

会を開催します。 

(1,600)
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〈対象を絞ったアプローチ〉 

 

 「学びの旅」誘致事業（産業労働部） チャレンジふくい   県民参加  3,800

 全国の小中学校、高校を対象に、修学旅行、宿泊学習、合宿等の誘致活動を展開し、旅

行業者の誘致の実績に応じて、市町村とともに宿泊費の一部を助成します。 

(3,800)

 

 

 東アジア観光客誘致促進事業（産業労働部） チャレンジふくい  15,986

 東アジアからの観光客誘致を促進するため、（社）福井県観光連盟が行う中国、香港、台湾等から

の旅行商品造成等の取組みに対し、助成します。 

   事業内容 旅行業者に対する本県への誘客数に応じた助成 

        東アジアの政府観光局、旅行業者等へのＰＲ 

        福井県観光ホームページ「ふくいドットコム」の外国語ページ作成 

(15,986)

 

 

◇公共施設等の利便性向上 

 

〈公共施設の運営方法の改善〉 

 

 旅券の日曜交付実施事業（総務部）  600

  県民へのサービス向上のため、旅券の日曜交付を実施します。 

   実施窓口 福井（国際交流会館）、若狭（若狭歴史民俗資料館） 

(600)

 

 

〈県公共施設間にフレンドリーバスを巡回〉 

 

 フレンドリーバス運行事業（教育庁） ★ 14,616

  福井駅と県立図書館、生活学習館、福井市美術館を結ぶフレンドリーバスを運行し、 
児童・生徒等のために施設の利便性向上を図ります。 
   事業内容 図書館等の開館時間に合わせ、３０分間隔で無料運行 

(14,616)

 

 

〈交通の利便性の向上など、公共施設等を利用しやすくするためのソフト施策を充実〉 

 

 フレンドリーアート推進事業（教育庁） ★ 3,970

  嶺南地域から県立美術館や県立音楽堂での大規模な展覧会等に無料バスを運行すると

ともに、移動企画展を開催します。 

   事業内容 移動美術館を年３回開催 

        恐竜博物館の移動企画展開催 

(3,970)
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◇環境保全 

 

〈社会全体で環境を保全する政策を推進〉 

 

 ツキノワグマ広域調査事業（福祉環境部） 14,116

 最先端技術を活用しながら近県と連携してクマの行動、生息状況等に関する情報の収

集・解析を行い、出没予測に基づく的確な対策を講じることにより、クマによる人身被害

を防止します。 

  事業期間 １７年度～１９年度 

  事業内容 ＧＰＳ（衛星を活用した位置測定システム）を用いたクマの行動調査、 

ドングリ類調査、生息数調査、専門職員の養成等 

(14,116)

 
 
 ふくい環境力向上プロジェクト推進事業（福祉環境部） ★ 3,627

 子供たちが主役となって地域の環境をテーマに環境学習や環境保全実践活動に取り組

むことにより、さまざまな主体の協働による継続的な環境活動を促進します。 

  事業期間 １６年度～１８年度 

  実施主体 環境保全団体、小中学校、こどもエコクラブ、子ども会等 

事業内容 公募による環境学習モデル事業の実施 

       ブロック懇談会・モデル事業推進会議、各団体の活動交流会の開催 

(3,627)

 
 
 地球温暖化防止実践活動促進事業（地域活動支援事業）（福祉環境部） ★ 3,500

 家庭用省エネナビの普及など家庭から二酸化炭素排出量を効果的に削減するための地

域ぐるみの取組みに助成し、地球温暖化防止に努めます。 

事業期間 １５年度～１７年度 

実施主体 市町村 

補 助 率 １／２（補助限度額 ５０万円） 

(3,500)

 
 

 環境マネジメントシステム構築支援事業（福祉環境部） ★ 2,500

 産業活動から生ずる二酸化炭素の排出量を減らすため、企業等における環境マネジメン

トシステムの構築等を支援します。 

事業期間 １５年度～１７年度 

事業内容 モデル事業所における環境自主行動計画の策定 

      ＩＳＯ１４００１の認証を取得するための基礎講座の開催 

(2,500)

 
 
 廃棄物処理施設整備事業（福祉環境部） ★ 144,845

 市町村等が行う廃棄物処理施設の整備に対して助成します。 

   実施主体 市町村、一部事務組合 

   補 助 率 国１／４、県１／２０ 

   対象施設 ごみ焼却施設   大野・勝山 

        リサイクルプラザ 大野・勝山、南越 

        埋立処分地施設  大野・勝山 

(144,845)
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 敦賀市民間最終処分場抜本対策事業（福祉環境部） 499,330

  処分場に係る抜本対策案の絞り込みに必要な詳細調査を行い、対策案の決定と基本設計

を行います。 

(399,956)

 

 

 「プラ容器リサイクル３割達成」事業（福祉環境部） ★ 9,425

 プラスチック容器包装のリサイクル率３割達成を目指し、市町村における資源ごみ回収

拠点の整備を支援します。 
  事業期間 １６年度～１８年度 

  事業内容 市町村が実施する資源ごみ回収拠点整備への助成 

  補 助 率 ３／１０ 

(9,425)

 
 

〈豊かな水環境の保全〉 

 

 「ふくいのおいしい水」認定・発信事業（福祉環境部） チャレンジふくい  2,358

 本県の水資源のブランド化を図るため、県内各地の名水を調査し、直接飲用可能な名水

を「ふくいのおいしい水」として認定するとともに県内外へ情報発信します。 

  事業内容 県内各地の名水の水質検査 

        認定検討会の開催、認定基準の作成、「ふくいのおいしい水」の認定 

(2,358)

 

 

 美しい三方五湖再生事業（部局連携：総務部・福祉環境部） チャレンジふくい  31,504

 三方五湖の水質浄化の研究を行うとともに、地域住民主体の環境保全活動や誘客の促進

を図ることにより、観光資源としての美しい三方五湖の再生を図ります。 

  事業内容 バイオ技術による水質浄化および湖沼の底質改善剤の研究 

       三方五湖環境保全委員会の開催、活動プランの作成 

       エコツーリズムの推進等による誘客の促進 

(1,184)

 

 

 地域をつなぐ河川環境づくり推進事業（土木部） ★ 17,600

 河川愛護団体等による河川の草刈活動に対して補助を行います。 

  事業期間 １６年度～１８年度 

  補 助 率 県１／３ （市町村１／３、団体１／３） 

(17,600)

 

 

〈太陽光発電量を５倍に〉 

 

 太陽光発電等住宅設備設置促進事業（土木部） ★ 282,000

 太陽光発電設備等の住宅への設置に対して補助を行い、環境に配慮した住宅の普及を図

ります。 

  対象設備 太陽光発電設備、屋根融雪・雨水再利用設備 等 

  実施主体 市町村 

補 助 率 太陽光発電設備 県１／６（市町村１／１８） 

       その他     県１／９（市町村１／９） 

       （補助対象限度額 １８０万円） 

(282,000)
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〈低公害車の導入台数を１０倍に〉 

 

 低公害車導入促進事業（福祉環境部） ★ 18,378

 通常車より価格が高い低公害車（ハイブリッド車、電気自動車、天然ガス車）の購入に

対する助成を行い、環境にやさしい低公害車の普及を図ります。 

事業期間 １５年度～１８年度 

補 助 率 市町村の補助額(原則として通常車両との価格差の１/４)の１/２以内 

（ただし価格差の１/８を上限） 

(18,378)

 

 

◇まちづくり 

 

〈県都の活性化の推進〉 

 

 ＪＲ福井駅観光情報発信事業（産業労働部） チャレンジふくい  1,366

 平成１７年４月に開業するＪＲ福井駅のコンコース内プラズマテレビを活用して、画像

や文字情報等で本県の観光地やイベントの情報を提供します。 

(1,366)

 

 

 チャレンジショップ形成支援モデル事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 9,300

 福井市中心市街地の空き店舗を活用したチャレンジショップ、コミュニティ施設の開設

を支援し、新規開業や中心市街地の活性化を図ります。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 まちづくり福井（株） 

   補 助 率 チャレンジショップ 県１／２ 

       コミュニティ施設  国１／３、県１／３ 

(6,618)

 

 

〈歴史、文化の香りただようまちづくりの推進〉 

 

 福井の伝統的民家普及促進事業（土木部） チャレンジふくい   県民参加  23,521

 伝統的民家の普及促進の基本理念等を定めた条例の制定を検討するとともに、新築およ

び改修に対し補助を行います。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

補 助 率 新築 １／３（補助限度額８０万円／戸） 

改修 １／４以内かつ市町村補助額の１／２以内（補助限度額１５０

万円／戸） 

(23,521)

 

 

 一乗谷朝倉氏遺跡整備・活用推進事業（教育庁） チャレンジふくい  ★ 64,100

  特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡について、復原整備を促進するとともに、本県の観光振興と

イメージアップに活用します。 

   事業内容 遺跡の発掘調査、復原整備 

        遺跡案内人の充実等による誘客活動の実施 

(29,130)
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〈美しい街並み景観の創出〉 

 

 あたたかい街路照明モデル事業（土木部） 県民参加   電源  18,200

  電力移出県という本県の特性を活かし、暖かみのある街路景観および夜間空間を創出す

るため、オレンジ色の道路照明灯を設置することとし、まず、平成１７年度は福井市中心

部において整備します。 

   設置箇所 中央大通り、東大通り、九十九橋、御本丸大手町線 

(0)

 

 

 福井の景観づくり推進事業（土木部） チャレンジふくい   県民参加  2,873

  美しい県土を形成する広域的な景観を保全、創出するため、「景観づくり検討会（仮称）」

を開催し、景観計画を策定する市町村を支援します。 

(2,873)

 

 

〈総合公園の整備〉 

 

 丹南地域総合公園（仮称）整備事業（土木部） 60,000

 丹南地域において総合公園を整備します。 

  事業期間 １７年度～２６年度 

  整備場所 武生市氷坂町ほか 

  事業内容 １７年度 実施測量、丈量測量 

(3,000)

 

 

◇ 安全・安心 

 

〈安全・安心な県民生活の実現〉 

 

 福井県国民保護計画推進事業（県民生活部） 5,241

  国民保護計画を審議する国民保護協議会を開催するとともに、武力攻撃事態に際し的確

かつ迅速な国民の保護のための措置が実施できるよう、国と共同で図上訓練を実施しま

す。 

(2,462)

 

 

 山間集落安全対策緊急支援事業（農林水産部） 県民参加  12,000

  集落近隣の過密林の間伐等を進め、山間集落を山地災害から守ります。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   補 助 率 県３／１０ 市町村３／１０（森林所有者４／１０） 

   事業内容 間伐、整理伐、地表掻き起こし 

(12,000)

 

 

 木造住宅耐震診断促進事業（土木部）  県民参加  7,700

 木造住宅の耐震性向上を図るため、木造住宅耐震診断士を養成するとともに、耐震診

断に対して補助を行います。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   補助対象 自己が所有する昭和５６年５月以前に建設された木造住宅 

   補 助 率 （国４．５／１０）県３／１０（市町村１．５／１０、本人１／１０）

（補助対象限度額３万円／件） 

(7,700)
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 小・中学校耐震化促進事業（教育庁） 56,700

     耐震化の緊急度が高い小・中学校施設の耐震化率を今後５年間で１００％にするため

に、他県に先駆けて、県単独で市町村による耐震診断と耐震工事に対して助成します。 

  事業内容 耐震診断への補助 

         事業期間  １７年度～１９年度 

         補 助 率  （国１／２）県１／４（市町村１／４） 

               補助対象限度額  １７０万円／棟 

       耐震工事への補助 

         事業期間  １７年度～２１年度 

         補 助 率   財政力指数０．５未満の市町村 

                （国６／１２）県１／１２（市町村５／１２） 

               財政力指数０．５以上１．０未満の市町村 

                （国８／１６）県１／１６（市町村７／１６） 

               補助対象限度額  ２，４００万円／棟 

(56,700)

 

 

 ため池緊急防災対策促進事業（農林水産部） ★ 11,500

  ため池の安全性等の調査を実施し、関係者への情報提供を行うことにより、防災体制の

強化を図ります。 

   事業期間 １６年度～１７年度 

   事業内容 ため池の現地調査 

        ため池台帳の調製と情報の電子データ化 

        関係者への情報提供と啓発活動 

(5,750)

 

 

 ため池防災情報提供事業（農林水産部） 県民参加  4,300

  ため池の災害危険度判定システムを導入し、豪雨や地震に関する防災情報を迅速に地域

へ提供します。 

   事業期間 １７年度～１８年度 

(4,300)

 

 

〈交通安全スロー・シグナル・シャイン（３Ｓ）運動〉 

 ※スロー：安全速度の徹底 シグナル：信号の遵守と合図の励行 シャイン：反射シールで自分の存在をアピール 

 

 交通安全スピードダウン運動事業（部局連携：県民生活部・警察本部）【スロー】 5,250

  スピードの出し過ぎによる重大事故を防止するため、「スピードダウン宣言」に賛同し

てもらえる県民を募り、全県的なスピードダウン運動を展開します。 

   事業内容 スピードダウン宣言ステッカーの配布、車への貼付（１０万台） 

(5,250)

 

 

 
「ストップ・ザ・交差点事故」重点支援事業（部局連携：県民生活部・警察本部） 

                                 【シグナル】 
3,829

  各市町村の交通指導員が、事故の多い交差点で朝夕の出勤時間帯に交通安全街頭活動を

実施します。 

(3,829)
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 「見せる」反射材普及活動事業（県民生活部）           【シャイン】 4,227

  夜間の交通事故を防ぐため、量販店等多くの人が集まる場所においてバッグや靴、自転

車等に反射シールを貼り付ける活動を行います。 

(4,227)

 

 

〈子どもの安全〉 

 

 安心で明るい子どもの道整備事業（土木部） ★ 300,000

 安心で明るい通学路を確保するため、歩道の新設、段差解消や交差点等における照明灯、

歩行者用照明灯の整備を行います。 

   事業内容 歩道新設    １９箇所 

        歩道段差解消等 １９箇所 

        歩行者照明灯  ３９箇所 

(15,000)

 
 
 子ども安心３万人作戦（部局連携：県民生活部・教育庁・警察本部） 県民参加  34,500

  登下校時の子どもの安全を確保するため、「１１０番の家」やＰＴＡ等３万人が連携し、

通学路の要所に立ったり、巡回活動を行う等の見守り活動を全県で展開します。 

   事業内容 全小学校区単位での子どもを見守る活動の実施 

        緊急時の子どもの保護、通報体制の強化（ガソリンスタンド等と協力） 

        小学校新入生に対する防犯ブザーの配布 

(34,500)

 
 
〈治安の回復〉 

 
 「身近な知能犯罪」抑止事業（警察本部） 県民参加  ★ 2,979

  「出前講座」の充実、戸別訪問による「一声作戦」等を展開するとともに、被疑者割り

出しのための資機材の整備を行います。 

   事業内容 注意喚起用の電話貼付シールの配付 

地域警察官等によるチラシの配付 

        デジタル式防犯ビデオ検索装置の整備 

(2,979)

 
 
 犯罪に強いまちづくり推進事業（警察本部） 県民参加  2,758

  防犯設備士協会の加盟者を「防犯ドクター」として委嘱し、防犯モデル地域において警

察と協働で住宅等の防犯設備診断を行います。 

(2,758)

 
 
 臨時交番相談員配置事業（警察本部） ★ 37,620

 臨時交番相談員を交番に配置することにより、空き交番対策を強化するとともに、警察

官の街頭パトロール活動の充実を図ります。 

   配 置 数 ３８人 

   職務内容 各種相談・届出を受けた場合の警察官への連絡 等 

(37,620)

 
 
 来日外国人犯罪・広域組織犯罪対策事業（警察本部） ★ 4,746

 国際捜査官等を育成するとともに、犯罪者に対処するための資機材を整備します。 

   事業内容 語学研修（北京語） 

        耐刃防護衣の整備 

(3,983)
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ふくいマイタウン・パトロール隊育成・支援事業（部局連携：県民生活部・警察本部） 

 県民参加  
14,826

  ふくいマイタウン・パトロール隊への加入および新規結成を促進するため、地域住民に

自主防犯活動を実践体験してもらうとともに、活動に必要な物品を購入します。 

(14,826)

 
 
〈防災体制の充実〉 

 

 山村等防災情報強化対策事業（農林水産部） 22,500

  山地災害対策事業を効率的に実施するため、山地災害危険地区の見直しを行い、県民に

情報を提供します。 

   事業計画 １７年度  山地災害地区の基準の策定および点検・見直し 

        １８年度～ 土砂災害防止支援システム掲載による県民への情報提供 

(22,500)

 

 

 洪水に強い排水機場整備事業（農林水産部） 39,370

  県営造成排水機場の洪水による被害を解消し、公共施設や農地等の被害を防止するた

め、洪水防災機能診断と防災対策工事を行います。 

   事業期間 １７年度～２１年度 

(30,370)

 

 

 土砂災害防止支援システム整備事業（土木部） ★ 60,000

 市町村や住民に対し土砂災害警戒情報等を迅速に提供するため、土砂災害防止支援シス

テムを構築し、県民の生命の安全を確保します。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

(3,000)

 

 

〈除雪体制の抜本的な改善〉 

 
 歩道除雪モデル事業（土木部） ★ 43,000

 冬期間において小学生等の歩行者の安全を確保するため、小学校周辺をモデル地区とし

て県管理道路の歩道の除雪を行います。 

 除雪範囲 小学校を中心に半径５００ｍ内 

(43,000)

 
 
 雪寒道路整備事業（土木部） ★ 616,000

 主要な県管理道路において消雪パイプを整備します。 

   路 線 名 主要地方道福井丸岡線 他 

(124,736)

 
◇文化 

 

〈文化･スポーツ・生涯学習の振興〉 

 
 ふくい漢字学習推進事業（教育庁） 県民参加  7,450

 本県出身の文化勲章受章者である白川静博士の業績の紹介等を通じて、本県の漢字学習

の普及および推進を図ります。 

  事業内容 県立図書館内に「白川文字学の室（へや）」を設置 

       白川博士による講話を含む漢字学習講座の開催 

       親子漢字講座の開催   

(7,450)
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 県民スポーツ祭（仮称）開催事業（教育庁） 13,500

 県民の誰もが気軽に参加できるスポーツ大会として、これまでの「県民体育大会」およ

び「県スポーツ・レクリエーション祭」を統合し、県民スポーツ祭（仮称）を開催します。 

(13,500)

 

 

恐竜博物館企画展開催事業（教育庁） 70,000

 開館５周年を記念して、日本初公開となる始祖鳥の実物標本や世界的に注目されている

羽毛恐竜など「恐竜と鳥」をテーマとした企画展を開催します。 
企画展名 「大空にはばたいた恐竜たち展」（仮称） 

  開催期間 ７月１５日～１１月３日 

(0) 

 

 

 第２０回国民文化祭・ふくい２００５開催事業（教育庁） 1,218,000

  「第２０回国民文化祭・ふくい２００５」を開催し、広く県民の文化活動への参加気運

を高めるとともに、新たな地域文化の創造と振興を図ります。 

   開催期間 １０月２２日～１１月３日 

   開催会場 県内全市町村 

   参加者数 約３万３千人 

      観 客 数 約８０万人 

(1,218,000)

      

 

◇ＩＴ 

 

 ｕ－ふくい推進指針（仮称）策定事業（総務部） 517

  県ＩＴ推進アクションプラン（終期平成１７年度）以後の県全体の情報化の方向性を定

めるため、生活や行政サービスにおける利活用に重点を移した「ｕ－ふくい推進指針（仮

称）」を策定します。 

 ※「u」はユビキタスの頭文字。「あらゆる所で」を意味する。 

(517)

 

 

 福井県ホームページ「インターふくい」機能強化事業（総務部） チャレンジふくい  18,103

  県の各種イベント等の情報を効率的かつ迅速に発信できるよう福井県ホームページの

機能を強化するとともに、利用しやすい内容に改善します。 

   事業内容 報道発表資料の提供システム、イベント登録システムの導入 

        外国語ホームページの充実、キッズページの作成 

        視覚障害者の閲覧を容易にするための機能強化 

(18,103)

 

 

 ブロードバンド整備支援モデル事業（総務部） チャレンジふくい   県民参加  15,000

  現在ブロードバンド（高速大容量通信）が利用できない地域において、電気通信事業者

が行うＡＤＳＬ整備に補助する市町村を支援します。 

   補助対象 交換局に設置するＡＤＳＬ設備、設置するための施設整備費 

   補 助 率 市町村が補助する額の１／２ （補助限度額 ５００万円） 

※「ＡＤＳＬ」：電話回線を使って高速のインターネット環境を提供する技術・サービス 

(15,000)
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 電子申請システム構築事業（総務部） チャレンジふくい   県民参加   20,000

  県民が申請・届出等の手続きを２４時間いつでもインターネットにより行うことができ

る電子申請システムを市町村と共同で整備します。 

   事業計画 １７年度 システム設計 

        １８年度 システム構築 

        １９年度 運用開始 

(20,000)

 

 

 地方税電子化推進事業（総務部） 104,470

  地方税の電子申告システムを導入するためのシステム機器整備等を行います。 

   運用開始時期 １８年１月 

   対象税目   法人県民税、法人事業税 

(104,470)

 

 

 ＯＳＳシステム運営事業（総務部・警察本部） 7,158

  自動車税、車庫証明等自動車保有の諸手続きを、インターネットを通じてワンストップ

で行うことができる「ＯＳＳシステム」を本県に導入するため、全国協議会に対し運営費

を負担します。 

   運用開始時期 １９年１月予定 （新車・新規登録手続） 

(7,158)

 

 

 地域ＩＴ活動支援事業（総務部） チャレンジふくい  ★ 955

  県民のＩＴ利活用能力の向上を図るため、「地域パソコンマスタ－」を対象に交流会等

を開催するとともに、「ふくいｅ-モニター」として県政に対する意見を電子メールで募集

します。 

(955)

 

 

 ふくい産業ＩＴ高付加価値化支援事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 4,516

  今後の成長が期待されるデジタル映像産業や小規模なＩＴベンチャーに対する支援を

充実するとともに、中小企業の戦略的情報化を支援する体制を強化します。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 産業支援センター 

(4,477)
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平成１７年度当初予算案 

（新世紀政策推進枠事業） 

 
 「福井元気宣言」のビジョン実現のため、１５年度から１８年度の４年間で、一般

財源で２００億円の新世紀政策推進枠事業を実施することとしています。 
このうち１７年度当初予算では、「農業の振興」や「観光誘客の促進（ビジットふ

くい）」などの課題に的確に対応するため、２５８事業、一般財源で約６５億円を予

算化します。 

この結果、１５年度および１６年度の予算を合わせると、新世紀政策推進枠事業は

３５９事業、一般財源総額で約１５０億円となります。 

(単位：百万円)

予算区分 福井元気宣言の項目 事 業 数 予 算 額 一 般 財 源 

Ⅰ 元気な産業 ９８  ３,４３５  １,６６１ 

Ⅱ 元気な社会 ７３  ５,２８１  ２,５８０ 

Ⅲ 元気な県土 １２  ３,１３４    １４６ 

Ⅳ 元気な県政 ７５  ２,８２０  ２,１１７ 

１ ７ 年 度 

当初予算 

（今  回） 

計 ２５８ １４,６７０  ６,５０４ 

     

Ⅰ 元気な産業 ９２ １１,７６９ ２,４９５ 

Ⅱ 元気な社会 ６６ ４,９３９ ２,１７８ 

Ⅲ 元気な県土 １８ ７,３０７ １,４０５ 

Ⅳ 元気な県政 ７６ ３,６１２ ２,４３９ 

１５年度 

１６年度 

予 算 分 

計 ２５２ ２７,６２７ ８,５１７ 

Ⅰ 元気な産業 １２７ １５,２０４ ４,１５６ 

Ⅱ 元気な社会  ９３ １０,２２０ ４,７５８ 

Ⅲ 元気な県土  ２４ １０,４４１ １,５５１ 

Ⅳ 元気な県政 １１５  ６,４３２ ４,５５６ 

累   計 

計 ３５９ ４２,２９７ １５,０２１ 
 
※累計の事業数は、これまでの取組分２５２事業に、１７年度当初予算の２５８事業のうち新規事業
の１０７事業を加えたものです。 

 

57



 

 

 

 
 

平成１７年度当初予算案 

（福井豪雨災害対策事業） 

 

  １６年７月に発生した福井豪雨災害について、１６年度 

 に引き続き対策を行い、災害に強い県土づくりを推進します。

(単位：億円)

項   目 
１６年度 

２月現計見込

１７年度 

当初予算 
累 計 

 １ 被害を受けた方々の生活・住宅支援 ２３ １ ２４

 ２ 産業の再生 ２５ １９ ４４

 ３ 社会基盤の早期復旧 ２３８ ４８ ２８６

 (1) 河川・道路・砂防施設等の復旧 

 (2) 農林水産施設の復旧 

 (3) その他の施設の復旧 

１９６

３８

４

３５ 

１３ 

0.2 

２３１

５１

４

 ４ 再度災害の防止 １５４ １３４ ２８８

 (1) 激甚災害対策特別緊急事業 

 (2) 災害関連公共事業 

 (3) 災害対策の緊急調査等 

３０

１２３

１

９６ 

３８ 

 

１２６

１６１

１

 ５ 救助活動等の実施・支援 ３ 0.4 ３

合    計 ４４３ ２０２ ６４５
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災害に強い県土づくり 

～ １６年７月福井豪雨災害対策 ～ 

 

 

１ 被害を受けた方々の生活支援 

 

（１）生活再建のための支援 

 

 被災者住宅再建補助金 101,200

    被災世帯に対し、住宅の改築、補修等に要する経費について補助します。 

     補助対象者 自ら居住する自己所有の住宅に被害を受けた方で、その住宅を補修 

し、または同一市町村内において住宅を新築、購入し、その住宅を 

所有する方 

     補助限度額 全壊世帯 ４００万円 

（改築、補修等３００万円、家財道具等１００万円） 

半壊世帯 ２００万円 

  （改築、補修等１５０万円、家財道具等５０万円） 

一部破損、床上浸水世帯 ５０万円（補修、家財道具等５０万円） 

     補 助 率 県１／２ (市町村１／４、本人１／４) 

     申込期限 改築       １７年度末 

補修、家財道具等 １７年６月末（１６年度末の期限を３か月延長） 

 

※ 全壊・大規模半壊世帯における解体撤去、整地等の経費については、国の被災

者生活再建支援金の支給を受けることができます。（補助限度額には、この支援

金の支給額が含まれます。） 

 

 

 被災者住宅再建資金無利子貸付事業 26,838

 被災世帯が住宅の改築、補修等をする際に利用する貸付金について、５年間無利子と

するため、利子補給をします。 

貸付対象者 自ら居住する自己所有の住宅に被害を受けた方で、その住宅を補修

し、または同一市町村内において住宅を新築、購入し、その住宅を

所有する方 

貸付限度額 全壊の場合 ２,０００万円 

      半壊の場合 １,０００万円 

      一部破損、床上浸水の場合 ３００万円 

申込期限 １７年度末 
 

予 算 額 
（単位：千円）
予 算 額 

（単位：千円）
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２ 産業の再生 

 

（１） 伝統的工芸品産地の再生支援 

 

 伝統的工芸品産地活性化緊急支援事業 20,000

 大きな被害を受けた越前漆器産地の活性化を図るため、越前漆器の需要を拡大する取組

みに対して支援を行います。 

  事業期間 １６年度～１７年度 

   実施主体 越前漆器協同組合 

   事業内容 企業に対する販売促進活動、国民文化祭等でのＰＲ 

   補 助 額 １６年度 ２億３，０００万円、１７年度 ２，０００万円 

(5,000)

 

 

３ 社会基盤の早期復旧 

 

（１）河川・道路・砂防施設等の復旧 

 

 河川等災害復旧事業（公共）  3,498,184

 

 

 

対象箇所 河川  ３２箇所 

道路  １１箇所 

砂防等 ３３箇所 

 

 

（２）農林水産施設の復旧 

 

 耕地災害復旧事業（公共）  385,090

 対象箇所 農地等 ７８７箇所 

 

 

 林道施設災害復旧事業（公共）  819,049

 対象箇所 林道  １６１箇所 

 

 

 治山施設災害復旧事業（公共）  38,181

 対象箇所 治山ダム等 ７箇所 

 

 

４ 再度災害の防止 

 

（１）激甚災害対策特別緊急事業 

 

 河川激甚災害対策特別緊急事業（公共） 5,600,000

  浸水家屋数が２，０００戸以上である等の激甚な災害が発生した河川について再度災害

を防止するため、短期間で河川の大規模な改良を行います。 

   事業期間 １６年度～２０年度 

   対象箇所 足羽川（福井市日野川合流点～板垣橋付近） 

   事業内容 築堤復旧、堤防補強、河床掘削、低水護岸、橋梁架替等 
   事業延長 ６，０００ｍ 
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 砂防激甚災害対策特別緊急事業（公共） 3,300,000

  激甚な災害が発生した地区の荒廃渓流について、再度災害を防止するため、緊急かつ集

中的に砂防設備工事を行います。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   対象箇所 ５０箇所 
   事業内容 砂防堰堤等 

 

 

 治山激甚災害対策特別緊急事業（公共） 664,650

  激甚な災害が発生した林地について、再度災害を防止するため、緊急かつ集中的に復旧

整備を行います。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   対象箇所 ２９箇所 

   事業内容 治山ダム等 
 

 

 造林事業（公共） 131,666

  被災した作業路について整備を行います。 

   事業主体 森林組合等 

   対象箇所 ５１路線４０７箇所 

   補 助 率 国３／１０ 県２／１０ (森林組合等５／１０) 
 

 

（２）災害関連公共事業 

 

 河川等災害関連事業（公共） 183,713

 災害箇所を含めた一連区間の再度災害の防止のため、災害復旧と併せて河川および砂防

の改良を行います。 

事業期間 １６年度～１８年度 

対象箇所 河川 ２箇所（三万谷川、一乗谷川） 

     砂防 １箇所（金見谷川） 

 

 

 河川等災害復旧助成事業（公共）  3,399,433

 災害箇所を含めた一連区間の再度災害の防止のため、災害復旧と併せて河川の大規模な

改良を行います。 

事業期間 １６年度～２０年度 

対象箇所 ２箇所（足羽川、鞍谷川） 

 

 

 

 災害関連地域防災がけ崩れ対策事業補助金（公共） 33,370

  激甚な災害によりがけ地に崩壊等が発生している箇所において、崩壊防止施設を設置す

る経費に対し補助します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

実施主体 市町村 

対象箇所 ７箇所 

補 助 率 国１／２ 県１／５ (市町村３／１０) 
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 災害関連農地整備等事業（公共）  13,390

 被災した集落において、農地保有合理化法人等による効率的な営農体制の確立を図るた

め、農地等の災害復旧と併せて行う区画整理に対し補助します。 

   事業期間 １６年度～１７年度 

   事業主体 市町村 

   対象箇所 ２箇所 

 

   補 助 率 農  地 国１／２ 県１／１０ (市町村４／１０) 

        施設等 国１／２ (市町村１／２) 

 
 
 山地危険箇所緊急対策事業（県単） 30,000

 山腹崩壊等が発生した危険箇所において、緊急的に対策工事を行います。 

事業主体 県、市町村 

対象箇所 ２７箇所 

補 助 率 県１／２ (市町村１／２) 
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平成１７年度当初予算案 

（職 員 提 案 型 予 算 外 事 業） 

 

 県では、平成１６年度から、政策推進マネジメントシステムに基づき、

職員の日頃の仕事の業務改善を「ＢＰＲ運動（ビジネス・プロセス・リエ

ンジニアリング）」と位置づけ、全庁で様々な活動を行っています。 

今回の予算編成では、こうした活動をさらに発展させ、既存の事業や施

設の有効活用、将来の事業展開に向けた施策の企画立案など職員の創意工

夫を凝らした特別な予算措置を伴わない事業を積極的に推進していくこ

ととしました。 
 

 

 

 
県立図書館サービス向上事業（教育庁）  

( 再 掲 ) Ｐ６ 

1,330

 

 

 
ユニバーサル・デザインのまちづくり推進事業（福祉環境部） 

( 再 掲 ) Ｐ３５ 

－

  (－)

 

 
第二の故郷ふくい定住促進事業－あなたの田舎に立候補します。－(総務部)  チャレンジふくい  

( 再 掲 ) Ｐ４３ 

225

  (225)

 

 
アニバーサリー(周年)を活用した情報発信研究事業（総務部） チャレンジふくい  

( 再 掲 ) Ｐ４４ 

－

  (－)

 

 
健康長寿バイスクル事業（総務部）  チャレンジふくい  

( 再 掲 ) Ｐ４５ 

1,510

  (1,510)

 

予 算 額 
（単位：千円）
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       「福井県経済社会活性化プラン」の対応状況

区分 　　　　　主　　な　　事　　業 総事業費（千円） 予算額（千円）

8,129,483 5,355,169
(4,531,086) (2,374,577)

　みらい技術の創造

○ 産学官連携の推進 188,000 108,000
(188,000) (108,000)

福井県産力強化事業 2,000 2,000
元気企業創出産学官パートナーシップ推進事業 2,700 2,700
ふくい産学官共同研究推進総合事業 160,300 89,300
新 知的財産セミナー開催事業 2,000 2,000
新 ふくい産力強化国際特許出願経費補助事業 21,000 12,000

○ めざせ「最先端技術のメッカ」 497,850 462,850
(165,591) (130,591)

工業技術センター次世代ものづくり技術研究事業 93,241 93,241
先端技術事業化アドバイザー事業 2,150 2,150
早期事業化促進技術開発補助金 70,200 35,200

○ 「エネ・ワールド」創生 215,483 215,483
(215,483) (215,483)

新　 エネルギー研究開発拠点化推進体制整備事業 4,429 4,429
若狭湾エネルギー研究センター調査研究事業 211,054 211,054

【 参考 エネルギー研究開発拠点化計画関連文部科学省予算 1,910,000】

　はばたけチャレンジ企業
○ 創業バリアフリー 日本一 2,780,106 1,329,516

(2,780,106) (1,329,516)
開業特別支援資金 1,500,000 580,145
意欲ある企業支援資金 1,000,000 583,099
新規創業支援事業 11,236 11,236
創業支援体制連携強化事業 5,667 2,833
産業支援センタープロジェクトマネージャー等設置事業 23,977 23,977
新 産業支援機関機能強化事業 17,266 17,266
商品ブランド力育成による新市場開拓事業 15,000 8,000
新商品創出デザイン活用普及事業 20,800 11,800
新 ファッション新市場開拓事業 16,000 6,000
新 伝統的工芸品産業企業活性化支援事業 10,000 5,000
拡 繊維産業自立化支援事業 160,160 80,160

○ 販売支援体制の充実 59,846 59,846
(59,846) (59,846)

新 福井県ビジネス支援センター運営事業 45,412 45,412
大都市圏販路開拓強化事業 9,414 9,414
東アジア海外事務所機能強化事業 4,668 4,668
新 ベンチャー起業等へのチャレンジ発注推進事業 352 352

平成１７年２月
福　　井　　県

　平成15年度福井県経済社会活性化戦略会議からの提言を受け取りまとめた「挑戦（ﾁｬﾚﾝｼﾞ）ふくい－福井県
経済社会活性化プラン－」の平成17年度当初予算における対応状況は以下のとおりです。

１　産 力 強 化

　【区分】　新　：新規事業　　拡　：拡充事業
　【総事業費】　補助対象事業者の負担等も含めた事業費
　　（　　）　 ： 掲載した主な事業の合計額

資料 No．４

1



区分 　　　　　主　　な　　事　　業 総事業費（千円） 予算額（千円）

　ウェルカム 元気な企業
2,327,667 2,327,667
(17,404) (17,404)

企業誘致アタック５００推進事業 2,648 2,648
立地企業関係強化事業 1,000 1,000
新 県内港湾貨物集荷推進事業 13,756 13,756

　夢のある農林水産業
○ 家業から企業へ 1,812,536 694,645

(932,728) (402,457)
米政策改革円滑推進事業 133,600 66,800
村落広域営農支援事業 239,577 89,901
新 坂井北部丘陵地農業経営体育成モデル事業 202,000 68,000
新 坂井北部丘陵地農業経営体育成基盤整備支援事業 28,000 14,000
新 農業者経営夢プラン支援事業 20,075 10,075
新規就農サポート事業 41,874 19,851
拡 ふくいアグリスクール開催事業 3,752 2,580
拡 高収益園芸品目緊急育成事業 158,400 80,400
新 福井米東アジア市場販路開拓事業 1,300 700
新 新規就農者（園芸認定就農者）機械等リース事業 81,000 27,000
新 新規園芸産地形成事業 20,700 20,700
福井発「都市圏朝市」支援事業 2,450 2,450

○ 福井楽農 151,144 99,144
(108,114) (70,014)

いきいき女性・熟年農業者活動支援事業 55,600 22,800
新 ふくいの「食」インターネット通信販売実践事業 4,650 4,650
新 元気いきいき福井をつくる食育推進事業 47,864 42,564

○ 山の力の再発見 66,487 44,731
(33,450) (27,979)

ふくいの森ビジネス活性化事業 20,700 20,700
新 「ふくいの森とつながる家づくり」推進事業 12,750 7,279

○ 海の宝さがし 30,364 13,287
(30,364) (13,287)

がんばる海業（うみぎょう）支援事業 11,504 7,004
新 栽培漁業自立支援事業 18,860 6,283

791,150 594,922
(781,988) (585,760)

○ サービス業の振興 31,686 31,686
(22,524) (22,524)

先進的サービス業成功事例提供事業 2,540 2,540
新 介護予防・リハビリ推進人材養成事業 19,984 19,984

○ 雇用効果の高いＩＴ関連産業の振興 40,000 27,000
(40,000) (27,000)

新 コールセンター産業人材育成事業 10,600 10,600
拡 産学官連携による「メイドインふくいソフト」開発支援事業 29,400 16,400

○ 地域共生ビジネスの創出 719,464 536,236
(719,464) (536,236)

地域助け合いビジネス起業化支援事業 2,254 2,254
産業活性化支援資金（地域助け合いビジネス支援分） 300,000 123,392
わくわく商店街づくり促進事業 1,290 1,290
新 商店街魅力向上支援事業 400,000 400,000
チャレンジショップ形成支援モデル事業 15,920 9,300

２　活き活きサービス業

2



区分 　　　　　主　　な　　事　　業 総事業費（千円） 予算額（千円）

487,807 485,092
(357,183) (354,468)

　みらい人財の育成
10,185 10,185
(8,000) (8,000)

県立大学ビジネススクール（短期課程）開設事業 2,500 2,500
県立大学ビジネススクール開設準備事業 5,500 5,500

　職づくり・人づくり・出会いづくり
○ 職づくり 7,800 7,800

(7,800) (7,800)
緊急地域雇用促進奨励金 7,800 7,800

○ 人づくり 442,231 442,231
(313,792) (313,792)

離転職者等能力開発推進事業（デュアルシステム分） 5,292 5,292
高校生就職支援事業 8,500 8,500
私立高等学校魅力アップ推進事業 300,000 300,000

○ 出会いづくり 27,591 24,876
(27,591) (24,876)

若者就職支援センター（ジョブカフェ）運営事業 17,126 17,126
再就職支援セミナー・早期就職面接会開催事業 5,865 3,150
新 Ｕターン情報センター等機能強化事業 4,600 4,600

1,373,229 676,761
(809,549) (317,538)

　女性力のアップ・熟年力の発揮
○ 女性力のアップ 702,739 251,271

(689,044) (242,033)
病児デイケア促進事業 17,246 8,621
拡 すみずみ子育てサポート事業 17,540 5,385
放課後児童クラブ育成事業 185,720 119,489
新 企業の父親子育て奨励事業 1,246 1,246
新 中小企業育成資金（企業の父親子育て奨励分） 406,192 46,192
新 子育て支援職場づくり推進事業 9,100 9,100
新 勤労者ライフプラン資金貸付金（育児･介護休業生活資金貸付金） 50,000 50,000
女性企業家支援事業 2,000 2,000

○ 熟年力の発揮 16,931 16,931
(16,931) (16,931)

中小企業経営技術診断助言事業 16,931 16,931

　地域ＩＴ力の強化
○ 次世代ＩＴインフラ整備 629,985 384,985

(80,000) (35,000)
新 ブロードバンド整備支援モデル事業 60,000 15,000
新 電子申請システム構築事業 20,000 20,000

○ 豊かなＩＴライフ・ＩＴビジネスの活性化 23,574 23,574
(23,574) (23,574)

新 福井県ホームページ「インターふくい」機能強化事業 18,103 18,103
地域ＩＴ活動支援事業 955 955
ふくい産業ＩＴ高付加価値化支援事業 4,516 4,516

４　地　域　力　躍　進

３　人 財 創 出
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区分 　　　　　主　　な　　事　　業 総事業費（千円） 予算額（千円）

2,236,152 1,281,582
(1,700,965) (897,379)

　ふくいブランドの進化 378,603 219,383
(350,177) (196,341)

新 アニバーサリー（周年）を活用した情報発信研究事業 () ()
新 ふくいの情報発信強化事業 4,108 4,108
「健康長寿な福井」イメージ発信事業 10,560 10,560
地域ブランド創造活動推進事業 101,055 51,055
新 健康長寿バイスクル事業 1,510 1,510
新 「ふくいのおいしい水」認定・発信事業 2,358 2,358
新 名水を活かした地域づくり推進事業 10,000 5,000
新 眼鏡産地１００周年記念事業 40,700 14,000
新 ふくいブランド大使活動支援事業 12,604 12,604
新 第二の故郷ふくい定住促進事業-あなたの田舎に立候補します。- 225 225
農山村ふるさと活性化対策事業 77,000 38,500
コシヒカリのふるさと・福井全国発信事業 1,000 1,000
新 福井の伝統的民家普及促進事業 23,521 23,521
新 '０５食博覧会・大阪出展事業 5,850 5,850
新 「越前おろしそば」情報発信事業 30,636 8,000
新 農林水産業者等提案型共同研究事業 5,000 5,000
新 新品種「イクヒカリ」販売推進事業 22,000 11,000
新 県立大学健康長寿研究拠点化事業 2,050 2,050

　ビジット "ふくい" 1,857,549 1,062,199
(1,350,788) (701,038)

○ みがく～観光地の活性化～ 977,309 640,459
(521,520) (322,770)

新 観光地・民宿集積地域活性化支援モデル事業（観光地活性化分） 300,000 120,000
新 観光プロデューサー設置事業 10,790 10,790
一乗谷朝倉氏遺跡整備・活用推進事業 64,100 64,100
新 福井の景観づくり推進事業 2,873 2,873
新 美しい三方五湖再生事業 31,504 31,504
新 武生西部「人とメダカの元気な里づくり」推進事業 3,752 3,752
新 観光デジタル画像配信事業 18,000 18,000
新 観光土産品活性化支援事業 9,135 7,885
拡 「ビジットふくい」観光客誘致拡大事業 50,000 50,000
ＪＲタイアップ観光客誘致事業 30,000 12,500
新 ＪＲ福井駅観光情報発信事業 1,366 1,366

○ たかめる～くつろぎ空間の創造～ 758,063 308,063
(758,063) (308,063)

新 産業活性化支援資金（国際観光基盤整備分） 757,810 307,810
新 観光地・民宿集積地域活性化支援モデル事業（民宿集積地域分） 253 253

○ そだてる～観光の人づくり～ 8,857 8,857
(3,399) (3,399)

観光ボランティアガイド「語り部」育成支援事業 1,799 1,799
新 通訳ボランティアガイド育成事業 1,600 1,600

○ しぼる～対象を絞ったアプローチ～ 113,320 104,820
(67,806) (66,806)

「ビジットふくい」観光宣伝事業 44,941 44,941
「学びの旅」誘致事業 4,800 3,800
拡 東アジア観光客誘致促進事業 15,986 15,986
コンベンション活用観光宣伝事業 2,079 2,079

13,017,821 8,393,526
(8,180,771) (4,529,722)

合　　　　　計

５　独 創 福 井

(「ビジット“ふくい”推進計画」の17年度当初予算における対応事業を記載。
　ただし、ふくいブランドの進化等他の項目に掲げたものおよび交通基盤整備などを除く。）
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予算編成過程への県民参加の結果について（平成１７年度当初予算）

募集期間　　平成１７年１月２２日（土）～３１日（月）
寄せられたご意見　元気宣言の

　項　　　目
ご意見を
求 め た    
事 業 数    件　数 主　な　事　業　項　目（いただいた意見数）

（全体的意見）
(対象事業に

該当しない)
１ 予算額の表記について（１）

　元気な産業 １０ ３０ ふくいの「食」インターネット通信販売実践事業（７）
新品種「イクヒカリ」販売推進事業（５）
農業者経営夢プラン支援事業（６）
栽培漁業自立支援事業（６）
　　　　　　　　　　　　　　他

　元気な社会 １３ ４９ ♯８０００子ども医療電話相談事業（３）
私立幼稚園低年齢児受入サポート事業（６）
元気いきいき福井をつくる食育推進事業（２３）
地域療育拠点設置事業（３）
自動体外式除細動器（ＡＥＤ）普及事業（３）
　　　　　　　　　　　　　　他

　元気な県土   ２ １２ 福井鉄道福武線車両更新事業補助金（９）
県内港湾貨物集荷推進事業（３）

　元気な県政 １９ ４０ 「学びの旅」誘致事業（３）
ふくいブランド大使パワーアップ事業（５）
福井の伝統的民家普及促進事業（３）
子ども安心３万人作戦（３）
ふくいマイタウン・パトロール隊育成・支援事業（３）
犯罪に遭いにくいまちづくり推進事業（３）
ため池等リアルタイム防災システム導入事業（３）
　　　　　　　　　　　　　　他

小　　計 ４４ １３１

そ の 他 (対象事業に

該当しない)
 ２４ 「福井治安回復プログラム」の改定について（１）

　　　　　　　　　　　　　　他
　　　
合　　計 　　　　 １５６

○ここで発表したご意見とそれに対するコメントは、今回の当初予算編成で反
映したものをご紹介しています。
　また、今回掲げた事業には直接関係しませんが、今後の取組み等に密接に関
わるご意見、ご提案等も幾つかご紹介しています。
○同趣旨のご意見等を複数いただいたものにつきましては、事業ごとに一つの
要旨に集約させていただきました。
○皆さまからいただいたご意見はすべて関係部局に伝達し、今回の予算編成で
は対応できなくとも、今後の事業計画等において考慮するよう指示しました。



Ⅰ　全体的なご意見

「予算編成過程への県民参加」の全体に関わるご意見に基づき、予算額の表記の仕方
を次のように変えましたので、冒頭でご紹介します。

 項　　　 目 県民参加と情報公開の徹底
  担 当 部 局 総務部
　ご意見（要旨） 　予算額が２１１，０６２千円というように表記されているが、

２億１，１０６万２千円のように見やすく表記してほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

　予算額の表記については、これまで予算要求で計上された表記
をそのまま用いてきましたが、ご意見のとおり、今回の「予算編
成過程への県民参加」の結果から、漢数字の単位を用いて一般の
方にとって分かりやすい表記にすることとします。



Ⅱ　県民参加の対象事業

対象事業についていただいたご意見のうち、知事査定で反映したもの等をご紹介します。

項　　　目 １５，０００人の雇用創出

事業名（担当部局） Ｕターン情報センター等機能強化事業（産業労働部）

予算計上額      ８０８万８千円　→　４６０万円
　ご意見（要旨） 　Ｕターン希望者への職業紹介であれば、ハローワークなどでも

同様なサービスを提供できるのではないか。
　国と県が役割分担を明確にし、協力し合い効率化することが連
携であり、そうした点を分かりやすく説明してほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

Ｕターン対策業務は、県外の学校へ進学した学生や県外在住者
の県内企業への就職を促進するため、県が独自に取り組んでいる
ものです。ハローワークではＵターン対策は行っていません。
福井県Ｕターン情報センターでは、これまでＵターン希望者に
対する求人情報や生活関連情報等を提供してきましたが、同セン
ターを福井商工会議所ビルに移設し、同ビルにある「ジョブカフ
ェ」との連携を図りながら職業紹介事業を行うことにより、ワン
ストップサービス化を実現して機能強化を図ります。
　なお、ハローワーク等との連携・協力の強化や事務スペースの
見直しによる室借上料の縮減を行うこととしました。

項　　　目 ものづくり・新産業創出等
事業名（担当部局） ファッション新市場開拓事業（産業労働部）

予算計上額      ５００万円　→　６００万円
　ご意見（要旨） ＹＯＳＡＫＯＩは夏場に開かれることが多いのだから、サング

ラスのＰＲを取り入れてはどうか。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

この事業は、本県の繊維製品の優秀さを全国にＰＲし、新規市
場開拓を推進するものです。
その取組みの一つとして、ＹＯＳＡＫＯＩ祭用衣装デザインコ
ンペを実施し、大賞受賞チームに、受賞対象の衣装で全国のＹＯ
ＳＡＫＯＩ祭などで活躍してもらうことにより、全国に向けて繊
維産地福井をＰＲする予定です。
平成１７年度は眼鏡産地１００周年であることから、その機会
を捉えて福井の地域ブランドである眼鏡をＰＲすることは効果
的であり、ご意見を踏まえ、大賞チームに対する副賞として、チ
ーム全員分の衣装に加え、福井県産のサングラスを提供すること
としました。



項　　　目 福井の豊かさを支える農林水産業
事業名（担当部局） 坂井北部丘陵地農業経営体育成モデル事業

坂井北部丘陵地農業経営体育成基盤整備支援事業（農林水産部）
予算計上額      ８,２００万円
　ご意見（要旨） 　商品開発や栽培施設を整備する前に、企業家精神を持った農業

生産法人が参入できる農地を用意し、新規参入しやすいように団
地を集積しておいた方がいい。
　また、未利用農地は福井県中にあると聞いており、坂井北部丘
陵地が成功したら、他の地域にも対象を拡大してほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

　新規参入農業生産法人は、生産方法や作物の種類によって必要
な土地の場所、面積などが変わってくるため、農地を予め確保す
るのではなく、新規参入法人の希望を尊重しながら場所、面積を
決めることが大切であると考えております。
県では、新規参入法人の要望に応じて、市町村などと連携して
農地の確保の支援をする予定です。
坂井北部丘陵地以外の地域への事業の拡大については、この事
業の成果と今後の課題を見極めながら検討していくよう指示し
ました。

項　　　目 福井の豊かさを支える農林水産業
事業名（担当部局） ふくいの「食」インターネット通信販売実践事業（農林水産部）
予算計上額      ２５５万５千円　→　４６５万円
　ご意見（要旨） インターネット物産展の開催は、年１回だけでは控えめにすぎ

るし、効果が乏しいと思うので、もっと回数を増やして積極的に
開催すべきではないか。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

この事業は、大手インターネット通信販売会社と連携してサイ
ト上で県の物産展を開催し、本県の農林水産物の情報発信と販路
開拓を行うものです。
アクセス数が非常に多い大手インターネット通信販売会社の
サイト上での物産展の開催は、情報発信や販路開拓を目指す生産
者の方からも多くの希望が寄せられており、回数の増加について
も積極的な意見が多いことから、ご意見のとおり、物産展の開催
を２回に増やすこととしました。



項　　　目 福井の豊かさを支える農林水産業

事業名（担当部局） 新品種「イクヒカリ」販売推進事業（農林水産部）

予算計上額      １,１００万円
　ご意見（要旨） イクヒカリの販売促進とＰＲのために事業を拡大してほしい。

販売推進は、ＪＡなりＪＡ経済連が行えば十分ではないか。
　奨励金を県内小売り業者に出すとしても、それだけのイクヒカ
リが平成１７年に生産できるのか疑問だし、想定した販売量が生
産量を上回り、量を確保できないようでは、かえってイメージダ
ウンになるので、十分チェックしてほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

いろいろなご意見をいただきましたが、イクヒカリは本県が育
成し、平成１６年に品種登録した新しいお米ですので、消費者の
認知度・評価の確立を図っていく必要があります。
このため、本県のブランド米として育てていくには、県と農業
団体等とが連携して取り組んでいくことが重要であり、消費者に
最も身近な立場にある小売店のＰＲ活動を支援していくことも
効果的な戦略です。
なお、平成１７年のイクヒカリの生産量は、市場流通にのせら
れる最低限の量である約５００トンが見込まれていますが、販売
量の拡大はもとより、消費者の評価を得て今後の県外での販売戦
略に結び付く事業となるよう指示しました。

項　　　目 福井の豊かさを支える農林水産業

事業名（担当部局） 農業者経営夢プラン支援事業（農林水産部）

予算計上額      １,００７万５千円
　ご意見（要旨） 応募のあったプランの審査委員には様々な分野から人選を行

うとともに、従来のハード事業のような審査基準とは異なった物
差しで行うようにしてほしい。
また、応募のあった対象事業が多数ある場合は、柔軟に対応で
きるようにしてほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

この事業は、企業的経営を目指す農業者からビジネスプランを
募集し、計画性、実現性の高いプランを認定して助成を行うもの
です。
審査に当たっては、加工や流通など、企業的経営に即した分野
の専門家の方を審査委員とし、実現性、計画性等を多角的な観点
から審査の上、真に成果の見込まれるプランを認定するよう指示
しました。
また、今後のプランを考える際に役立てていただけるよう、審
査の結果については応募者全員に通知するよう指示しました。



項　　　目 福井の豊かさを支える農林水産業

事業名（担当部局） 山間集落安全対策緊急支援事業（農林水産部）
予算計上額      １,２００万円
　ご意見（要旨） 　災害を防ぐということなら、山全体の適正管理を進めていく必

要があると思うが、地表掻き起こしまで補助するなら、従来の間
伐に対する補助を増額してほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

　光が当たらないため木の下に植物がほとんど生えない過密林
は土壌流出による被害が起きやすい状況にあります。このため、
福井豪雨での経験も踏まえ、集落近くの過密林については、間伐
作業などによる防災対策を緊急に施す必要があります。
災害の防止という観点からは、集落近隣だけでなく、山全体の
適正な管理が必要であり、治山事業や森林整備事業等の補助事業
により、間伐等の施業を中心に引き続き支援を実施していきま
す。
また、間伐の実施が比較的遅れている樹齢の高い森林を重点的
に整備するため、新たに「間伐促進緊急特別対策事業」（予算額：
1,800万円）を実施し、より一層の健全な森林の育成につなげて
いきたいと考えています。

項　　　目 つくり育てる漁業・漁業者自らによる資源管理を促進

事業名（担当部局） 栽培漁業自立支援事業（農林水産部）

予算計上額      ６２８万３千円
　ご意見（要旨） 　種苗コストを引き下げ、その分種苗を多く放流し、少しでも漁

業者の負担が少なくなるようにしてほしい。
また、越前うにの漁獲量が大幅に減少しており、効果的増殖対
策として、現在の試験的な種苗放流ではなく、技術を確立して
大々的な種苗生産・放流をしてほしい。
　

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

　ご意見のとおり、種苗放流に向けた技術開発としては、種苗の
安定生産と、生産コストの削減が重要であり、今後、重点的に研
究を進めていくことにしています。
また、種苗放流を今後も継続していくためは、地域ごとに、放
流経費を回収し、次回の放流経費に充当する仕組みづくりが必要
であり、この事業はその仕組みづくりを支援するものです。
なお、県では、現在、越前うにの大量種苗生産技術の開発を進
めており、数年後の大量種苗放流に向けた技術開発を行っている
ところです。



項　　　目 女性の元気が福井の元気

事業名（担当部局） 子育てマイスター地域活動推進事業（福祉環境部）

予算計上額      １１１万９千円　→　２５３万１千円
　ご意見（要旨） 核家族の増加だけでなく、地域の中のコミュニケーションが乏

しくなる中で、昔なら簡単にできた子育てのノウハウの伝承が難
しい環境になっている。
自分の住んでいる地区を担当している子育てマイスターが誰
か分かるような仕組みをつくり、公民館便りなどで知らせるよう
にしてほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

この事業は、保育士、看護師などを子育てマイスターとして登
録し、子育て中の親が気軽に集い、子育てについて相談出来る環
境を整備するものです。
登録認定した子育てマイスターについては、その名簿を、市町
村や保育所、子育て支援センター、地区の民生・児童委員に配布
し、広く広報していく予定です。
なお、子育てマイスターには、身近な児童館や公民館など、乳
幼児と保護者が一緒に集える場所で子育て相談を行っていただ
くこととしました。
公民館便り等への掲載については、発行元の市町村等に依頼
し、地区の子育てマイスターの情報を提供できるよう協力を求め
ていきます。

項　　　目 女性の元気が福井の元気
事業名（担当部局） 　　２４時間・３６５日児童相談事業

　　地域ぐるみ児童虐待防止体制整備事業（福祉環境部）
予算計上額      １,２７２万４千円
　ご意見（要旨） 児童虐待防止地域協力員については、研修や意見交換だけで終

わらないように、地域の虐待防止のために実際にどんな活動を展
開していくのか明らかにしてほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

児童虐待防止地域協力員は、「地域での児童虐待等の発見、通
告の促進、調査および見守り」という役割を担います。
具体的には、「地域住民から寄せられた虐待情報をもとに、市
町村や児童相談所へ通告すること」、「近隣の保育所、幼稚園、学
校等から相談があった場合、市町村や児童相談所と連携して対応
すること」、「虐待のおそれがある家庭や養育力が弱い家庭につ
いての情報を収集し、市町村や児童相談所へ連絡すること」など
があります。
協力員には、民生委員・児童委員の方が中心となりますが、定
期的に活動報告を県に提出してもらい、その成果を今後の活動へ
と具体的に反映させていくなど、地域の期待にしっかりと応えて
いただくようにしたいと考えています。



項　　　目 女性の元気が福井の元気
事業名（担当部局） ♯８０００子ども医療電話相談事業（福祉環境部）
予算計上額      １,４５２万４千円
　ご意見（要旨） 　医療電話相談の制度をつくるのはよいことだと思うが、制度を

つくっただけで活用されないままにならぬよう、広報をしっかり
やってほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

この事業は、夜間において小児科医による医療電話相談を気軽
に受けられるサービスを広く県民の皆様に提供するものです。
ご意見のとおり、より多くの人にこの事業を理解していただく
ことが大切です。
そこで、この電話相談の全国統一の短縮番号である「♯８００
０」を事業名の中に入れ、この事業のサービス内容と利用方法が
一目で分かるようにしました。
また、県政だよりなどの県の広報媒体や市町村の広報紙の活
用、県や県医師会のホームページへの掲載、さらに、ポスター、
パンフレットの配布などにより、より多くの方にこのサービスを
知っていただけるよう広報していきます。

項　　　目 女性の元気が福井の元気

事業名（担当部局） 子育て支援職場づくり推進事業（産業労働部）

予算計上額      ９１０万円
　ご意見（要旨） 子育てにおいて一番大切なことは、母親が子どもと接する時間

がどれだけあるかだが、企業においても長時間労働が増える状況
にあることから、母親の残業をなくして子どもと接する時間を多
くできるようにしてほしい。
厳しい景気の中ではあるが、企業の協力を得られるよう努力し
てほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

　この事業は、労働者が働きながら子どもを生み育てやすい雇用
環境の整備を図るため、就業規則等の整備を行い、育児休業や勤
務時間短縮等の措置等の利用促進に努める事業主に対して支援
策を行うものです。
ご意見のとおり、子育てを行う労働者の残業についても、この
支援策により、所定外労働をさせない仕組みとして、就業規則の
見直し等を進める企業等の取組みを促進していきます。
なお、この事業とともに、「企業の父親子育て奨励事業」とし
て、子育て中の男性社員を支援する取組みを推進する企業を表
彰、支援し、企業による父親の子育て支援を促進していく予定で
す。



項　　　目 幼稚園での預かり保育を充実
事業名（担当部局） 私立幼稚園低年齢児受入サポート事業（総務部）
予算計上額      １,２００万円
　ご意見（要旨） ３歳以上児と発達段階が大きく異なる低年齢児にふさわしい

教育環境を整備することは、子どもたちの健やかな成長に大きく
役立つと考える。
私立幼稚園は、低年齢児の入園増加によって子どもの受入れ数
が増加すれば園の収入が増えるのだから、施設整備は幼稚園の自
助努力でやるべきではないか。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

いろいろなご意見をいただきましたが、少子化により子どもの
社会性が育ちにくい環境となっていることから、小さいうちから
幼稚園に入園させたいという保護者の要望が高まっており、これ
に応じて構造改革特区（国の規制緩和制度）を利用して２歳児を
受け入れる幼稚園が増えています。
しかし、入園児の総数は、少子化の影響により年々減少傾向に
あり、各幼稚園は、保護者の負担を増やすことなく、低年齢児の
受入環境の整備を迫られている状況にあります。
　このため、この事業は、各園において低年齢児が安全に安心し
て学べる環境づくりを早急に整えてもらうために実施するもの
であり、平成１７年度限りの事業とする予定です。

項　　　目 未来を託す人づくり

事業名（担当部局） 元気いきいき福井をつくる食育推進事業
（福祉環境部、農林水産部、教育庁）

予算計上額      ４,２５６万４千円
　ご意見（要旨） 事業の実施に当たっては、地域でとれる食材をふんだんに給食

に取り入れたり、体験学習を通じた地域の人とのふれあいを進め
たり、地場産業の活力・発展にも力を入れてほしい。
　栄養教諭からは、子どもたちにきめ細やかな指導をしてもらい
たい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

県産食材を活用した学校給食については、生産者、流通関係者、
学校給食関係者等と協力し、引き続き県産食材の供給体制を整備
していくとともに、実施校の拡大を進めていきます。
また、この事業においては、県内の全小・中学校の学校給食に
おいて、毎月１回以上伝承料理を活用した食育活動を行い、食育
ボランティアにより伝承料理の由来を指導するほか、夏休み期間
中などを活用して、地域の人たちとともに親子で食育を学ぶ体験
会などを行っていく予定です。
栄養教諭からは、従来の給食管理に加え、食に関する授業や、
食に関する課題を抱える児童・生徒とその保護者に積極的に個別
指導を行っていく予定です。
　なお、本県が新品種として育成したイクヒカリを学校給食に取
り入れるよう指示しました。



項　　　目 一人ひとりの命が輝く福祉

事業名（担当部局） 　地域療育拠点設置事業（福祉環境部）

予算計上額      １,３５０万円
　ご意見（要旨） 　事業の考え方は基本的によいが、奥越や丹南地域に手厚くな

り、よりニーズの大きい嶺南地域が後回しにならないように配慮
してほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

　この事業は、小児療育センター（福井市内）での療育を受けに
くい奥越、丹南、嶺南地域の方のために、各地域の拠点病院を指
定し、身近に小児療育を受けられるようにするものです。
事業の検討に当たっては、障害児の保護者の皆様へのアンケー
トの実施などにより地域の実情の把握に努めました。
嶺南地域では、以前から小児療育の充実を求める保護者の声が
多いことから、拠点となる病院を敦賀市および小浜市にそれぞれ
１か所ずつ指定し、小児療育センターと連携して、小児療育のた
めの診療や訓練を実施するなど、地域の実情を十分踏まえた内容
としていきたいと考えています。

項　　　目 一人ひとりの命が輝く福祉

事業名（担当部局） へき地の医師確保対策事業（福祉環境部）

予算計上額      １,２４８万３千円
　ご意見（要旨） 　医師の資格がある以上、必要な資質は既に備えているはずであ

り、へき地勤務のために改めて医師の研修をするのは不必要では
ないか。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

医師は免許取得後２年間、現場の病院で臨床研修を行うことが
義務付けられています。研修は内科、外科、麻酔科等多くの診療
科を１～３か月の短い期間でローテーションし、また、指導医の
監督下でしか診療できず、自ら一人で診療する経験を積むことが
できません。
　へき地の診療所では、医師が一人であらゆる症状に対応できな
ければなりません。住民の方々に安心して受診していただくため
にも、２年間の義務研修では不十分な部分、不得意な分野を補う
ための実践的経験を多く積んだ医師を派遣することが必要だと
考えています。



項　　　目 一人ひとりの命が輝く福祉
事業名（担当部局） 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）普及事業（福祉環境部）
予算計上額      ２，２２３万２千円　→　２,５８６万円
　ご意見（要旨） 　昨年７月にＡＥＤの一般使用が解禁になり、多くの人の関心が

集まるとともに、各地での活動も活発化しつつあることを実感し
ている。子どもたちを含め大切な命を守る環境が整うために、是
非この事業を積極的に進めてほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

この事業は、心室細動等に起因する突然死を減少させるため、
学校、スポーツ施設など、多数の県民が利用する県有施設にＡＥ
Ｄを整備するものです。
今回のＡＥＤ整備については、昨年７月に一般使用の解禁とい
う国の方針が示されて以来、ご家族を心室細動等により亡くされ
た方の切なる希望等も受けて検討してきた結果です。
私自身も、子どもたちをはじめ県民の大切な命を守る環境づく
りが重要であると考えており、この事業をより積極的に進めるた
め、二年計画で整備する予定だったＡＥＤを１７年度で一括して
整備することとしました。

項　　　目 授産施設の充実、民間の経営手法を活用した製品の販路拡大
事業名（担当部局） 障害者いきいきものづくり支援事業

↓
授産施設経営ノウハウ向上事業（福祉環境部）

予算計上額      ４０７万４千円
　ご意見（要旨） 事業の中身を見ると、単なる「ものづくり」ではなく、もっと

幅広いビジネス戦略と思われるので、その趣旨がもっと端的に分
かる事業名にしてはどうか。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

　ご意見のとおり、本事業の内容は「ものづくり」にとどまらず、
民間の経営手法などを活用し、授産活動の振興が図られるよう支
援するものですので、このような趣旨が明確に伝わるような事業
名にしました。



項　　　目 地域公共交通機関の活性化と鉄道・バス等の地域交通網の確保
事業名（担当部局） 福井鉄道福武線車両更新事業補助金

↓
福井鉄道低床化補助事業（県民生活部）

予算計上額      ５,９３５万８千円　→　７，５５０万４千円
　ご意見（要旨） 　福井鉄道の車両は老朽化しており、電車の乗り降りが高齢者や

幼児にとって大変危険であることから、車両更新を迅速に行って
ほしい。
　また、より軽量の低床型の車両（ＬＲＶ）も導入できるように
してほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

この事業は、老朽化した福井鉄道福武線の車両更新を支援し、
安全性、利便性の向上を図るものです。
福井鉄道では、他の都市で使用されている小型軽量で床面の低
い車両１８両を活用し、老朽化した車両の更新を進めたいとして
いましたが、これらの車両更新のほか、ＬＲＶ２両も導入するこ
ととしました。
県は、この全２０両の導入について、国、沿線３市とともに、
福井鉄道に対して支援していくこととしました。

項　　　目 敦賀港、福井港の活性化

事業名（担当部局） 県内港湾貨物集荷推進事業（産業労働部）

予算計上額 １,３７５万６千円
　ご意見（要旨） 港湾を利用する企業への助成を考えるだけでなく、利用が減っ

た要因を掘り下げ、ニーズを掘り起こす手段を考えてほしい。

知 事 か ら の
  コ　メ　ン　ト

敦賀港のコンテナ貨物量が減少したのは、地方港間競争が激化
したことや、利用企業の産業構造の転換等に伴うものと考えられ
ます。
また、福井港は外国船の直接入港が可能となる「関税法上の開
港」が本年４月に指定される予定であり、これに伴い更なる利用
促進が見込まれています。
そこで、敦賀港と福井港の利用に対しての助成制度を創設する
ことにより、取扱貨物量の増加、物流コストの低減を図り、県内
物流産業の活性化につなげていきたいと考えています。
また、港湾利用については、企業誘致と同じく私自身のトップ
セールスが大変重要であると考えており、民間と協力しながら、
積極的に取り組んでいきます。



項　　　目 ＮＰＯや地域コミュニティとの協働
事業名（担当部局） 災害ボランティア出前講座事業　→　災害ボランティア講師派遣事業

災害ボランティア活動マニュアル作成事業（県民生活部）
予算計上額      １８０万４千円
　ご意見（要旨） 　出前講座をやってほしい場合には、どこに希望を言えば派遣し

てもらえるのか教えてほしい。
　また、マニュアルを県内外の関係者に配布するとのことだが、
いつ頃配布するのか教えてほしい。さらに、一般の人にも配布す
るということを広報してほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

県民の方々からの「災害ボランティア講師」派遣要請は、県民
生活部男女参画・県民活動課（Tel:0776-20-0286）および「ふく
い県民活動センター」（Tel:0776-29-2522）にて受付けます。
また、この事業をできる限り多くの方に活用していただけるよ
う、県ホームページや関係機関への周知を含め、あらゆる機会を
捉えて広報していきます。
マニュアルは平成１７年８月中に作成できるよう作業を進め
る予定であり、県内市町村や各社会福祉協議会等の関係団体に配
布するほか、県ホームページにも掲載します。
なお、「災害ボランティア出前講座事業」については、事業名
をより分かりやすくするため、「災害ボランティア講師派遣事
業」としました。

項　　　目 夢あるふるさとづくり

事業名（担当部局） 「学びの旅」誘致事業（産業労働部）

予算計上額      ３８０万円
　ご意見（要旨） 　教育旅行の誘致活動について、どんな風に取り組んでいくの

か、また、教育とどのように結びつくのか教えてほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

この事業では、本県とゆかりのある自治体や学校関係者などを
職員が訪問し、教育旅行に適した本県の施設や自然などを、本県
との繋がりを活かして直接誘致していくことを考えています。
また、本県の豊かな自然や恐竜博物館などの全国に誇る施設を
体験学習の場としていただくことにより、誘致先である学校の生
徒にとって学ぶことの多い旅行になるようにしていきます。



項　　　目 夢あるふるさとづくり

事業名（担当部局） 通訳ボランティアガイド育成事業（産業労働部）

予算計上額      １６０万円
　ご意見（要旨） 　通訳ボランティアガイドが自分たちの地区にもいるかどうか

を確認できるように、登録された人を公表するようにしてほし
い。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

この事業は、本県の詳細な観光地の情報を通訳、提供できる通
訳ボランティアガイドを登録・育成するものです。
登録者の情報については、より活用しやすい制度となるよう、
個人情報に留意しつつ、公表の内容、方法を考えていきます。

項　　　目 夢あるふるさとづくり

事業名（担当部局） 観光地・民宿集積地域活性化支援モデル事業（産業労働部）

予算計上額      １億２,０２５万３千円
　ご意見（要旨） 　「活性化プラン」を作成するには、観光地単位の関係者による

協議会より、もっと広く県内外から意見を集め、利害関係のない
人が実行できるような仕組みにしたらどうか。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

　観光地の活性化には、なによりも地元の民間事業者、市町村等
が意欲的に取り組むことが重要です。
　このため、「活性化プラン」を作成する協議会は、地元の民間
事業者、市町村等が一体となり、観光地の活性化のために自主的
に取り組んでいく組織であるべきと考えています。
ご意見のとおり、外部の意見を取り入れることも大切であり、
必要に応じ観光の専門家をそうした協議会に派遣することによ
り、観光地の活性化を支援していきたいと考えています。



項　　　目 夢あるふるさとづくり

事業名（担当部局） 本気で商店街元気基金貸付金
↓

商店街魅力向上支援事業（産業労働部）
予算計上額      ４億円
　ご意見（要旨） 空き店舗対策については、情報発信を進めるとともに、内外か

ら広く意見を募って取り組んでほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

この事業は、県内の商店街が取り組む空き店舗対策や商店街ブ
ランドの育成などに対して支援するものです。
空き店舗の活用形態としては、新たな店舗誘致、独立開業を支
援するチャレンジショップ、高齢者介護や子育て支援などの地域
助け合いビジネスの拠点など、様々な活用方法が考えらます。
そこで、空き店舗の活用事例等の情報提供を進めるとともに、
地域の意見を踏まえながら、それぞれの事情に応じた取組みに対
して支援していきたいと考えています。
　なお、事業名をより分かりやすくするため、「商店街魅力向上
支援事業」としました。

項　　　目 歴史・文化の香りただようまちづくりの推進
事業名（担当部局） 福井の伝統的民家普及促進事業（土木部）
予算計上額      ２,３５２万１千円
　ご意見（要旨） 福井の民家については、作家の司馬遼太郎氏も賞賛してくれた

とのことであり、ぜひそうした民家を後世に伝える努力をしてほ
しい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

この事業は、本県の伝統的民家の保存・活用を図ることにより、
本県のブランドの一つとして全国に発信していくものです。
この事業の概要には一つの例として司馬遼太郎氏の『街道をゆ
く』からの引用を掲げましたが、福井の伝統的民家がどのような
ものかという概念については今後定めていく予定です。
　このため、まず、伝統的民家普及促進の基本理念等を定めた条
例の制定を検討する中で、有識者等の意見も聴きながら、伝統的
民家についての具体的な概念を明確にした上で、県内外に発信し
ていきたいと考えています。



項　　　目 美しい街並み景観の創出
事業名（担当部局） あたたかい街路照明モデル事業（土木部）

予算計上額      １，８２０万円
　ご意見（要旨） 県外から来た人は、福井の夜は暗くて寒々しいと言う人が多い

ので、対象箇所は３か所だけでなく、さくら通り、松本通りなど
にも広げてほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

今回対象とした３か所は、特に良好な街並み景観の形成が必要
とされる福井駅を中心とした大通りを選定していますが、御本丸
大手町線（福井中央郵便局前）にも追加で設置する予定です。
県では、今後とも、街路照明の整備計画がある箇所などで、あ
たたかい感じを与えることができるオレンジ色の照明灯を採用
していく予定です。
なお、ご指摘のさくら通りは、オレンジ色の照明により桜の発
色性を損なうおそれがあるため、今回の対象とはしていません
が、松本通りについては、福井市の管理する道路であることから、
同市と協力して暖かみのある夜間景観の創出に取り組んでいく
よう指示しました。

項　　　目 安全・安心な県民生活の実現
事業名（担当部局） 子ども安心３万人作戦（県民生活部、教育庁、警察本部）
予算計上額 ３，４５０万円
　ご意見（要旨） 変質者が出没した場合には、早急に学校・地域に連絡するシス

テムをつくってほしい。
また、犯罪情報や安全マップの公表などにより、情報を地域住
民で共有できるようにするとともに、被害予防のため、学校での
強化学習を行うようにしてほしい。

 知 事 か ら の
 コ　メ　ン　ト

この事業は、県下の２１６全小学校区で、「子ども１１０番の
家」引受者や地域の青少年育成指導者など約３万人の県民によ
り、登下校時などの子どもの見守り活動を行うものです。
この活動を通じて、いざという時の通報・連絡網を整備し、迅
速に対応できる体制を構築します。
また、携帯電話を活用して犯罪情報等を発信するとともに、地
域と学校が連携して作成する安全マップに被害発生場所を表示
するなど情報の共有化を図ります。
さらに、子どもや保護者を対象に、不審者に遭遇した際の対応
等の講習会や訓練を実施していきます。



項　　　目 安全・安心な県民生活の実現

事業名（担当部局） ふくいマイタウン・パトロール隊育成・支援事業（県民生活部、警察本部）
予算計上額      １,４７０万８千円　→　１,４８２万６千円
　ご意見（要旨） 自主防犯活動に携わる人にとって励みになるよう、活動の顕著

な人たちに対して知事から表彰を行うなどしてはどうか。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

この事業は、県下の２１６全小学校区で、地域住民に自主防犯
活動を実践体験してもらうことにより、「ふくいマイタウン・パ
トロール隊」への加入や新規結成を促進するとともに、活動への
支援を行うものです。
昨年１０月に「安全・安心まちづくりのつどい」を実施し、私
から地域の防犯功労団体の皆様への表彰を行いましたが、大変好
評であり、継続を希望する声もありました。
そこで、ご意見のとおり、地域住民による自主防犯活動をさら
に普及していくため、活動に顕著な功績がある団体への表彰を引
き続き行うこととしました。

項　　　目 安全・安心な県民生活の実現

事業名（担当部局） 「身近な知能犯罪」抑止事業（警察本部）

予算計上額      ２９７万９千円
　ご意見（要旨） 　この種の犯罪者はほとんどが首都圏にいるため、福井県だけで

捜査しても限界があり、他県や東京の警察と協力することも考え
てほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

ご意見のとおり、この種の犯罪の犯行グループの大半は、首都
圏を中心に活動していると見られ、被害金の振込先となった金融
機関の口座も首都圏に集中している状況にあります。
このため、県警察では、他都道府県警察と緊密に情報交換する
とともに、合同捜査等を積極的に進めているところであり、今後、
首都圏に捜査員を派遣・常駐させるなど、さらに捜査体制を強化
することとしています。



項　　　目 安全・安心な県民生活の実現

事業名（担当部局） 犯罪に遭いにくいまちづくり推進事業
↓

犯罪に強いまちづくり推進事業（警察本部）
予算計上額      ２７５万８千円
　ご意見（要旨） 　「犯罪に遭いにくい」という表現は、迂遠で分かりにくいので、

肯定的で率直な表現を使うべきではないか。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

　この事業は、防犯対策のプロフェッショナルである防犯設備士
を結集して県防犯設備協会を設立し、その防犯設備士を「防犯ド
クター」に委嘱して警察との協働により防犯診断を行い､犯罪に
強い地域環境づくりや住宅等の改善を働きかけるなど、ハード面
を強化することにより犯罪発生の抑止を図ろうという全国初の
取組みです。
ご意見を踏まえ、事業名を率直な表現とするため、「福井治安
回復プログラム」の柱である「犯罪に強いまちづくり」を取り入
れ、「犯罪に強いまちづくり推進事業」としました。

項　　　目 安全・安心な県民生活の実現

事業名（担当部局） ため池防災情報提供事業（農林水産部）

予算計上額      ４３０万円
　ご意見（要旨） 　ため池は災害時の心配が大きく、迅速な情報提供は地域の安

全・安心の面から大切なので、市町村への情報提供とあわせ、市
町村から集落への迅速な情報提供をお願いしたい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

　この事業は、ため池と気象庁の豪雨・地震等の情報を分析し、
ため池等の災害発生の危険度と予想範囲を関係市町村等に提供
するものです。
　これらの情報は、市町村を通じて迅速にため池管理者や関係集
落に伝達することが必要であり、関係市町村と連携して迅速な対
応に取り組んでいきます。



項　　　目 安全・安心な県民生活の実現
事業名（担当部局） 木造住宅耐震診断促進事業（土木部）

予算計上額      ７７０万円
　ご意見（要旨） 　耐震診断士を養成するための講習会はいつ頃開催するのか教

えてほしい。
　また、耐震診断士は、それぞれの地区に一人ずついるようにし
てほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

　講習会は、平成１７年度のできるだけ早い時期に開催したいと
考えています。
ご意見を踏まえ、耐震診断士については、建築関係団体と共同
してできるだけ多くの耐震診断士を養成し、木造住宅の耐震診断
が円滑に実施できる体制の整備を進めるよう指示しました。

項　　　目 全県ＩＴ化の推進
事業名（担当部局） ブロードバンド整備支援モデル事業（総務部）
予算計上額      １,５００万円
　ご意見（要旨） 　ブロードバンドの利用ができない地域として、どんな地域があ

るのか明示してほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

平成１６年１２月末現在でブロードバンドが利用できない地
域は、ＮＴＴの交換局単位で和泉（和泉村）、河野（南越前町）、
北潟（あわら市）、美山（美山町）、市波（美山町）、上味見（美
山町）、米の浦（越廼村）、上庄（大野市）、阪谷（大野市）、北谷
（勝山市）、矢代（小浜市）、口名田（小浜市）、中名田（小浜市）、
大鳥羽（上中町）の１４地域です。
　このうち、和泉は１６年度中に、また、河野、北潟、美山、市
波、上味見、米の浦は数年内にブロードバンド（ＣＡＴＶ）が利
用可能になると見込まれており、現在ブロードバンドの具体的な
整備計画がないのは、上庄、阪谷、北谷、矢代、口名田、中名田、
大鳥羽の７地域となっています。



項　　　目 全県ＩＴ化の推進
事業名（担当部局） 電子申請システム構築事業（総務部）
予算計上額      ２,０００万円
　ご意見（要旨） 　各種申請の手続きについては、パソコンだけではなく、携帯を

通じてもできるようにしてほしい。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

情報技術（ＩＴ）の進歩に伴い、携帯電話も情報ツールとして
活用されることがこれまで以上に見込まれています。
そこで、１７年度に着手する電子申請システムの設計の中で
は、パソコンだけでなく、携帯電話を利用した申請手続き等の導
入についても検討していくよう指示しました。



Ⅲ　その他

　意見募集の対象事業には直接関係しませんが、今後の取組み等に密接に関わるご意見、
ご提案等をご紹介します。

項　　　 目 行財政構造改革　機構改革
  担 当 部 局 総務部
　ご意見（要旨） 　治安、へき地医療、治山以外の事業は中止するなど、税金の無

駄遣いをなくし、公的サービスを最低限のものに限定して「小さ
な政府」を目指すべきである。

知 事 か ら の
コ　メ　ン　ト

今日の社会経済情勢の下では、行政の役割は、治安などの最低
限の秩序の維持にとどまることなく、住民の生活水準の向上と福
祉の増進を図るため、多岐にわたる分野で積極的な施策を展開
し、質の高いサービスを提供することが求められています。
しかし、ご意見のとおり、厳しい財政状況が続く中、無駄をな
くし、事務事業の効率化を図ることも必要です。このため、県で
は、「政策推進マネジメントシステム」や「行財政構造改革プロ
グラム」に基づき、事業の「選択と集中」を進め、真に必要な分
野に人や予算を集中的に投資するよう努めています。

 項　　　 目 安全・安心な県民生活の実現
  担 当 部 局 警察本部
　ご意見（要旨） 県と県警察が共同で策定し、教育庁や市町村なども取組主体と

なっている「福井治安回復プログラム」のような取組みを、その
目標期限である今年３月以降も継続してほしい。

知 事 か ら の
 コ　メ　ン　ト

　県および県警察は、「福井治安回復プログラム」に基づき、県
民をはじめ市町村や関係機関・団体等と一体となった治安回復の
取組みを推進してきました。
その結果、平成１４年まで８年連続して増加していた本県の刑
法犯認知件数は、平成１５年、１６年と２年連続して減少するな
ど、一定の成果を収めることができました。
引き続き、「安全・安心な県民生活の実現」を目指して各種施
策・事業を強力に推進するため、振り込め詐欺などの「身近な知
能犯罪」抑止や子どもの安全・安心など新たな内容を取り入れ、
平成１７年４月から新たなプログラムに基づく取組みを推進し
ます。



〇なお、下記のようなご意見もいただいておりますので、ご紹介します。

・「ファッション新市場開拓事業」について
　　斜陽化の一途をたどる繊維産業だが、見切りをつけてはならず、こうした
面白い試みをぜひ幅広く展開してほしい。
・「新品種「イクヒカリ」販売推進事業」について
　　イクヒカリがコシヒカリのようなブランドになるように大事に育ててほし
い。
・「元気いきいき福井をつくる食育推進事業」について
　　福井県が全国に先駆けて栄養教諭の配置を取り上げたことは素晴らしい。
・「介護予防・リハビリ推進人材養成事業」について
　　若い世代に過度の負担をかけないようにしていくためにも、こうした取組
みが重要になっていくと思う。
・「災害ボランティア出前講座事業」「災害ボランティア活動マニュアル作成事
　業」について
　　災害の中で学んだことは形にして残し、伝承していこうとする試みは大切
なことだと思う。
・「本気で商店街元気基金貸付金」について
　　大型店が郊外にできたことは便利だが、商店街の地盤沈下が心配なので、
こうした試みを通じて本当の意味での福井県の元気を取り戻してほしい。
・「子ども安心３万人作戦」について
　　壮大な試みだと思うが、学校や警察が力を合わせて取り組めばきっとうま
くいくと思う。



「行財政構造改革プログラム」に基づく 

「福井元気宣言」実現のための財源確保について 
 
 
（一般財源ベース） 

項     目 

15 年度

(実績)

① 

16 年度

(当初)

② 

17 年度

(計画)

17 年度 

(当初) 

③ 

18 年度 

(計画) 

④ 

 

計 

①～④

億円 億円 億円 億円 億円 億円

歳出の削減 Ａ 24 47 51 56 51 178

(1)新規の大規模施設整備の原則凍結 9 5 5 5 2 21

 既存施設の最大限活用 1 0.3 1 1.2

 大規模イベントの原則凍結等 2 2 3  5

 公共事業等の選択と集中 9 3 2 2 1 15

(2)成果主義に基づく事務事業のスクラップ 11 29 29 31 29 100

 事務事業・補助金の見直し 11 28 28 31 28 98

 行政組織の重点化・効率化 1 1 0.1 1 2.1

(3)人件費の抑制 4 9 14 16 18 47

 職員定数の適正な管理 3 6 9 10 12 31

 教員配置の適正化 2 4 4 5 11

 超過勤務の縮減 0.2 0.4 0.4 0.4 0.4 1.4

 管理職手当等の見直し、知事等の給料月額の減額 0.9 1.1 1.1 1.7 1.1 4.4

(4)外郭団体等の整理合理化 0 4 3 4 2 10

 運営費的補助金の廃止 4 2 3 2 8

 再就職の見直し 0.2 0.4 0.4 0.4 0.4 1.4

 外郭団体等の統廃合 1 1  1

 

歳入の確保 Ｂ 0 11 8 10 8 29

(5)財産売却等による歳入の確保 0 11 8 10 8 29

 財産売却 0.3 1 2 2 2 5.3

 電源三法交付金等の活用 10 6 8 6 24

 

合  計 Ａ＋Ｂ 24 58 59 66 59 207

 
 
 
               －１－ 

資料 No.６ 



平成１７年度の具体的な取組内容 

 

（１）新規の大規模施設整備の原則凍結 

 

○既存施設の最大限の活用 

     職員住宅の建替えに代え、民間住宅の借上げで対応 
○大規模イベントの原則凍結等 

     国民文化祭開催経費について事務経費等を縮減し、既開催県よりも抑制 
○公共事業等の選択と集中 
     非公共事業に一部移行 

 
（２）成果主義に基づく事務事業のスクラップ 

 
  ○事務事業の見直し 
     スクラップした事業 １４９件 
  ○補助金の見直し 
      スクラップした補助金 ６４件  
  ○行政組織の重点化・効率化 
     Ｕターンセンターをジョブカフェに移転し、管理経費を縮減 
 
（３）人件費の抑制 

 

  ○職員定数の適正な管理 

     職員の削減 １３６人（累計） 
  ○教員配置の適正化 

     少人数教育と学力向上のため、学校以外に配置している教員を削減 ６０人（累計） 
○手当の見直し 

特殊勤務手当、農業改良普及手当の見直し 
 
（４）外郭団体等の整理合理化 

 

  ○運営費的補助金の廃止 

      団体に対して人件費、事務費等の削減や収入確保を促し、県補助を縮減 

  ○外郭団体等の統廃合 

デザインセンターと中小企業産業大学校を産業支援センターに統合 
      農業公社と農林漁業大学校を林業公社に統合 
 
（５）財産売却等による歳入の確保 

 
  ○財産売却 

      未利用地等の売却実施 

  ○電源三法交付金等の活用 

      福祉や教育分野など県民の暮らしに身近な事業に活用 

 

 
 

              －２－  
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